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クビになった聖女ですが、嫁ぎ先で真の力が目覚めたので第二の人生は幸せですなぜか辺境竜騎士様の溺愛が止まらないのですが！

澤谷 弥










目次





一、力を失った聖女候補

二、竜騎士と聖女

三、魔術師の役割

四、竜騎士の居城

五、竜騎士との結婚

六、夫婦の手紙

七、再会した夫婦

八、飛竜との出会い

九、不器用な夫婦

十、不思議な出会い

十一、最後の呪い

十二、彼女の決意

十三、輝かしい未来へ



特別書き下ろし番外編


新しい命




あとがき









[image: ]










一、力を失った聖女候補




「あなたからはもう、聖なる力を感じない」

　シンと静まる神殿の礼拝室にて、聖女の凛りんとした声が響いた。

　その言葉に、その場にいる者たちすべてが凍りつく。

　聖女と向かい合っているのは、聖女候補の一人であるレーニスという女性。緩やかなうねりを持つ金色の髪と、どこか意志が強そうな赤色の瞳を持ち合わせている彼女は、最も聖女に近い聖女候補でもあった。

「レーニス。あなたにはもう、聖なる力はありません。聖女候補として不適格です」

　聖女のその言葉が礼拝室に響いた。

　レーニスの後ろでは、ざわめきが起こる。

「聖女候補なのに聖なる力がないなんて……」

「前代未聞では？」

「もしかして、偽りの力だったということ？」

「嘘うそをついていたってこと？」

　他の聖女候補たちの言葉が、レーニスの背中に突き刺さる。

　レーニスは聖女になれなくてもいいとは思っていたが、聖なる力を失ってもいいとは思っていなかった。

　聖女になれなくても、その力さえ残っていれば、人々を救うことができると思っていたし、人々の役に立ちたいと思っていた。

　だから民のためならばと、教養を身につけ厳しい修練にも耐えてきた。それらに耐えられたのは、困っている人を助けたいという気持ちがあったからだ。

　聖女が両手でレーニスの手を握る。レーニスはその両手がとても温かいと感じた。だけど同時に、心臓は激しく動き、手足は震え、力を抜けば倒れそうになるくらい一気に体温が下がったような気がした。

「不適格、ですか？」

　レーニスは、聖女を見上げることなく、彼女に触れられている手を見つめながら尋ねた。

「はい。不適格です。今をもって、聖女候補の任を解きます」

　ざわざわとレーニスの後方が騒がしくなる。それも当然のこと。なにしろ聖女候補の一人がその役を解かれるのだから――。




　大陸には、剣を振るいその剣で国と重鎮たちを守る『騎士』がいる。

　また、『魔術師』と呼ばれる不思議な術を扱う者がいる。この不思議な術は、魔力を扱う魔術と呼ばれるもので、人を助けるのはもちろんのこと、魔獣を倒し飼い慣らすこともできる。さらに人を助けることとは逆に、呪うことすらできる。

　大陸の東中央に位置しているクレイデル王国には、騎士と魔術師の他に、魔術とは異なる聖なる力で人々を癒す『聖女』と呼ばれる女性たちがいる。

　聖なる力とは不思議な力。人々の心を穏やかにし、生活に豊かさを与える。雨を必要とする場所には雨を呼び、土地に実りをもたらす。怪け我がや病気で苦しむ者がいれば、その苦痛を取り除く。聖女に祈りを捧ささげてもらえば、望めなかった子を授かることができた、事業がうまくいった、という話すらある。

　騎士は、努力さえすれば誰でもなることができ、魔術師もして然しかるべき師につき訓練を重ねることで、魔力を身につけることができる。

　だが、聖女は生まれながらに力を備えている必要があった。

　十五歳の誕生日を迎えた者は、これから成人を迎えるにあたり、神殿で聖女に祈りを捧げてもらうのが一般的だ。聖女が成人を控えた子たちの手を取り、天からの声に耳を傾ける。神の言葉を代弁できるのも、聖女が持つ聖なる力によるものだと言われていた。

　このとき聖女から『秘めたる聖なる力を感じる』と声をかけられれば、聖なる力が備わっているとされ、聖女となるべく王都ロイバルにある神殿で管理された生活を行う必要がある。

　というのも、聖なる力を備えているだけでは聖女にはなれないのだ。

　聖女になるためには、聖なる力を高め、制御し、使いこなす必要がある。雨を降らせと言われれば雨を降らし、風を吹かせと言われれば、風を吹かせる。怪我を治せと言われればその怪我を治し、安らぎを求められれば安らぎを与える。

　もちろん聖なる力ですら叶かなえることができない願いもあるが、望まれれば聖なる力を使ってその望みを叶えるというのが聖女の役目であった。

　そのため、漠然とした聖なる力を備えただけの女性を『聖女候補』と呼び、聖なる力を自在に操ることができるようになった女性だけが『聖女』と呼ばれていた。

　厳しい修練に耐え、二十歳の誕生日までに聖なる力を制御する力を身につければ、聖女候補から聖女になることができる。そこで不合格となれば聖女になれず、聖女候補の任を解かれ、もといた場所に帰り、神殿に来る前までの生活に戻る。

　今、この神殿には聖女候補が三十名、そして聖女の四名が集団で生活を送っている。そして通いや泊まり込みの侍女たちが、聖女たちの身の回りの世話をする。その他神殿には、聖女と共に神事を執り行う神官たちがいる。




　――十五歳だったレーニスが神殿で生活し始めてから四年が経ち、この間彼女は、聖女としての教養や力を身につけるために修練に励んできた。そんな彼女に突きつけられたのは、むごすぎる言葉だった。

　たいていの聖女候補たちは聖女に選ばれず、聖女候補の任を解かれて普通の生活に戻るのが一般的である。

　聖なる力を失ったことにより聖女候補でなくなった事例は、ここにいる誰も耳にしたことがない。だが、その後のことを想像するのは容易である。恐らく、聖女候補不適格の烙らく印いんを押され、周囲の心ない言葉に耐えて、人の目を避けるようにひっそりと暮らしていくしかないのだろう。

　前代未聞と誰かが口にしていたが、レーニスもまた、聖女候補が聖なる力を失った話を聞いたことはなかった。

　聖女となった女性は、神官長からその終わりを告げられるまで、聖女として神殿でその役をまっとうする。聖女の役を終えた者は、一人の女性に戻り、その後の生活を送る。結婚してもいい、子を望んでもいい、修道女になってもいい、旅をしてもいい。そういった好きな生活を送ることができるのだ。

　聖女候補が二十歳になったときに、聖女になれるかどうかを神官長が見極める。聖なる力は十分に有しているか、それを御する力が身についたか、十分な教養を身につけたか、神殿の教えに従っているか。そういった内容を神官たちが確認し、条件を満たしている聖女候補を聖女として指名するのだ。

　中でも特に聖なる力を御することそのものが難しく、聖女候補から聖女になれる者は数年に一人とも言われている。だから、この神殿には聖女がたったの四人しかいない。

　そして今、レーニスは聖女候補の任を解かれた。彼女は聖女に最も近い候補者だと言われていたにもかかわらず――。

　これが二十歳まで聖女候補として残っていられたのなら、また違っていただろう。聖女に選ばれなくても聖女候補として修練に励んだことは認められる。つまり『元聖女候補』と肩書がつくのだ。

「あ……、ありがとうございました……」

　レーニスは頭を下げて、その言葉を発することしかできなかった。それを聞いた聖女は満足そうにうなずくと、そっとレーニスの手を離した。

　聖女候補不適格の宣告を突きつけられてしまったレーニスは、遅くとも明日中には、この神殿から出ていかなければならないだろう。なにしろこの神殿で暮らすことができるのは聖女か聖女候補のみ。その身分を今、失ったのだ。すぐにでも自分の荷物をまとめなければならない。

　だけど、レーニスには帰る家がなかった。聖女候補として神殿にやって来て数か月経った頃、レーニスは両親を不慮の事故で失った。それでも今まで不自由なく生活することができていたのは、神殿が彼女を守っていたからだ。

　レーニスはもつれそうになる足をなんとか前へと進め、その礼拝室から立ち去ろうとする。後ろを振り返ってはいけないと自分自身に言い聞かせ、胸を張ってその場を後にした。




　礼拝室の扉がギギィっと重い音を立てて閉まったとき、泣きたい気持ちがレーニスに襲いかかってきた。あちらの空間とこちらの空間が分断されたような感じがした。

　だけど、ここで泣いてはいけないと唇を噛かみしめ、ぐっと息をのみ込んで溢あふれ出そうになる涙をなんとかこらえた。下を向いてはいけないと自身に言い聞かせ、再び胸を張って自室へと戻る。

　聖女候補は感情をあらわにしてはならない――。

　それが神殿の教えだった。だが、聖女候補の任を解かれた今、感情を押し殺す必要はないのかもしれない。

　部屋に入った瞬間、体中の力が抜けてしまい、レーニスは閉めた扉に寄りかかり下を向いた。重力に負けて赤い双そう眸ぼうから溢れ出た涙が、ぼたぼたと床に落ちていく。扉に寄りかかりながらずるずると腰を下ろし、抱えた膝の間に顔を埋うずめる。感情を顔に出さぬようにと心がけてきたが、今は気持ちの箍たがが外れてしまったのか、涙は次から次へと溢れ出て頬を濡ぬらしていく。

　聖なる力を感じない――。

　聖女から放たれたその一言は、レーニスをどん底に突き落とすには十分だった。そのように扉に寄りかかって座り、足が痺しびれるくらいまで泣いた。あまりにも泣きすぎて、頭が痛くなる。

　別に幼い頃から聖女になりたかったわけではない。聖女候補になろうと思っていたわけでもない。たまたま聖なる力があると見なされたから、こうなっただけ。

　それでも聖なる力があるなら人のために使いたいと、そう思っていた。それすら叶わないというのなら、自分はなんのために生きていけばいいのかと、レーニスは泣きながらも思いを巡らせていた。帰る家もない。聖なる力もない。

　そうやって泣き続けていれば、涙も枯れてきて現実へと引き戻される。泣いているばかりではなんの解決にもならない。なにしろ明日中にはここから出ていかなければならないのだ。

（このままではいけない……）

　ぐしゃぐしゃになった顔のまま、レーニスはすっと立ち上がった。

　たしかにレーニスは聖なる力を生まれながらに備えていたが、その取り戻し方は彼女にはわからない。むしろ、なぜ自分に聖なる力が備わっていたかを知らない。恐らくその答えは聖女も知らないだろう。聖女や神官たちに言わせれば、神に選ばれたとのことだ。

（つまり私は、神に見捨てられてしまった……）

　神に見捨てられたレーニスは聖なる力を失い、聖女候補の任を解かれた。

　いずれにせよ、この神殿にレーニスの居場所はもうない。帰る家のない彼女の行くところといえば、父の兄である伯お父じの家。彼は彼女の唯一の肉親だ。

　だが、伯父のクエバ・フォッセは彼女を受け入れてくれるだろうかという疑問がレーニスの頭をよぎる。それでも彼女には、あの屋敷しか行くところはない。

（連絡もせずに戻ったら、伯父様は驚くかしら。いいえ、がっかりされるかもしれないわ）

　――トントントン。

　部屋の扉をノックする音が響いた。

（こんな力を失った聖女候補の部屋を訪れる風変わりな人は誰かしら）

　レーニスは「はい」と返事をする。

「レーニス……」

　扉を開けると、レーニスと同じ年で聖女候補のラーナが慎重な面持ちで立っていた。

「ラーナ……」

　レーニスは彼女の名を口にする。彼女に救いを求める気持ちが、レーニスの中にはあった。

（心配してわざわざ部屋まで来てくれたのかしら……）

　なぜかラーナはギリリとレーニスを睨にらみつける。

「レーニス。もう、聖女候補でないのなら、さっさとこの部屋を出ていってちょうだい」

「ラーナ……」

　彼女を見つめるレーニスの瞳は力なく揺れる。仲間だと思っていた彼女から、まさかこのような冷たい言葉を突きつけられるとは、レーニス自身思ってもいなかった。

「それに、聖女候補でもないただの人のくせに、気安く私の名前を呼ばないでくれる？　聖なる力がないなんて。あんた、偽物の聖女候補だったのね」

　ラーナはレーニスを睨みつけながら言葉を放つ。その言葉がレーニスの心に深く突き刺さった。

「あんたがいなくなったら、私がこの部屋を使うんだからね。本当に、レーニスのくせに、私よりいい部屋を使っているなんて、生意気なのよ。慈悲深いラーナ様だから、別に今すぐ出ていけとは言わないわ。明日になったら、さっさと出ていくのよ。私、明日の朝から荷物を運ぶんだから」

　両手を腰に当てたラーナは、器用にその肘で乱暴に扉を閉めて出ていった。

　レーニスがこの神殿の中で一番広い部屋を使うことができていたのは、聖女に最も近いと言われていた聖女候補だったからだ。

　そのレーニスが聖なる力を失ったとなると、下から順に繰り上がってくる。彼女の地位をあからさまに狙っているのが次に聖女に近いといわれているラーナだ。今まではレーニス、レーニスと言って、どんな時も慕っていたのに、レーニスが聖なる力を失い、聖女候補の任を解かれた途端、まるで自分が聖女になることを約束されたかのような態度。

　レーニスは彼女の言葉に対して、何も言えなかった。なにしろ言えるだけの力がないのだ。

　今後はどの聖女候補も、ラーナのようにレーニスを見下し、蔑むような視線を彼女に向けることが予想された。

　レーニスは乱暴に閉められた扉を、呆ぼう然ぜんと見つめることしかできなかった。

　だが、すぐさま我に返る。

　まずは荷物の整理。ここに来たときにも、荷物は鞄かばん一つだった。私物と呼べるようなものはない。生活に必要なものは都度支給されていたからだ。

　ただ、いくら荷物が少ないとはいえ、明日クエバの屋敷を訪ねるのは急すぎる。

　そこでレーニスは、この神殿で侍女として働くことはできないだろうかと考えた。

（ここで時間を稼いで、伯父様から連絡がくるのを待った方がいいのかしら）

　レーニスは、まず侍女頭のマーサのところへ相談しに行くことにした。




　マーサの部屋へと行くと、ジロリと睨まれてしまった。どうやらレーニスが聖女候補の任を解かれたという話はすでに知れ渡っているようだ。

「何かご用ですか。レーニス」

　今までは『レーニス様』と呼ばれていたのに、その『様』がなくなってしまった。

「あの。私をここの侍女として雇ってくださいませんか？」

「無理です」

　マーサはレーニスを一いち瞥べつして答えた。

「聖なる力を失った元聖女候補を、この神殿に置いておくことはできません」

　彼女の声は冷たい。

「ですがっ」

　レーニスは、懇願しようとしたが、それをできなかったのは、マーサの方がレーニスが言うよりも先に口を開いたからだ。

「今日一日だけ、この隣の部屋を使いなさい。どうせ、聖女候補の部屋を追い出されたのでしょう？」

　なぜか彼女の鋭い視線の奥に灯ともる温かな光を感じた。

「私は、何年もここにお仕えしておりますから、いろいろなことを見てきました。若い聖女様や聖女候補たちが知らないことも。ですが、ここに残ったところで、あなたに待っているのは不幸だけです」

　そして、ふっと目を細め。

「帰る家はないのですか？」

　マーサの問いに「いえ、一応あるのですが」とレーニスは小さく答える。

「今からそこに連絡用の早馬を飛ばしてあげます。明日、そこに帰りなさい」

　聖女候補だった経歴があるために、神殿には置いておくことはできない。

　その理由は、周囲からの目と声、そして暴力。それに耐えられるような鋼の精神と強きょう靭じんな肉体があればいいが、聖女候補としてここで生活をしてきた彼女にはそれがない。

　マーサはそれを知っていた。

「ありがとうございます」

　レーニスはマーサに向かって頭を下げた。レーニスのその声には、心の底から感謝の気持ちが込められているような力強さがあった。

　マーサが言う隣の部屋とは、通称『説教部屋』と呼ばれる部屋。粗相をした侍女たちがここに押し込められて、侍女頭や神官たちからいろいろと責め立てられるという話を耳にしたことがある。

　だけど、それはただの噂うわさかもしれない。レーニスはそう思った。

　質素な寝台ではあるけれど、眠るには十分な代物だ。今日、たった一時間のうちでたくさんのことが起こった。そしてたくさん泣いた。




　次の日の早朝。

　驚くことに、伯父の家であるフォッセ家から迎えの馬車が来ていた。昨日、マーサが早馬を手配して、連絡をしてくれるとは言っていたけれど、まさかあのフォッセ家が迎えの馬車まで寄越してくれるとは思ってもいなかった。

　その馬車はひっそりと神殿の裏手に止められた。目立たないように、そのような事実はないかのように、ひっそりと。

「レーニス」

　レーニスが馬車に乗り込もうとしたとき、マーサがやって来た。

　空はどこまでも青く、憎らしいくらいに晴れていて、レーニスの心の中とは正反対だった。レーニスは、せめてどんよりとした鉛色の空だったらまだよかったのにとさえ思ってしまう。

「あなたが、聖女様にならなくてよかったと私は心からそう思っています。真面目なあなたのことだから」

　マーサの言葉の意味は、レーニスにはよくわからない。

「聖女様になれなかった元聖女候補たち。力を失っても幸せに生きている方たちを、私はたくさん知っています。どうか、あなたもその一人になってください」

　彼女はレーニスの両手をそっと握った。

　聖女になれず、力を失った聖女候補。そういった女性が今までにもいたということだろうか。長く神殿に仕えている彼女から紡つむがれた言葉だからこそ、レーニスを励ましてくれる。

「あ、ありがとうございます――」

　レーニスが礼を言うと、マーサはゆっくりと首を横に振る。

「レーニス。あなたが幸せになること以外、私への恩返しの方法はありませんよ」

　目尻を下げて、口元に笑みを浮かべるマーサ。

「はい」

　レーニスは力強くうなずき、握られた手にぎゅっと力を入れた。




　レーニスを乗せた馬車は不規則に揺れながら、フォッセ家の屋敷を目指していた。神殿から、街の外れにあるフォッセ家の屋敷までは、馬車に揺られて一時間ほど。

　郊外にたたずむ青い屋根の屋敷がフォッセ家の本宅である。大きな門を抜けると、屋敷までの道の両脇には綺き麗れいに刈り込まれた芝生がある。その道を馬車はゆっくりと走り抜け、屋敷の前で止まると外側から馬車の扉が開かれた。

「あぁ、レーニス。無事に帰ってきてくれてよかった」

　そう言って彼女を迎えてくれたのは、伯父であるクエバだ。四十を過ぎた彼の顔には、深く皺しわが刻み込まれているが、決して年齢を感じさせるものではない。茶色の髪は豊かにうねっており、金色の瞳もやわらかく輝いていた。

「レーニス。おかえりなさい」

　隣には彼の妻であるロイスが笑みを浮かべて立っていた。ロイスは女性としては背が高い方であるため、レーニスを見下ろす形になるものの優しい眼まな差ざしを向けていた。彼女も四十を過ぎているが、その年齢を感じさせない。焦げ茶の髪は艶々と輝いているし、顔に皺はない。身にまとうドレスこそ落ち着いた色合いのものであるが、もう少し派手なドレスを着ていたなら二十代でも通じるだろう。

　レーニスは、このように歓迎してもらえるとは思っていなかったため、呆然と立ち尽くすことしかできなかった。

　さっきまで皮肉に思えていた青空が、クエバたちの頭上にも広がっている。しかし今のレーニスには、彼らが太陽の光を受けてきらきらと輝いているようにも見えた。

「レーニス。大丈夫か？」

　クエバが心配そうにレーニスの顔を覗のぞき込む。

「はい。伯父様、伯お母ば様、ありがとうございます」

　レーニスの目からは、なぜか涙が溢れ出そうになった。どうやら昨日から感情の制御がうまくできなくなっているようだ。

　聖なる力を失い、神殿を追い出された元聖女候補にもかかわらず、こうやって受け入れてくれたことが、どこか心をゆったりと落ち着かせてくれる。

　ロイスがレーニスの肩に手を回してくれた。ロイスの温かさが手のひらを通して伝わってくる。必死でこらえようとしていた涙が、目尻から少しだけ溢れた。

「疲れたでしょう？　温かいお茶を準備してあるの。今後のことを相談しながら、お茶にしない？　まずは、お部屋に案内するわね」

　レーニスはロイスに知られぬように、人さし指で溢れた涙を拭った。

　その二人から少し離れたところに、クエバの息子であるルーカスが立っていたことに気づいた。彼はレーニスよりも二つ年上で、彼の父であるクエバによく似ている。特に癖のある髪の毛は父親似だ。幼い頃は兄のようにレーニスをかわいがってくれていた。だからレーニスは彼のことを『お兄さま』と呼んで慕っていた。

　だが今の彼がレーニスを見つめる視線は、どこか冷たいものだった。




「ごめんなさいね、レーニス。話が急だったから、このような部屋しか準備できなくて」

　ロイスによって案内された部屋は屋根裏部屋。急な話であったのも事実だし、仕方ないだろう。

　屋根裏部屋といっても、眠るには十分だ。

（少し埃ほこりっぽいところがあるわね）

　蜘く蛛もの巣が張っていた。

（まずは掃除かしら）

　聖女候補であったレーニスは、簡単な身の回りの掃除は自分で行っていた。だから掃除をすることに抵抗はない。比較的綺麗な場所に荷物をまとめると、ロイスたちが待つ談話室へと向かった。

　レーニスが談話室の扉の前まで来たとき、部屋の中から声が漏れてくる。

『聖なる力を失うだなんて、フォッセ家の恥さらしのようなものじゃないか』

　この声はルーカスだ。

『落ち着け、ルーカス』

　宥なだめているのはクエバ。

『レーニスが聖女にならなくたって、元聖女候補という肩書があれば、俺の結婚相手にと思っていたのに。聖なる力を失ってこの屋敷に戻ってきただなんて、ただのお荷物だろ？　いや、お荷物以下だ。聖女候補が力を失うだなんて、今まで聞いたこともない。父さん、どうする気なんだよ、あれを』

『落ち着きなさい、ルーカス』

　同じようにロイスも息子を宥めている。

『レーニスはどこかに嫁がせる。あの容姿だ。金を払ってでもお飾りの妻や愛人に迎えたいという変態はたくさんいるだろう』

　くっくっくっと、不気味な笑い声が聞こえた。これが先ほどにこやかにレーニスを歓迎してくれたクエバの声かと疑いたくなるほど。

（え……。どういうこと……？）

　レーニスは聞いてはいけないものを聞いてしまった、悪いことをしてしまったという気持ちで、心臓がバクバクと鳴るのがわかった。じっとりと手のひらにも汗が染しみ出てくる。とりあえず、大きく息を吸って気持ちを落ち着かせる。

　一度、扉から離れ、少し遠いところからわざとバタバタと足音を立てるように急ぎ足で駆け寄ると、もう一度、談話室の扉の前に立った。

　――コンコンコン。

　レーニスは気持ちを静めて扉をノックした。

「どうぞ」

　クエバの返事を聞き、一呼吸おいてからレーニスは扉を開ける。

「片づけをしていたら遅くなりました。お待たせしてしまって、申し訳ございません」

「いいんだよ、レーニス。気にしないでおくれ。ほら、ルーカスの隣に座りなさい」

　クエバが優しい笑みを浮かべていた。レーニスはこの笑みとこの部屋に微かすかな違和感を覚えた。先ほど耳にした言葉が頭にこびりついて消えてくれない。

　だけど、それを悟られないようにと平常心を心がける。感情を押し殺すのは得意だ。

「ご無沙汰しております、お兄さま」

「レーニスにそう呼ばれるのは、久しぶりだね」

　ルーカスも笑顔でそう言った。

「ずっと、お会いできていませんでしたからね」

　レーニスも負けずに笑顔で返した。

「さあさあレーニス。あなたのためにおいしいお菓子も用意したのよ。これもね、おいしい紅茶なのよ。冷めないうちにどうぞ」

　ロイスも笑顔で優しく声をかけてくる。

「ありがとうございます」

　ここにいる人間はすべて、仮面をつけているように見えた。本心を隠すためにつける笑顔の仮面。

「そうそう、レーニス」

　お茶のお代わりを準備しながら、ロイスが言う。その瞬間レーニスは、この部屋に入った時に感じた違和感の正体がわかった。この部屋には使用人がいないのだ。彼らに聞かれては困るような話がこれから始まるのだろう。

「あなたも十九になったのよね」

「はい」

「結婚に興味はないかしら？」

　笑顔でロイスが本題に入った。驚いてクエバを見ると、彼もニコニコと笑っている。レーニスとしてはまさかこのタイミングで言い出されるとは思ってもいなかった。

「その。元聖女候補で、聖なる力を失った私をもらってくださるような方は、いらっしゃらないのではないでしょうか」

　それはレーニスの本心でもあった。前代未聞とも言われてしまったのだ。

「そうね。この辺では難しいかもしれないわ」

　そこで、ロイスが紅茶を飲もうとカップを口元に運び、その隙間から鋭い視線をレーニスに向けてくる。ロイスの笑顔が崩れかかっているように見えたが、レーニスはそれに気づかないふりをした。

　ロイスはゆっくりとカップを傾け、温かい紅茶を一口飲んだ。そしてそれをゆっくりとテーブルの上に置く。

「でも、あなたも若いのだし。それにあなたのお母様に似て、見目も整っているわ。どこかには、あなたを妻に迎えたいと思ってくださる方はいらっしゃると思うのよね」

　ロイスは再び笑顔に戻り、穏やかな声でレーニスに伝える。

「もし、そのような方がいらっしゃるのなら、私は喜んで嫁がせていただきます。こんな、元聖女候補で、聖なる力を失った私でいいと言ってくださるような方が、本当にいらっしゃるのなら……」

　レーニスは膝の上で手を組み、そこに視線を向け自信のない声で答えた。結婚に興味はあるといえばあるのだが、『今すぐ結婚したいか』と問われれば、『もう少し時間を置いてから結婚したい』が本音。それは聖女候補不適格の烙印を押され、気持ちが沈んでいるためである。と同時に、先ほどのクエバの言葉が頭の中にこびりついていたからだ。

　――金を払ってでもお飾りの妻や愛人に迎えたいという変態はたくさんいるだろう。

「レーニス」

　隣のルーカスが優しく声をかける。

「あまりそうやって自分を卑下するものではないよ。君には君のいいところがある。そこに惹ひかれる人だっているはずだよ」

「お兄さま、ありがとうございます。お兄さまにそう言っていただけて、うれしいです」

　言いながら、レーニスは目を潤ませた。

「あの。少し疲れてしまったので、部屋に戻ってもよろしいでしょうか」

「ああ。もちろん。夕食の準備ができたら呼びに行くから、それまでゆっくり休んでいなさい」

　クエバが笑顔で言う。彼のその表情に嘘はなかった。レーニスが結婚について前向きに検討しているという言葉を手に入れたからだろう。

「あの、伯母様。少し、お部屋を片づけたいのですが。お掃除をするための道具を貸していただけないでしょうか」

「まあ。そういうことは侍女に頼みなさい」

　ロイスも機嫌がよさそうだ。昨日の今日で部屋まで準備してくれた伯父夫婦には感謝しかない。掃除が間に合わないのも仕方のないことだったのだろう。

「いえ。せっかく、この家にお世話になるのですから。自分でやります」

　そもそも神殿ではそうやって生活をしていたのだ。自分の部屋の掃除くらい、手間でもないし苦でもない。むしろ、昔からここに仕えている使用人たちの手を煩わずらわせてしまう方が、彼女にとっては申し訳ないことなのだ。

「そう？」

　ロイスは頬に手を添えて言う。

「あなたの部屋の隣の小さな物置にあるわよ」

　それだけ教えてもらえれば十分だ。

「ありがとうございます」

　すっと立ち上がると、レーニスは部屋を出た。何を話そうと、どこにも真実はない。虚むなしくなったレーニスは、それ以上彼らと会話する気にはならなかった。

　扉越しに、ルーカスの笑い声が聞こえてくる。

『バカな女だ、売られるとも知らないで』

（そうか……。私は売られるのね……）

　だけど、その売り先が見つかるまではこの屋敷にいなくてはならない。少しでもあそこで快適に過ごせるようにと、掃除用具を手にした。










二、竜騎士と聖女




　クレイデル王国の騎士の中でも『竜りゅう騎き士し』は特殊な騎士である。竜騎士とは、『飛ひ竜りゅう』と呼ばれる竜と会話をすることができ、時には家族のように、時には友のように、彼らと行動を共にすることができる。その特別な人間の一人であるデーセオ・フルヘルトという男。珍しい銀色の髪が特徴的だ。

　彼は辺境の竜騎士と呼ばれ、王おう国こく騎き士し団だんの竜騎士部隊を取りまとめる部隊長を務めている。部隊長らしく体は逞たくましく鍛えられているのだが、飛竜に乗るために細く引き締められているのも竜騎士たちの特徴の一つとも言えるだろう。竜騎士たちはクレイデル王国の北の国境を見張っているため、普段はそこにある砦とりでで生活をしていた。

　竜騎士であるデーセオは今、クレイデル王国の王都ロイバルにある神殿へと足を運んでいた。だが、その見た目から彼が竜騎士であるとは誰も思わないだろう。竜騎士の騎士服ではなく、白いシャツに黒いトラウザーズ、さらに黒い上着を羽織っているという出いで立ちだ。

　彼がそのような格好で神殿を訪れたのは、北の隣国サライト王国との争いで、魔術師に呪いをかけられてしまったからである。こういった呪いを解く方法は二つ。呪いをかけた敵国の魔術師の命を奪うか、聖女に解かい呪じゅしてもらうかのどちらか。

　つまり、呪いを解くことができるのは、国内では聖女しかいないのだ。

　デーセオは深くフードをかぶり、顔を隠していた。王都では珍しい白はく銀ぎんの髪も、呪いをかけられた顔も、人の目に触れさせないためだった。太陽が眩まぶしく輝き、街を明るく照らしているような日には、あまり外を歩きたくないのだが、今日は仕方ないと思ってあきらめていた。

「レーニス殿をお願いしたい」

　神殿の入り口でデーセオは担当の神官に声をかけた。

　三か月前に彼はこの神殿で解呪を行っている聖女がいると耳にした。だが、聖女にその解呪を頼もうとしたら断られた。

　その理由は『聖女様は忙しい』からだった。

　しかし、他にも解呪を得意とするレーニスという聖女候補がいることを、人ひと伝づてに聞いた。そのため、彼女に解呪を頼みたいと神殿に申請したところ、聖女候補であるレーニスは快く引き受けてくれた。

　そのときの神官は『レーニス様が快く引き受けてくださいました。申し訳ありませんが、呪いについて詳細を教えてほしいとのことです』と言い、紙を一枚渡してきた。

　どうやらその呪いの種類を調べ、その解呪方法を見極めるために三か月程度の時間を要するとのことだった。

　デーセオは呪いを受けた日時、それから呪いをどのようにして受けたか、どのような症状が出ているのかなどをきちんと書いて、その紙を神官に手渡した。

　三か月後に解呪してもらう約束をして、その日はこの神殿を後にした。

　そして今日がデーセオにとって、解呪してもらえる待望の日だったのだ。

　だから、わざわざ辺境の地からこの王都まで、馬車で三日もかけてやって来たわけである。

　しかし、目の前にいる神官は眉間に皺を寄せ、デーセオをじっと見つめている。

「聖女候補のレーニス殿だ。この神殿にいるのだろう」

「そのような者はおりません」

　神官の答えは冷たかった。

「いや。いないわけはないだろう。三か月前に解呪の依頼をしたんだ。デーセオ・フルヘルトと言えばわかるか」

「デーセオ・フルヘルト様、ですね。デーセオ、デーセオ……」

　受付の神官は、帳簿のようなものをパラパラとめくり始めた。

「ああ、ありました、ありました。デーセオ・フルヘルト様。辺境の竜騎士様」

　竜騎士と知り、受付の神官の顔色も少し変わる。

「そうだ。今日が彼女に解呪を行ってもらう日だったはずだ」

　デーセオは神官との間にある細長い台に肘を置き、頬ほお杖づえをついて神官の顔を見た。再び、彼の顔色が変わったように見えた。

　デーセオがその深緑の目で彼を睨み続けていたからかもしれない。

「はい、そのようですね。間違いありません」

「今日がその日だ。レーニス殿をお願いしたい」

「ですから。そのレーニスはもう、ここにはおりません」

「何？」

　この神官は『もう』と言った。つまり今まで彼女はいたが、何かのきっかけでいなくなってしまったのだろうか。

「デーセオ様の解呪は、聖女シニス様がご担当されます」

「何？」

　もう一度デーセオは同じことを言ってしまった。そもそも、聖女に解呪をお願いしようとしたが、それを断られたため聖女候補であるレーニスへ依頼したのだ。彼女がいなくなったからといって、聖女が解呪を引き受けてくれるとは思ってもみなかった。そもそも断られた理由が『聖女様は忙しい』だったのだから。

「本来であれば、レーニスの仕事はすべて他の聖女候補が引き継ぐはずなのですが、どうしてか、デーセオ様の解呪だけは、聖女様が引き継がれております。どうぞ、中へ」

　思うところは多々あったが、デーセオは案内されるがまま『祈りの間』へと入った。

　祈りの間とは聖女が祈りを捧げる場所で、その対象者を治癒したり、祝福を与えたりすることからそう呼ばれている。祈りの間は一つだけでなく、いくつかの小部屋となっていた。てっきり大きな広間に案内されると思っていたデーセオは、祈りの間が小さくて狭い部屋であったことに戸惑いを感じる。

「辺境の竜騎士、デーセオ・フルヘルトですね」

　透き通るような声で名を呼ばれた。

「はい」

　デーセオが本物の聖女を目にしたのは初めてのことだが、彼は聖女シニスから、もやもやとした黒い霧に覆われているような、少し暗い何かを感じていた。

「サライト王国の魔術師にかけられた呪い。それの解呪ですね」

　確認するかのようにシニスが言った。それにデーセオは「はい」と答える。

「手を」

　シニスの言葉に従い、デーセオは両方の手のひらを上に向けて前に出した。その手のひらに、シニスが手を合わせる。少し冷たい聖女の手。

　何が起こるのだろう、とデーセオは待った。だが、何も起こらないし何も感じない。

　目の前のシニスが苦しそうな表情を浮かべている。しばらくその状態が続いたが、ふいにシニスがデーセオの手を離した。

「この呪いは、サライト王国の魔術師にかけられたものですよね」

「はい」

　シニスが額に汗を滲にじませながら難しい顔をしている。何か問題でもあったのだろうかとデーセオは不審に思った。

「この呪い……。私では解呪できません」

「何？」

　デーセオが眉根を寄せてシニスを睨んだせいか、彼女は「ひっ」と悲鳴をあげて一歩引いた。

「解呪できないとはどういうことだ？」

　できるだけ聖女を驚かさないように、デーセオは穏やかに尋ねようと心がけた。ただでさえ、彼の顔は怖いと言われている。そんな顔に、今では額から目の下のあたりにかけて、呪いによる複雑な模様が黒い刺青いれずみのように刻み込まれているのだ。だからデーセオは、普段から顔を隠すようなフードをかぶっていた。その呪いの模様を人の目に触れさせないために。

「言葉の通りです。申し訳ございませんが、私にはこの呪いを解呪できません。この呪いはいくつも重ねてかけてあるため、私の聖なる力では無理なのです」

「だが、レーニス殿は解呪できるかもしれないと、俺の解呪を引き受けてくれた。そして三か月待った。にもかかわらず、解呪できないとはどういうことだ。聖女様であるにもかかわらず、だ」

　デーセオはその目を尖とがらせてシニスを見つめた。

「ち、力の種類が違うのです」

　シニスが震えていることに気づいた。そして、震えながらも彼女は言葉を続ける。

「レーニスは、解呪を得意としております。私は、治癒の聖女です」

「なら、他の解呪の聖女様にお願いしたい」

「そ、それは……」

　シニスは首を横に振った。

「今、この神殿に、解呪を専門とする聖女はおりません。辛かろうじて、私が解呪もできるということなのです」

　聖女の聖なる力は万能ではない。いくら使いこなせるようになったからといっても、すべての種類の力を自在に使いこなせるわけではない。自分の意思で身につけた聖なる力のみを思うように使うことができる。それが聖女なのだ。

「ならば」

　デーセオが鋭くシニスを睨んだ。だから、シニスからは「ひっ」と情けない声があがる。

　この男、体が大きい上に顔も怖い。さらに呪いの模様が顔の上半分を覆っていて不気味な顔をしている。その顔で睨まれてしまったら、いくら聖女であっても悲鳴くらいはあげたくなってしまうというもの。

「レーニス殿を寄越せ。そもそも聖女に頼もうとしていた解呪を断られ、それを引き受けてくれたのが彼女だ。彼女ならこの呪いの解呪ができるのだろう」

「レーニスはいません」

　シニスは入り口の神官と同じことを口にした。

「なぜ、いない」

「彼女は、聖なる力を失いました。もう、聖女候補でもなんでもありません」

「何？」

　デーセオは信じられないことがあると「何？」と聞き返すのが口癖だ。

　聖女シニスは「ひっ」と言って、また一歩退いた。

「つまり、俺の呪いを解呪できる者はこの神殿どころか、この国にはいない。そういうことか？」

「は、はい。残念ながら、そういうことになります」

　シニスは大きく何度も首を縦に振った。それでも彼を宥めるかのように言葉を続ける。

「で、ですが。その呪いが広がる速度を遅らせることはできます」

「何？　呪いが広がる、だと？」

「は、はい……」

　シニスは怯おびえながら返事をした。

　デーセオはフードを脱いだ。その呪いを見せつけるかのように、顔をシニスへ寄せる。

「ひっ」と怯えて、シニスはまた一歩下がるが、それ以上下がるのは踏みとどまってデーセオの顔を見た。

「その呪いは複雑で、今も四つの禍まが々まがしい力を感じます。そのうちの一つが進行性の呪いなのです。ですから、すべてを解呪しないと徐々にその呪いが全身を蝕むしばんでいきます。幸い、今は顔だけのようですが」

「くそっ」

　そう言いながら、デーセオはフードをかぶり直した。

「ですから、その呪いの進行を遅らせることならできます。むしろ、私にはそれしかできません。いかが、なさいますか？」

「では、それを頼む」

　デーセオは藁わらにもすがる思いで仕方なくそう言った。この呪いによって殺されるまでの時間を、できるだけ稼がなければならないという思いがあったからだ。

　それと同時に、レーニスを捜し出して、呪いを解いてもらおうという思いもあった。

　だが、レーニスは聖なる力を失ったらしい。それでもデーセオは、彼女の力に微かな希望を持つ。

　失ったものであれば取り戻せばいい――それがデーセオの考え方なのだ。

　彼女に聖なる力があったことは紛れもない事実。ならば、それを取り戻せばいいだけ。

　まずはレーニスを見つけ出し、彼女の力を取り戻す。

　それができなければ、あのサライト王国の魔術師を殺す。

　シニスの祈りを受けながら、デーセオはそう思っていた。




　シニスからの祈りを終えたデーセオは神殿を出ると、深くフードをかぶりながらも眩しい空の色に目を細めた。

「デーセオ様」

　神殿から少し離れた場所に止めてある馬車の傍そばで、一人の男がデーセオに声をかけた。デーセオはその男に視線を向ける。

「ティメル。悪いが、聖女候補であったレーニス殿について調べてほしい。王都やその周辺なら彼女の情報も集めやすいだろう」

「レーニス様が何か？」

　彼はデーセオの部下であり魔術師でもあるティメル・オーサーという男。今はデーセオと同じように平服姿であるため、誰も彼が魔術師であるとは気づかないだろう。それでも行き交う人々が彼に視線を向けてくるのは、この男の顔が非常に整っているからだ。

　猫っ毛のような茶色の髪が光に反射してきらきらと輝きながらも、前髪の黒色メッシュが彼の魅力をさらに引き立てている。透き通るような青色の瞳もどこかやわらかく、見る者を魅了する。そして恐らく本人は、それに気づいている。気づいているからこそ、その顔を武器にするという厄介な男でもある。デーセオですら敵にしたくない男だ。

　レーニスが筆頭聖女候補であったことを、もちろんこのティメルも知っていた。

「レーニス殿は、聖なる力を失い、この神殿から追い出されたらしい。その後、どうしているのかを調べてほしいのだ」

「聖なる力を失った彼女を調べて、どうなさるおつもりですか？」

　ティメルはそれを調べた後、この主あるじが何をしでかすのかと心配している。

「どうするも何も。ただ、俺の呪いの解呪を頼みたいだけだ。どうやら、俺の呪いを解呪できる力を持つのは彼女だけのようなのだ」

「左様ですか」

　と言うティメルの目は「本当にそれだけですか」と言っているようにも見えた。

　この日のためにわざわざ王都ロイバルへとやって来たデーセオであるが、彼の領地は北の国境付近の辺境にあるため、ロイバルからは馬車で、フェルゼン領、ホラント領を経由して三日もかかるのだ。

　竜騎士だから飛竜を使えばいいのだが、私用で飛竜を使うことは避けたい。王都の上空に飛竜が飛ぶとなると、有事なのではないかと世間を騒がせる可能性があるからだ。だから、地味に馬車移動である。

　デーセオとしては、馬車で三日もかけてやって来たのに、その日のうちに王都から発つような、そんな効率の悪いことはしたくない。

　デーセオは今日の宿に向かいながら、レーニスという元聖女候補のことを考えていた。

　解呪を得意とする彼女はどのような人物なのか。

　聖女さえ引き受けてくれなかった解呪を快く引き受けてくれた彼女のことが、デーセオは気になって仕方なかった。










三、魔術師の役割




　レーニスはフォッセ家の屋敷の屋根裏部屋で本を読んでいた。

　屋敷の書庫にある本を適当に見繕ってこの部屋に持ち込み、室内に日差しが届いているうちは読みあさる。そもそもレーニスは本を読むことが好きだった。

　それは聖女候補として神殿で生活を行っているときに見つけたささやかな楽しみであった。教養を身につけるためにと読書の時間があり、彼女はその時間が何よりも好きだった。

　本に書かれていることはレーニスにとって経験できないことも多く、それを知識として身につけることで、民へ助言を与えるときにも役に立っていた。

　日が落ちて暗くなれば、下の談話室で作り笑いを浮かべながら伯母のロイスと話をする。レーニスはそんな日々を繰り返していた。

　そして今、彼女の目の前にはロイスがいる。

「ねえ、レーニス。あなた、ジェンテ・パエーズ卿きょうはご存じかしら？」

　優雅に首を傾けながらロイスがレーニスに尋ねた。

「パエーズ卿ですか？」

　手にしていたカップをゆっくりとテーブルに戻しながらレーニスは答えた。

「そうよ、パエーズ卿。向こうはあなたのことをご存じだったみたい。いつも神殿で祈りを捧げてもらっていたとおっしゃっていたわ」

　ロイスのニコニコとした笑顔から察するに、彼女は今、非常に機嫌がいいらしい。

「伯母様、すみません。思い出せないのですが、どのような方でしたでしょうか」

「あら、まあ。そうよね。神殿には一日に何人もの人が訪れるものね。それにあなたは一日にたくさんの人に祈りを捧げていたようだし」

　それは、他の聖女や聖女候補が民からの金にならない依頼を受けてくれなかったからだ。わざわざ神殿にまで出向いた者たちを『今日は忙しいからできない』と言って追い返すことは気が引けたから。

　そんな彼らにレーニスはそっと声をかけて、祈りを捧げていた。たとえ、お金にならなくても、民の心を救うために――。

　ロイスはパエーズ卿の特徴を口にした。年齢は五十代くらいで、三年前に妻を失った。中肉中背で慈善事業にも手を出しており、穏やかな人物だ、と。

　だがレーニスにはそのような人物の記憶がない。

「でも、パエーズ卿はあなたといつもお話していたとおっしゃっていたわ」

　その言葉でレーニスの脳内をかすめた人物がいた。それは三日に一度やって来る、年は五十を過ぎた男である。
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　決して紳士と言えないような頭髪の薄いその男は、祈りが終わるとレーニスの体に不ぶ躾しつけに触れてくるのだ。

　もしかして、あの男かと思うと、胸の中に嫌悪感が込み上げてきた。

「その、パエーズ卿がどうかされましたか？」

　レーニスは胸の内を悟られないように、笑顔を取り繕って尋ねた。返ってくる答えもなんとなくわかっているはずなのに。

「パエーズ卿がね、あなたのことをぜひとも妻に迎えたいとおっしゃってくださったのよ。年は少し離れているかもしれないけれど、とてもいい話ではないかしら？」

「ええ、私にはとてももったいないお話だと思います」

「そうよねぇ、もったいないお話よね？　お引き受けしてもいいのよね？　このような素敵な話は滅多にないもの」

　ロイスは頬の隣で両手を合わせ、レーニスの返事を促すように小さく首をかしげた。

「……はい」

　恐らくここで、レーニスが『いいえ』と答えても最終的には『はい』と答えるように仕向けられるのだ。ならば、最初から反抗せずにそれに従った方が賢明であると彼女はそう判断した。

「まあ。うれしいわ。こんなすぐにあなたの縁談がまとまるなんて」

　笑顔で言うロイスは心から喜んでいるように見えた。つまり、レーニスを嫁がせることで得られる何かが大きいのだろう。

「早速、あの人にも報告してくるわね。あなたはここで、ゆっくりと休んでいてちょうだい。ほら、ここにおいしいお菓子があるのよ」

　ロイスは腰を浮かしながらレーニスに籠皿の上にあるお菓子を勧める。

「これ、最近流は行やっている焼き菓子なのよ。ここから王都まではなかなか買いに行けないから、料理人に頼んで作ってもらったの。お茶会に出してもね、とても評判がいいの」

　ロイスは先ほどからニコニコし続けている。

　レーニスは「ありがとうございます」と言いながらお菓子に手を伸ばし、一つ摘つまんでゆっくりと口に運び入れた。口に入れた瞬間、お菓子はさくっと溶けて消えていった。

　ロイスが部屋を出ていくのを確認してから、彼女はふうと息を吐いた。

（いったい、私は幾らで売れたのかしら……）

　そこが一番気になるところでもあった。聖なる力を失った自分にどれだけの価値があるのかと。

　お茶を一口飲んで喉を潤してからこっそりと部屋を出て、ロイスが向かった先であろうクエバの書斎へと足を向ける。その部屋に近づくにつれ、ぼそぼそと人の話し声が聞こえてきた。

　クエバとロイスと、そしてルーカスの三人の声だ。

『本当にあのレーニスが、そう言ったのか？』

『ええ。パエーズ卿との話を受けると。まあ、あそこがダメだったら次は、ロナンテ卿とのお話を出すつもりだったのだけれど。パエーズ卿が金貨千枚を出すと言っているのに対して、ロナンテ卿は八百枚でしょ？　やはり、話を出すなら、価値のあるところからでないと』

『まあ。金貨千枚で、あのお荷物が売れたならいいんじゃないか？　聖なる力を失ったとしても、男を楽しませることだけはできそうだからね。あの体だし』

　やはり、レーニスの売り先の話だったのかと思う。一番聞きたかった自分の価値を確認できたため、レーニスはそっとそこから離れた。

（そうか……。私には金貨千枚の価値なのね……）

　それが安いか高いかわからないが、自身に値段がついた、というのが不思議な気持ちだった。

　レーニスは誰にも気づかれないうちに談話室に戻ると、ロイスが勧めてくれたおいしいお菓子を籠皿ごと手にすると、それを持って屋根裏部屋へと向かった。

　金貨千枚の価値というのであれば、金貨千枚の価値分の働きをすればいいだけだ。それを超えてもそれ未満でもなく、きっかり金貨千枚分。

　神殿の祈りの間でのことを思い出す限り、恐らくパエーズ卿はレーニスを奴隷のように扱うことだろう。だが、感情を殺すのは得意だ。神殿にいたときのように、話に耳を傾けるだけでいいだろう。

『女は未亡人になってからの方が、価値が上がるのよ』と、ある貴婦人が口にしていたことを思い出す。しかも相手は五十を過ぎた男。人生もとっくに折り返しに入ったところ。それに引き換え、自分はまだ十九歳。これから人生花盛り。

　残りの人生を考えるとレーニスの方がそれは長い。彼が亡くなった後は、自由にできるかもしれない。

　不安と希望とが絡み合う複雑な感情にレーニスは支配されていた。

（どうなるのかしら……）

　レーニスは籠皿ごと持ってきたおいしいお菓子を一つ取り出して、口の中に放り込む。口の中で溶けて消えていくそれはとても甘ったるかった。




　レーニスが悩んでいる間にも時間は過ぎていく。与えられた部屋で寝台に潜り込んでも、パエーズ卿のことが頭に浮かんでよく眠ることができなかった。いつの間にか部屋には日が差し込んでいて、いつ眠っていつ目が覚めたのかさえもわからなかった。

　ひどい顔色をしていたのかもしれない。朝食の場に現れたレーニスの姿を見たロイスが心配しながらも『うれしくて、よく眠れなかったのね』とにこやかに笑んでいた。レーニスは少しだけはにかみ、うなずくことしかできなかった。

　食事の後、部屋に戻ってきてからも読んでいる本の内容が頭の中に入ってこない。差し込む日差しが心地よくて、つい眠りへと誘いざなわれてしまう。それでも時間は過ぎていく。

　レーニスが昼食のために食堂へ向かうと、満面の笑みを浮かべた三人の視線が一斉に突き刺さった。

「レーニス。あなた、フルヘルト卿はご存じかしら？」

　ロイスが笑顔でそう尋ねた。だが、もちろんレーニスにはその名に心当たりはない。心当たりがあるとしたら、昨日名前が出たパエーズ卿だけだ。

「いいえ」

「そう？　あの、辺境の竜騎士様よ？　秘境の竜騎士と呼ぶ人もいるみたいだけれど」

　そう言われても、レーニスにはまったく心当たりがない。

「伯母様、すみません。私、あの神殿から出ることがなかったので、そういった話には疎うといのです」

「そう」

　それでもロイスはうれしそうに笑顔を浮かべている。そのロイスの言葉の先を奪ったのはクエバだ。

「フルヘルト卿が、ぜひともレーニスを妻に迎えたいと言ってきてだな」

「え？　パエーズ卿ではなかったのですか？　私の嫁ぎ先、ですが……」

　昨日、ロイスからそう言われ、受けてもいいという意味で『はい』と返事をしたはずなのだが。

「ああ、まあ、そうだな。レーニスは人気があるからな。パエーズ卿もぜひにとはおっしゃってはいたが、フルヘルト卿の方がお前と年も近いし、何よりも竜騎士様だ。だからな、あれだ。まあ、そちらの方がいいかなと、私たちも思ったわけだ」

　クエバの歯切れが悪い。恐らく、このフルヘルト卿の方がいい金額を提示してきたのだろうとレーニスは察した。

「フルヘルト卿はどのような方なのでしょうか？　パエーズ卿の方は大丈夫なのでしょうか？」

　どちらもレーニスの率直な思い。

「ええ、パエーズ卿の方は問題ないわよ。安心してちょうだい」

　やはりロイスはうれしそうに笑っている。

「フルヘルト卿はだな」

　クエバが言葉を続ける。恐らくこのフルヘルト卿の話を持ってきたのが彼なのだろう。

「辺境の竜騎士様と呼ばれるだけあって、まあ、住んでいるところは辺境なのだが。年も三十になったところで、お前の縁談相手としては悪くはないと思う」

「むしろ、もったいないお話ですね。本当に私でよろしいのでしょうか」

　はにかんで、レーニスは小首をかしげた。

（竜騎士様って、騎士の中でも特殊な騎士とはお聞きしているけれど……。そのような方が私を？　どうしてかしら……。お会いしたこともないのに……）

「フルヘルト卿はぜひにとおっしゃっている。ただ、辺境なので、生活は不便になるかもしれないが」

「いえ。ですが、この私をぜひにとおっしゃってくださるフルヘルト卿のお気持ちには、応えたいと思っておりますので……」

　消え入るようにレーニスが言うと、クエバは満足そうにうなずいた。

「では、フルヘルト卿の話を進めていいな」

「……はい」

　そうかそうかとクエバは会心の笑みを浮かべた。もちろん、ロイスもルーカスも同様に笑顔を浮かべている。

　五十を過ぎたパエーズ卿よりは、三十くらいのフルヘルト卿の方がまだつり合いは取れるだろうと、レーニスは思った。だが、未亡人からは遠ざかってしまうなとの思いもある。とにかく、喜んでいいのか悲しんでいいのか、よくわからない心境だった。

「さあさ、レーニス。食べなさい」

　ロイスがとろけるような笑みを浮かべて、食事を勧めてきた。ルーカスも「これはおいしいよ」と言ってくる。

「ありがとうございます」

　レーニスは小さく呟つぶやくと、ふんわりとやわらかいパンをちぎって口の中に入れた。甘くておいしいはずのパンであるはずなのに、レーニスにはその味がよくわからなかった。
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　無事にフォッセ家から返事をもらうことができたデーセオ。その書簡を見つめてはニヤニヤと気味の悪い笑顔を浮かべていた。

「まったく、ひどい話ですよね」

　ティメルがお茶の準備をしながら言う。

「嫁ぎ先を探しているとなっていますが、裏を返せば人身売買ですよ」

　カチャリと音を立てて、デーセオの前にそのカップを置いた。

「お前も座れ」

　デーセオが顎でしゃくってティメルも座るようにと促した。ティメルはその言葉に従い、ローテーブルを挟んでデーセオの向かい側のソファに座る。

「そう言うな。だが、ご苦労だった。お前の迅速な動きで助かったな。もう少し遅かったら、彼女をパエーズ卿に奪われるところだった」

「ええ、そうですね。まさか、あんなに早くフォッセ家がレーニス様の嫁ぎ先を決めるとは思っておりませんでした」

　そう、彼女が神殿を去ってからまだたった十日。それにもかかわらず、あのフォッセ家は彼女の嫁ぎ先とは名ばかりの、売り先を次から次へと探して天てん秤びんにかけ、最終的にパエーズ卿と決めたようだった。そこに突如割り込んだのがデーセオ、正しくは交渉役のティメルだ。

　デーセオから頼まれてレーニスの行方を探っていたティメルは、彼女が金でパエーズ卿に売られるということを突き止めた。その金額が金貨千枚とわかったので、すぐにティメルがフォッセ家にその倍を出すと言ってかけ合い、ひとまず保留にさせた。

　結局、デーセオが『どうせなら五倍出せ』と言ったため、金貨五千枚を提示したところ、見事フォッセ家はその餌に食いついたというわけだ。

　なんとかあのパエーズ卿からレーニスを奪うことができたのだが。

「ところでティメル。聖なる力を失ったら、それを取り戻すことはできるのか？　レーニス殿にはできるだけ早く聖なる力を取り戻してほしいのだが」

　デーセオの表情が鋭くなった。

　彼女は解呪のために金で買った女性だ。それゆえ、可能な限り彼女を手元に置いておきたいと思っている。

「もし、その聖なる力が魔力と同じようなものであれば、可能かとは思いますが。私も聖なる力がどういうものなのかよくわからないので、なんとも言えませんし。そもそも、聖なる力を失った話は初めて聞きました。とにかく、一日も早くその力が戻ることを信じるしかないでしょう」

　デーセオはうなずくと、何かを考え込んでいる様子。恐らく、聖なる力が本当に戻るのかどうかを心配しているのだろう。

「ところで、デーセオ様。今回の件ですが。レーニス様を妻として迎える形で問題はありませんよね？」

　思わずデーセオは目を大きく見開いた。

「妻。妻だと？」

　デーセオはなぜティメルがそのようなことを口にしたのか、さっぱり理由がわからない。困惑の表情を浮かべることしかできない。

「ええ、妻です。それとも養子にされますか？　その場合、彼女の嫁ぎ先は別に決める必要があると思いますが」

　つま、つま……とデーセオは言葉を覚えたての鳥のように繰り返している。

「妻に迎えていいのか？　そもそもなぜ妻なのだ？　領地に連れて帰るだけではダメなのか？」

　なぜかデーセオは情けない顔をしていた。顔の半分に呪いの黒い模様があり、目つきの鋭い彼が。

「ええ、奥方にお迎えください。領民も喜びますし、レーニス様の身の振り方も定まるかと思います。そうですね、むしろレーニス様のために、彼女を奥方にお迎えください。ある程度彼女をこちら側に縛りつけておかないと、他の者に奪われる可能性がございますので。ですからレーニス様のために奥方としてお迎えください」

　彼女のために、というティメルの言葉にデーセオは機嫌をよくしたようだ。

「そうか。彼女のためにだな……」

　そう言いながらも、前髪の下に隠れた彼の鋭い目つきが緩んでいる。さらに目元だけでなく口元も。その口が緩みきった頃、デーセオは小さく呟いた。

「わかった。レーニス殿を妻として迎えることにしよう。だが、彼女は。その……。大丈夫なのだろうか」

「何が、ですか？」

「俺のような男を夫として、だな。彼女の方は……、怖くはないのだろうか」

　部下であるティメルは盛大にため息をつきたくなった。つきたくなっただけで、実際にはついていない。軽く息を吐いただけである。

「急に、何をおっしゃっているのですか？」

「いや、俺の顔にはこのような醜い呪いの模様がある」

「だから、なんだと言うのですか？　レーニス様は優しい方であるようです。ですからデーセオ様の外見ではなく、秘めたる内面をきちんと見てくださると思いますよ」

　ティメルはときどき核心を突いてくるので、デーセオとしては優秀すぎて嫌になることがある。だが、今はその言葉が彼の心をどことなく温かくさせていた。

「ですから。デーセオ様はレーニス様をお迎えするために、さっさと領地にお戻りください」

「レーニス殿を連れて帰らないのか？」

「今すぐ連れて戻ってどうするのです？　レーニス様のお部屋などの準備をされていないでしょう。フォッセ家との手続きは私の方で行いますから、どうかデーセオ様はさっさとお戻りになってくださいませ。ああ、そうそう。あなた様の執事には私の方で手紙を書きますので、そちらを持ってお帰りください。レーニス様のお部屋の用意から、お二人の結婚式、お披露目の段取りなど、準備することはたくさんありますからね」

　レーニスをデーセオの妻として迎えることを楽しみにしているのは、もしかしたらティメルの方なのかもしれない。

「デーセオ様。念のための確認ですが。もし、レーニス様に力が戻らなかったとしたら、そのときは離縁なさるのですか？」

　解呪のために彼女を捜せと言うわりには、妻として領地に迎えるということを口にするとためらっている。

　解呪のために彼女を金で買ったのか、それとも彼女を助けたいがために彼女を金で買ったのか。

「そのときは、俺が死ぬだろうな」

　デーセオの言葉を、ティメルは重々しく受け止めた。




◇◆◇◆




　レーニスがフルヘルト卿の話について「はい」と答えた次の日。彼の部下と名乗る男がフォッセ家の屋敷に現れた。

「レーニス、レーニス」

　一ひと際きわ高い声をあげて彼女を呼びに来たのは、ロイスだ。なぜかその顔は微ほほ笑えみで溢れていた。ロイスの後ろには侍女が控えている。

「オーサー様がいらしているのよ」

　また聞いたことのない名前がレーニスの耳に入ってきた。どちら様でしょうという意味を込め、眉根を寄せる。

「フルヘルト卿に仕えている魔術師の方よ。これからのことを相談されたいって。今、いらしているのよ」

　魔術師。聖女の聖なる力とは異なる魔術と呼ばれる力で、魔獣を倒し、魔獣を飼い慣らし、人を助け、人を呪う。それがレーニスの魔術師に対する印象だった。ここを訪れたオーサーという魔術師はどのタイプの魔術師だろうか。

「レーニス、着替えをしてからいらしてちょうだいね」

　ロイスは傍にいた侍女にレーニスの着替えを命じると、そそくさと部屋から出ていった。

「お嬢様」

　この屋敷のお嬢様でもなくお荷物であるレーニスのことを侍女はそう呼んだ。レーニスは侍女に従い、着替えをする。この屋敷に来てから、初めて袖を通すようなドレスだ。ラベンダー色のドレスであるが、派手な印象は受けない。細やかな刺し繍しゅうが袖やスカート部分に施されており、ドレスの繊細さを感じる。レーニスの魅力を十分に引き出してくれるような品しなである。

　どこに隠してあったのか。いや、恐らくだが、その嫁ぎ先の相手に会わせるときのために準備しておいたものだろう。

「お似合いです、お嬢様」

　手際よくドレスを整えると、侍女が淡々と言った。レーニスは彼女がお世辞で言っているのかもしれないと思ったが、「ありがとう」と小さく微笑んで答える。

　侍女は素早くレーニスの髪の毛をハーフアップに結い上げた。

　レーニスが侍女の後について部屋を出ると、応接室へと案内された。ここに、先ほどルイスがオーサーと呼んだ魔術師がいるのだろう。

「奥様、お嬢様をお連れしました」

　まあまあと手をすりすりしているロイスだが、笑っている瞳の奥にどこか卑いやしい光が灯っているようにも見える。

「オーサー様、この娘こがレーニスです」

　ロイスがティメルに向かってレーニスを紹介した。レーニスもその言葉に続く。

「お初にお目にかかります。レーニス・フォッセです」

　神殿で過ごしていた彼女は、聖女候補としての挨拶しかできない。ドレスをローブに見立て、裾を摘み上げ少し頭を下げる程度。

　ティメルもすっと立ち上がる。

「デーセオ・フルヘルトの代理でまいりました、ティメル・オーサーです」

　とても優しい笑顔で穏やかな声だった。

「さあさあ、レーニス。座ってちょうだい。オーサー様がね、これからのことをご相談なさりたいそうなのよ」

「あ、はい」

　ロイスから背中を押されるようにして椅子に座るレーニスだが、その視線はしっかりとティメルを捉えていた。魔術師と聞いていたが、それを感じさせないやわらかな物腰。つまり、魔術師らしくない。レーニスにとって、魔術師にはどこか偏屈な印象があったからだ。だが、彼が魔術師らしく見えないのは、ローブを身にまとっていないからかもしれない。

　ほう、とティメルは唸うなった。

「レーニス様は、本当にお美しいですね。そのドレスもお似合いですよ」

　こういった褒め言葉に慣れていないレーニスは、「ありがとうございます」としか言えなかった。

「本来であれば、主が挨拶に伺うべきところを、申し訳ありません」

「いえ」とレーニスは答える。彼女を買ったフルヘルト卿が気になるところだが、このティメルという男を見る限りだと、なぜかあのパエーズ卿よりは数百倍もマシだと思えた。

　それからティメルは今後の予定について簡単に説明をした。三日後に迎えに来ること、デーセオが領地でレーニスを迎え入れる準備をしていること。それから――。

「レーニス様。ここからフルヘルト領までは馬車で三日ほどかかります」

　途中、フェルゼン領、ホラント領で一泊し、三日目の昼過ぎにフルヘルト領に着くらしい。フルヘルト領に入れば、デーセオの居城まではすぐだという。

「長い旅になりますが、レーニス様のご負担にならないように配慮するつもりです。なんなりとお申しつけください」

　その日、ティメルは深々と頭を下げて帰っていった。

　それからレーニスの周囲は騒がしくなり、忙しくなった。てっきりレーニスを追い出すための準備かと思いきや、それなりに嫁入りの物を持たせてくれるようだ。だが、たかが三日しかない。準備できるものなどは限られているが、それでも上等なドレスを数枚持たせてくれた。

　いつの間に準備をしていたのだろうと思うと、レーニスは不思議で仕方なかった。

　それでも実の娘でもないにもかかわらず、このようにドレスを整えてくれていたことに感謝しかない。




　三日後。約束通りティメルが迎えに来た。見た目が豪華ではない馬車なのは、金目のものを狙った盗賊たちに狙われないようにとの配慮らしい。

「レーニス様、お迎えにあがりました」

　今日もティメルは穏やかで優しい笑顔を浮かべていた。レーニスにとって、このような自然な笑顔を向けられたのは、聖女候補の任を解かれてから初めてかもしれない。

「レーニス。寂しくなるわ」

　ロイスのその表情が少しだけわざとらしく見えたけれど、レーニスはぎゅっと伯母を抱きしめた。なんだかんだ言いながらも、身寄りを失い、聖なる力を失ったレーニスの生活を助けてくれたのは、伯父夫婦なのだ。

「伯父様、伯母様、お兄さま。聖女候補の任を解かれたにもかかわらず、このようによくしていただいたこと、感謝しております」

　うん、うんと大げさにクエバは首を縦に振っている。

「たまには遊びに来てちょうだいね」

　形式的な別れの挨拶を終えると、レーニスはティメルにエスコートされてその馬車へと乗り込んだ。本来であればフォッセ家から侍女がついてくるものなのだが、この屋敷に十数日間しかいなかった彼女についてくるような侍女はいなかった。

　レーニスの斜め向かいにティメルが座っている。もう一台の馬車には、彼女とティメルの護衛のための騎士たちが四人乗っている。

「あの。オーサー様」

　レーニスはこのなんとも言えない空気感にこらえきれず、口を開いた。するとティメルは目を見開いてレーニスを見た。

「レーニス様、私のことはどうかティメルとお呼びください」

「あの、ティメル様」

「様はいりません。あなたはデーセオ様の妻となる方なのですから」

「はい……」

　そう返事をしたものの、ティメルという男がレーニスのことを『妻』と表現したことに気がついた。

「あの、ティメル……さん」

　レーニスがもう一度声をかけると、ティメルはふわりと笑った。

「あの。私は、フルヘルト卿にお買い上げいただいたということでよろしいのでしょうか？」

　それを耳にしたティメルの目は点になった。かと思うと、目尻を下げて、大笑いし始める。たった二人きりの馬車の中には、ティメルの笑い声が響いていた。あまりにも笑いすぎて、その目尻からは涙が溢れてきたのだろう。人さし指で目元を拭っている。

「レーニス様は、ご自分の立場をよくわかっていらっしゃるのですね」

　笑いながらそれを口にしているティメルに、レーニスは冷たい視線を向けた。

「そう、睨まないでください。そのような意味ではありません。まさかあなたがそのことをご存じとは思わなかったので」

　やっと落ち着いたティメルはその目元を引き締めた。

「まったく、ひどい話ですよね。あなたが聖なる力を失った途端、下品な男に売りつけるようなことをして」

　ティメルが口にした『下品な男』とは、あの頭髪の寂しいパエーズ卿のことを指しているのだろう。

「デーセオ様は、レーニス様を助けたいと思っておられるようです」

「助ける？」

　レーニスが尋ねると、ティメルはゆっくりとうなずく。

「私たちは知っています。レーニス様が他の聖女様たちが引き受けないような祈りや解呪も、自ら進んで引き受けていたことを。お金のない民にも祈りを捧げていたことを」

　デーセオの優秀な部下であるティメルは、彼女が今まで裏でこっそりと行っていたことまでも調べ上げていた。

「レーニス様が祈りを捧げた者たちは、仕事に恵まれたり、子供に恵まれたりしているようです。今は皆、とても幸せでレーニス様に感謝しているとのことです」

　レーニスは思わずその赤い目を大きく見開いた。ティメルが言った通り、彼女は神殿に訪れた人たちに分け隔てなく祈りを捧げていた。それが聖女の修練の一つになるとも思っていたからだ。

　他の聖女や聖女候補たちが体ていのいい理由をつけて断った者たちに声をかけ、レーニスは簡単に祈りを捧げていた。多くの人の願いを引き受けるため、どうしても一人にかけられる時間は短く、簡単な祈りになってしまった。それでも民はレーニスに深く感謝をしていた。なけなしの金を渡そうとする者、食べ物を渡そうとする者、綺麗な布地を渡そうとする者。貧しい民は、そうやって何かしらを納めてレーニスに感謝を伝えようとしていた。レーニスはその半分だけ受け取って、半分は民に返した。きちんとした祈りではないからという理由で。

「あなたがお金でパエーズ卿に売られることを知って、急きゅう遽きょ、我が主が割り込ませていただきました。レーニス様を養子にされることも考えましたが、そうなると別に嫁ぎ先を決める必要がありましたので。ですから、妻にと」

「養子？　フルヘルト卿は、そこまでお年を召していらっしゃらないのでは？」

　たしかクエバが『三十になったところ』と言っていた。

「いいえ。ですが、そうですね。レーニス様よりは十以上離れております。それから、レーニス様もフルヘルト夫人となるわけですから、どうか我が主のことをお名前でお呼びください」

　どうやら、クエバが言っていたことは正しかったようだ。レーニスよりも十歳以上年上。恐らく三十になったところ。

「そうでしたか。デーセオ様には感謝申し上げます」

　レーニスは静かに呟いた。

（もしかして、お優しい方なのかしら……）










四、竜騎士の居城




　ティメルが言っていた通り、フォッセ家の屋敷からフルヘルト領までは馬車で三日かかった。途中、フェルゼン領、ホラント領にある宿で一泊した。長旅であるにもかかわらず、体力的にも精神的にも負担が少なかったのは恐らくこのティメルという男のおかげだろう。

　彼は定期的にレーニスの体調をうかがうような声をかけ、数時間毎ごとに馬車を止めてはレーニスを外の空気に触れさせ、そのたびに「この場所は――」と簡単に説明をしてくれた。聖女候補となったとき以降、神殿から出ることのない生活を送っていたレーニスにとって、ティメルの話は興味深いものだった。

「領地に入りましたよ」

　馬車の不規則な動きで、うつらうつらと夢と現実の世界を行ったり来たりしていたときに、ティメルに声をかけられたレーニスははっと顔を上げた。

「外を見てもいいですか？」

　はしゃぐ彼女に穏やかな笑みを浮かべたティメルは「どうぞ」と言う。

　レーニスがカーテンをそっと手で開け、そこから外を見渡す。

（何もない……）

　いや、広々とした土地は見える。だが、建物が見えない。

（だけど綺麗なところだわ）

　青い空がどこまでも続いているのがよく見え、太陽も高い位置で輝いていた。

「何もないでしょう？」

　レーニスの心を読んだかのように、ティメルが言った。

「城まではまだ距離がありますが、集落が見えてきたらすぐそこです」

　辺境にあるフルヘルト領は広大で、飛竜の生育にも適している場所と言われているようだ。

　デーセオの住む城はメランド城といい、メランドとは何代か前の国王の娘の名である。その名が城につけられたのは、当時の城主が王女と結婚し、彼女がこの地で飛竜の繁殖を始めたためだという。非常に古く、歴史ある城とのこと。

　馬車はメランド城の城門を抜けてしばらくすると停車した。馬車から降りたレーニスは、蔦が絡みついた白い城壁を見上げて息をのむ。

　このような青空と白い城壁のコントラストが美しい。それに古いといってもけして朽ちているわけではない。歴史の深さを感じさせるなんともいえない趣があるのだ。

　城壁に絡みついている蔦つたも、その一翼を担になっているのだろう。城の左右には塔が立っており、あそこに上がれば先ほど通り過ぎた集落を一望できそうである。

　さらにその趣深い王城の隣には小さな建物があった。

　レーニスはティメルの後に続いて城内へと足を踏み入れた。中は手入れが行き届いていて、この城で働いている者たちの仕事ぶりがよくわかる。

「お待ちしておりました、レーニス様。旦那様がお待ちです」

　侍女に案内され、レーニスはデーセオが待っているという彼の執務室へと案内された。

　途中、広い廊下には肖像画が飾られていた。どうやら歴代の城主とその妃の肖像画のようだ。それらに視線を配りながら、レーニスは緊張した面持ちで歩く。

「旦那様、レーニス様をお連れしました」

「入れ」

　その言葉に従いレーニスは部屋へと入る。

　ティメルに案内されながら歩いていたレーニスだが、この部屋は王城の隣にあった小さな建物の方にある。王城と小さな建物は外から見たときには気づかなかったが、二つは中で繋つながっていた。ここは住居のための建物で、後から建て増ししたものだとティメルは言った。そのため、この建物のことは皆『屋敷』と呼んでいるらしい。

　レーニスがデーセオに会うのは恐らく初めてだ。買ってくれたのか助けてくれたのかよくわからない夫となる男。

　その彼は室内であるにもかかわらずフードをかぶっていて、レーニスが立っている入り口の扉の前からは彼の表情がよく読み取れない。それに少し長ったらしい前髪もその表情を隠している。つまり、意図的に顔を隠そうとしていることがなんとなく感じられた。

「お初にお目にかかります。レーニス・フォッセです」

　レーニスは頭を下げた。社交界デビューもしていないため、もしかしてこの挨拶は非常識だったかもしれない。だが、顔を隠しているその男は何も言わないし、彼の表情を読み取ることもできない。

　レーニスには一筋の変な汗が背中を伝うような感覚があった。

「遠いところ、よく来てくれた。急がせて悪いが、挙式は三日後だ」

　低く落ち着いた声だった。

「はい」

「詳しい話はそこのサンドラから聞いてくれ」

　サンドラというのは、恐らくレーニスをここまで案内してくれた先ほどの侍女だろう。優しく微笑んでおり、年は伯母のロイスと同じくらいに見える。茶色の髪を一つにまとめ、黒いお仕着せを着ていた。

　レーニスがサンドラに視線を向けると、彼女も頭を下げる。

「俺はもう用はない。戻っていいぞ」

「はい、失礼します」

　レーニスは事務的に挨拶をしたが、フードの下に隠されている彼の顔が気になって仕方なかった。

（私、この方と結婚をするのよね？）

　だが、用はないと言われてしまった以上、ここに長居することもできない。レーニスはサンドラと共に執務室を後にした。

「お疲れのところ申し訳ありませんが、すぐにドレスを合わせたいのです。よろしいでしょうか」

「あ、はい。え、と、サンドラさん」

「サンドラとお呼びください。レーニス様。今はご結婚の前ですので、お名前でお呼びいたしますが、ご結婚後は奥様と呼ばせていただきます」

「はい」

　サンドラのその宣言は、ここの奥様としての自覚を持ちなさいと言っているようにも聞こえた。

「レーニス様。こちらに」

　サンドラに連れていかれた場所は、衣装部屋と呼ばれる部屋のようだ。ずらりとドレスが並んでいるが、これだけの種類と数のドレスをレーニスは今まで見たことがなかった。

「こちらのドレスは、レーニス様とご結婚が決まった後、すぐに旦那様が手配されたものになります。レーニス様がどのようなものがお好みなのかわからなかったので、とりあえず流行りの物を取り揃そろえました。こちらのドレスもレーニス様の体型に合わせて、お直しさせていただきます」

「はい」

　これだけのドレスにすべて袖を通すためには優に一か月以上はかかるだろう。しかもこのドレスはレーニスがこちらに来るということを知ってから手配したとのこと。

「結婚式のドレスはこちらになります」

　たくさんのドレスが並んでいる中、サンドラは一番奥に丁寧にかけてあった純白のドレスを手に取った。

「では、失礼します」

　いつの間にか控えていたたくさんの侍女によって、レーニスは着ているものを剥はがされ、その純白のドレスを身につけていた。

「少し、緩いようですね」

　サンドラの視線がレーニスの胸元を捉えているようにも見えてしまったため、レーニスは小さな声で「すみません」とつい、謝ってしまった。するとそれには思わずサンドラも「ぷ」と噴き出したようだ。

「申し訳ございません、レーニス様。そのような意味で口にしたわけではございません」

　さらにそうやって謝る始末。

「レーニス様は、全体的に小柄でいらっしゃいますから」

　手際よくサイズを合わせ、必要な個か所しょに針を刺していく。今の会話で、このサンドラとレーニスの心の距離は近づいたように見える。

「あの。旦那様はどのような方ですか？」

　レーニスが尋ねると、サンドラの手が少し止まる。それから何事もなかったかのように再び忙しそうに手を動かし始めた。

「とてもお優しい方ですよ」

　まるで決まり文句のようにサンドラが答えた。

　お優しい方、それはレーニスもそう思っている。なにしろ、頭髪の薄い下品なパエーズ卿に売り飛ばされようとしていた彼女を、お金を払って救い出してくれたのだから。少なくとも、あのデーセオは頭髪が豊富であることだけは確かだった。何よりもうっとうしく思うくらいの髪の毛でその顔を隠していたのだから。

「私もそう思います。ですが、お顔を拝見できていなくて」

　するとまたサンドラの手元が止まった。

「旦那様は、顔にお怪我を負ってしまい、それ以降、あまり人前では素顔をお見せにならないのですよ」

「そうなのですね。失礼なことをお聞きしました」

「いいえ。旦那様に興味を持っていただけて、大変うれしいです」

　サンドラは再び手を動かし始めた。一針一針、丁寧に縫いつけていく。その彼女の手を見つめながら、レーニスは言葉を続ける。

「旦那様がどうして私をお選びになったかはご存じですか？」

　サンドラの手元が止まるが、すぐに動きだす。

「いいえ。詳しくは存じ上げないのですが。こちらに戻ってきたと思ったら、急に結婚の話を口にされまして。今まで周囲が口を酸すっぱくしながら言い続けても、結婚のけの字にも興味を持たなかった旦那様が、自ら結婚したい女性を見つけてこられたのかと思いましてね。ここの使用人をはじめ、民も楽しみにしております」

　今の話を聞く限り、デーセオという男は使用人や領民からも好かれているようだ。サンドラの話を聞くだけで、自然とレーニスの口元も緩んだのだが、彼女自身はそれにすら気づいていない。

「レーニス様。終わりました」

「はい」

「ですが、レーニス様は痩せすぎです。もう少し、しっかりお食事を取られた方がよろしいですね」

　指摘され、レーニスは神殿での生活を思い出していた。食事はきちんと食べていたつもりだ。それにフォッセ家に引き取られてからも、食事を抜かれるようなことはしなかったし、この縁談がまとまってからは食べきれないほどの料理をロイスがレーニスの皿に盛っていた。

「レーニス様。挙式まで時間がありませんので、のんびりしていられません。まったく、旦那様ももう少しゆとりを持って予定を立ててくださればいいものを。女性には準備が必要であることを知らないのではないのですかね」

　そんなサンドラの愚痴を聞くのも悪くはないと、レーニスは微かに幸せを感じていた。




◇◆◇◆




「彼女の様子はどうだ？」

　執務室で書類に視線を落としながら、デーセオはティメルに尋ねていた。

「そんなに気になるのであれば、ご自分で会いに行かれればよろしいのでは？　同じ屋根の下におられますので」

　ティメルが答えると、その書類から視線を上げたデーセオは、彼をじろりと睨んだ。

「俺が聞きたいのはそういうことではない。彼女の力の方だ」

「ああ、その件でしたか。どうやら彼女が聖なる力を失ったというのは、本当のようですね。まったく力を感じることができません」

「そうか」

　そこでまたデーセオは書類に視線を戻した。

「式は、三日後ですが？」

　ティメルが尋ねる。

「それがどうした？　俺は忙しい。少しここを離れていたからな。仕事がたまっている。式の準備はサンドラに任せているし、俺の方は衣装合わせも終わっている。何も問題はないだろう？」

「そういうことではないのですが」

　ティメルは肩をすくめる。

「お夕食はどうなさいますか？　レーニス様とご一緒に？」

　ティメルが尋ねると、デーセオは手を動かすのを止めてから答える。

「いや、ここに運んでくれ。今日中に目を通さねばならない資料があるからな」

　ティメルは形式的に「承知しました」とだけ答えた。




　広い食堂の大きなテーブルでレーニスは一人夕食を取っていた。

「旦那様はお忙しいとのことで、執務室で食事を取られるそうです」

　サンドラの言葉を聞いたレーニスは、「そうですか」と物わかりのいい子供のように呟いたものの、食事の時間くらいはデーセオと会えるだろうと思っていたし、彼の顔を見ることもできるだろうと心のどこかで期待をしていた。

　だが今、残念ながら彼はここにいない。

　レーニスは黙々と手を動かし、義務であるかのように食事を口に運び入れる。

　その様子をサンドラがチラリと横目で見つめていた。

　神殿暮らしのレーニスは食事のマナーにも自信がなかった。後方に張りついていたサンドラから何も注意されなかったが、緊張して味がよくわからなかった。

　食事を終え、ナイフとフォークを置こうとしたとき。

「レーニス様」

　サンドラから厳しく声をかけられた。

（何か、間違ったのかしら……）

　レーニスは肩をびくりと震わせる。

「もう少し、お食べになってください」

　その言葉に、レーニスは思わずサンドラの顔を見上げてしまった。

「やはり、レーニス様は食事の量が少なすぎるのです。いいですか？　一般的な成人女性であれば、今レーニス様がお食べになった量の他にこれだけは食べます。少しずつでいいので、食事の量を増やしてください。そうでなければ、元気なお子を産むこともできませんよ」

　サンドラが料理をのせたワゴンを引き寄せ、レーニスのお皿にパンを一つのせ、さらにお代わりのスープを少しだけすくった。

　サンドラの言葉に、レーニスの頬はかっと赤く染まる。レーニス自身も、頬が熱を帯びたことに気づいた。

「あらあら、レーニス様は本当にかわいらしい方でいらっしゃいますね。こんなかわいらしい方に、お一人で食事をさせるなんて、我が主はどうなっているのでしょうね」

　デーセオは忙しいらしい。だが、食堂で食事をする時間も取れないほど、忙しいのだろうか。

「あの、サンドラ。旦那様は、やはりお仕事がお忙しいのでしょうか？」

　最初にサンドラからそのように説明を受けたにもかかわらずレーニスが尋ねてしまったのは、どこかデーセオに会いたいという思いがあったからなのだろう。

「そのように伺っております。ですが、奥様となられるような方と一緒に食事ができないような状況になるほど仕事をため込んでいるというのは、自身の管理能力の低さを露呈しているとしか思えません」

　このサンドラという侍女はなかなか辛口なようだ。だが、そんな彼女の言葉にはどこか温かさがにじみ出ている。

　だから、レーニスは追加で手渡されたパンを小さくちぎりながら、ゆっくりと口を開く。

「あの……。後で旦那様にお茶を淹いれに伺ったらご迷惑でしょうか」
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「私としては非常にうれしいところではございますが、あのひねくれ者の旦那様ですので、確認してまいります」

　サンドラは大げさに喜んでそう言った。

「あ、はい。ありがとうございます」

　とにかくレーニスは、もう少しデーセオという男と話をしてみたいと思っていた。追加で出された夕食をゆっくりと噛みしめながら――。




◇◆◇◆




「何、レーニスが、俺にお茶をだと？」

「ええ。レーニス様はデーセオ様とお話をされたいそうなのですが、いかがいたしましょう？」

　ティメルが満面の笑みを浮かべているが、逆にその笑顔が恐ろしい。ここでデーセオが断ったら、呪いの術をかけてきそうな勢いである。

「見ての通り、俺は忙しい。少しの時間ならかまわないと伝えてくれ」

「はいはい」とあきれたような返事をするティメルに鋭い視線を向けたデーセオは、書類に視線を落とした。このように書類をため込んだのは、デーセオも自分が悪いという自覚はある。

　それでも彼は、今このような状態でよかったと思っていた。レーニスと会わない口実になるからだ。

　デーセオはレーニスを近くに置いてみたものの、どうしたらいいかわからないというのが正直な気持ちだった。ティメルに言われたまま、妻としてこの辺境に迎えようとしているが、彼女のような若い女性にこの呪われた醜い姿を晒さらすことにかなりの抵抗があった。

　先ほど、ほんの数分彼女と言葉を交わしただけだが、その顔を晒さないようにフードを深くかぶって、それで目の下まで覆い、さらにうっとうしい髪の毛でその顔を隠した。というのも、前髪越しに一目彼女を見たとき、思わず心を奪われたからだ。

　彼女はデーセオが思っていたよりも愛らしかった。元聖女候補ということから、気高い女性を想像していた。だが、実際に会った彼女はどこか儚はかなげで守ってあげたいと思うと同時に、なぜか彼女に嫌われたくないという気持ちも芽生えていた。

　これからその彼女がこの部屋にやって来るという。気持ちだけは昂たかぶるものの、それでもまだこの顔を晒す覚悟はできていない。彼女に呪いを解いてほしいと思っているのに、呪われた顔を晒すことができないという矛盾を感じる。デーセオにはその気持ちがわからなかった。それでも彼は再びフードを深くかぶって、目の下まで覆った。呪われた模様を隠すかのように前髪も顔の前に下ろす。

　コンコンコンとやわらかいノック音が聞こえた。デーセオが返事をすると、お茶をのせたワゴンと共にレーニスが入ってきた。

「旦那様、お茶をお持ちしました」

　先ほども耳にしたが、彼女の声は心地よい。

「ああ、そこに置いてくれ」

　右手を伸ばし、場所を指示する。「はい」と返事をしたレーニスはデーセオが指示した机の上に手際よくお茶を置いた。

「旦那様。少しお話をしたいのですが。お時間はよろしいでしょうか？」

　ティメルから聞いていた通りのようだ。彼女がデーセオと話をしたいと思っているというのは本当なのだろう。

「見ての通り、俺は忙しい。手短に」

　そう答えるデーセオは、我ながら逃げているなとも思った。

「あの。旦那様は、どうして私をお選びになったのでしょうか。聖なる力を失った私を」

　やはりその件かと思ったデーセオは少し間を置いた。小さく息を吐く。

「お前が元聖女候補だからだ」

　抑揚のない声で答えた。

「ですが、もう聖なる力はありません。聖女になれないどころか、聖女候補の任を解かれた元聖女候補なのです。前代未聞とまで言われています。聖なる力を失うだなんて、あってはならないこと。恥ずべきことなのです」

「それもわかっている。だが、俺が君を欲しいと思った。それではダメか」

　デーセオは、自分にかけられた呪いのことも、彼女の力を取り戻そうとしていることも、明かすつもりはなかった。だが、彼女を手元に置いておきたいというその気持ちに偽りはない。

　戻るか戻らないかわからない彼女の力だが、戻る可能性が少しでもあるのであれば手放したくないのだ。

「いえ」

　レーニスはどこか頬を赤く染めて、うつむき加減に返事をした。そういった恥じる姿さえ、彼の心を虜とりこにしてしまっていることに、彼女自身は気づいていないのだろう。

「何か不便なことはないか？」

　一呼吸おいてから、デーセオが声をかけた。

「え？」

「まだ慣れないとは思うが、不便なことがあればサンドラやティメルに遠慮なく伝えてくれ」

「あ、はい」

　レーニスが戸惑っているのはデーセオが声をかけたからだろうか。

「あの、旦那様」

　うっとうしい前髪の下で焦あせり始めた彼だが、レーニスの言葉で我に返る。

「なんだ」

「ありがとうございます。私をお買い上げいただきまして」

　デーセオは思わず噴き出しそうになってしまった。

　お買い上げ――そう表現されるとは思っていなかったからだ。金貨五千枚をあのフォッセ家に払ったのは事実であるが。

「旦那様にお買い上げいただかなければ、私はあの下品なお方に売り飛ばされるところでした」

　彼女の言う『下品なお方』がパエーズ卿であることは、デーセオにも容易に想像がついた。あの男を『下品なお方』と表現するあたりが、彼女の人柄を表しているのかもしれない。

「まだ、俺に礼を言うのは早いのではないか？　もしかしたら俺もその男と同じかもしれないぞ？」

　このレーニスという娘が面白くて、デーセオもついそんなことを口にしてしまった。

「ですが、少なくとも御お髪ぐしは豊富なようでいらっしゃいますので」

　パエーズ卿の頭髪が薄いことは、デーセオだって知っている。恐らく彼女はそのことを口にしているのだ。

「髪か……。だが俺だってかぶり物かもしれないぞ？」

「そうだとしたら、外されたときには旦那様のお顔が拝見できると思って、楽しみにしております」

　やられたなとデーセオは心の中で呟いた。失われた聖なる力が目当てであのパエーズ卿から横取りしたはずなのに、彼女にさらに興味が湧いてきた。だからこそ、この顔を彼女には晒したくない。

「話はそれだけか？」

「あ、はい。旦那様が私を選んでくださった理由をお聞きしたかったのと。それに、お礼もお伝えしたかったのです」

「お礼、そうか」

　何も礼を言われるようなことはしていない。彼女を手に入れたのは自分自身のため。

「悪いが、このように私にはまだ仕事が残っている」

　デーセオは執務用の机の上の両脇に束になって積まれている書類に視線を向けた。

「気づかず申し訳ありません」

「いや」

　デーセオだって謝ってもらいたいわけではない。できることなら、彼女とこうやって言葉の駆け引きを楽しみたい。だからこそ、危険なのだ。彼女と共にいることが。

「では、失礼いたします」

　事務的に頭を下げたレーニスが部屋を出ていった。それを見送ると、デーセオは彼女が準備したお茶に手をつけた。

　少し冷めてしまったお茶ではあるが、心温まる味がした。










五、竜騎士との結婚




「私、デーセオ・フルヘルトは、レーニス・フォッセを一生の妻とし、この命ある限り愛し続けることを誓います」

「私、レーニス・フォッセは、デーセオ・フルヘルトを一生の夫とし、この命ある限り愛し続けることを誓います」

　夫婦の誓いの言葉が、しんと静まり返った大聖堂に響いていた。

　続いて、デーセオはレーニスのヴェールをそっと持ち上げるのだが、その持ち上げたデーセオ本人の顔は、結婚式であることもおかまいなしに顔の上半分が隠されている。デーセオは、いつもと同じようなフードを深くかぶっているのだ。

　レーニスはデーセオと向かい合って顔を近づけているにもかかわらず、彼の顔を見ることはできない。それだけしっかりとフードをかぶり、彼は顔を隠していた。

　だが、誓いの口づけだ。デーセオがフードをかぶっているため口づけをしないのかと思いきや、デーセオはヴェールを上げたレーニスの頬に触れるだけのやわらかい口づけをした。それが終わるや否や、大聖堂にはうわーっと大歓声が響き渡る。

　これでレーニスはデーセオの正式な妻となった。

　レーニスがここへ来た初日にデーセオと顔を合わせてから、今日のこの日まで、レーニスは彼の姿を見ることができなかった。仕事が忙しいというのがその理由だが、食事の時間すら合わない。だから会えない。今、この式場でやっと三日ぶりに彼の姿を見たのだ。

　顔の上半分を隠した体の大きな男と、聖なる力を失った元聖女候補の変な結婚式。それでも祝ってくれる人たちがいることは素直にうれしいと感じているレーニスだが、隣にいる人物は夫となってもなお顔を見せてはくれない。

　逆に、ここまで頑かたくなに隠されてしまうと、どうしても見たくなるのはなぜなのだろう。

　領主の結婚とあり、この領すべてがお祝いの雰囲気に包まれていた。城内ではたくさんのご馳ち走そうが振る舞われ、恐らくデーセオの関係者と思われる者たちが、次々とやって来ては挨拶をしていく。

　普段は城を訪れることのできない領民も、城内の大広間に招き入れられて、浮かれて飲み食いをしている。




　結婚式の夜といえば初夜。少し無知なところがあるレーニスだって、それくらいのことは知っている。だが、閨ねや事ごとの知識はと問われると、よくわからない。

　だが、彼は寝室には来ないだろうと勝手にそう思い込んでいた。

　レーニスは今夜、夫婦の寝室となるこの部屋に案内されたのだが、広い寝台の上で一人寂しく眠りにつくのだろうと思っていた。

　レーニスが寝台に横になってうつらうつらと眠りの世界へと誘われていたときに、部屋に誰か入ってくる気配がした。

「レーニス、眠っているのか？」

「あ、旦那様」

　ごそごそとレーニスは体を起こす。だが、部屋は真っ暗で、なんとなく彼はそこにいるのだろう、としか判断ができない。

「今日は疲れただろう」

　ぎしりと寝台が沈んだ。

「あ、はい。あのようにたくさんの方に祝っていただいたことはありませんでしたので」

　レーニスの近くにデーセオの顔があるようなのに、その顔をはっきりと見ることはできない。

「俺が、怖いか？」

　デーセオはそう尋ねていた。

　彼の顔は見えないけれど、レーニスは彼の体格を知っている。だけど、そこに恐怖などはなかった。だからレーニスは「いいえ」と答える。

　レーニスはすっと手を伸ばし、デーセオの頬に触れた。

「旦那様はなぜ、そのお顔を私にお見せくださらないのですか？」

　レーニスの手にデーセオの手が重ねられた。

「醜いからだ。お前に見せられるような顔をしていない」

　レーニスがふっと笑うと、その息がデーセオに触れる。それだけ近くに彼の顔があるのに、やはり暗くてよく見えない。

「ですが、旦那様はお優しい方です。あのパエーズ卿に売られようとしていた私を助けてくださった。それぐらい、私だってわかります」

「どうだろうな……」

　デーセオの頬に触れていたレーニスの手は彼の手にとらえられ、そのまま手の甲に口づけを落とされた。

「お前を妻に娶った以上、白い結婚は望まない。お前を本当の妻としたい。生涯をかけてお前だけを愛することを約束する」

　そしてその夜、レーニスは名実共に彼の妻となった――。




　レーニスが目を覚ますと、すでに彼の姿はなかった。彼の抜け殻に触れると、まだ少し温かかった。

（もう少し早く起きればよかった……。お顔を拝見することもできなかった……）

　デーセオは今日から、この領地の北側にある砦へ見張りに行くと言っていた。隣国サライト王国とのいざこざもあり、そちらを警戒する必要があるとのことだった。

　少し重く感じる体ではあるが、レーニスはゆっくりと寝台から下りるとサンドラを呼んだ。領主の妻となった以上、みすぼらしい格好はできない。

「おはようございます、奥様」

　サンドラが数人の侍女を従えてやって来た。

「おはよう。着替えを頼めるかしら。できれば動きやすいものを」

　デーセオが急いで準備してくれたという数あるドレスの中から、直しが終わってレーニスに似合いそうなそれをサンドラは選んでくれた。

「サンドラ。旦那様はもう、出発されたのかしら」

　レーニスの言葉を耳にしたサンドラの手が止まる。

「ええ。朝食を終えましたらすぐに」

「お見送りもできずに、申し訳ないことをしました」

「いいえ。そのようなことはありません」

　サンドラが口にすると、なぜか他の侍女たちも一斉にうなずいた。

　そう言ってもらえるだけでもレーニスの心は救われた。だが、デーセオに会えないという事実が心のどこかに引っかかっている。

「今日の予定は？」

　レーニスはサンドラに確認した。領主の妻となってしまった以上、やるべきこと、学ぶべきことはたくさんある。

「はい」

　サンドラの言葉に耳を傾けながら、なぜかレーニスはデーセオのことを考えていた。

　この国では十六歳で成人を迎える。そして、レーニスは十五歳のときに聖女候補となった。

　レーニスの両親は、レーニスが聖女候補となることをあまり喜びはしなかった。名誉あることであるにもかかわらず、家族は一緒に暮らした方がいいと思っていた両親は、レーニスと離れて暮らすことを心から寂しがっていたからだ。

　それでも民のためになるのであれば、とレーニスは聖女候補として神殿で生活することに抵抗はなかった。だが、そこでの生活は民のためにというよりは金のためにというもので、レーニスが思っていたそれとは少し異なる部分があった。それでもレーニスは、民のためにと貧しい者たちにも平等に祈りを捧げていた。自分が聖女になったら、すべての民に平等に祈りを捧げられるようにしたい、そう思っていたからだ。

　だが、突然、聖女から突きつけられた一言。

　聖女候補として不適格――。

　勝手に聖女候補にされ、勝手に不適格の烙印を押され。それでもレーニスが気にかかっていたのは、彼女が祈りを捧げていた貧しい者たちのこと。力を失ってしまったレーニスは、もう彼らに祈りを捧げ、その生活を豊かにする手伝いができない。

　だけどレーニスは自分にできることを見つけ、何かデーセオの手伝いができないかと思っていた。

　自称パエーズ卿と同じような下品な男のデーセオであるが、自分の顔が醜いと言ってその顔を晒すようなことをしない。それでも、彼の優しさと温もりが伝わってきた。少しでもデーセオの役に立ちたいとレーニスは思っていたし、彼の素顔を目にする日がくることを望んでいた。




◇◆◇◆




「それで、新妻から逃げ出してきたということですか？」

　飛竜舎の前でデーセオから話を聞いたティメルは、盛大にため息をついた。

　呪いを解くためにという下心満載で元聖女候補であるレーニスを妻としたのに、その妻と一夜を共にしたことがきっかけで、余計に彼女と一緒にいることができなくなってしまったと、優秀な魔術師に打ち明けてしまったデーセオである。

「しかも、その言い訳が北側の砦の見張りがあるから、ですか。あんな場所、飛竜で行けばすぐそこじゃないですか」

　デーセオが逃げてきた場所は飛竜舎だ。ここは彼の部下である竜騎士たちが騎乗する飛竜が住まう場所。そしてこの飛竜舎の隣に、竜騎士たちの宿舎もあるのだが、領主であり城主であるデーセオが寝泊まりするような場所ではない。

　しかし、デーセオは当分この宿舎で暮らすと言いだした。

　ティメルが理由を尋ねてきたから、昨日の式の後のことと、デーセオ自身の本心をぽつぽつと言葉にし始めたというわけだ。

「こじらせている片思いではないのに、何をやっているんですか」

「何って。やることをやっただけだ」

「やることをやって、そして新妻から逃げてきた、と。情けない。これならレーニス様を養子にされた方がまだマシだったのでは？」

「いや、養子ならば。彼女の嫁ぎ先を決める必要があると言ったのはお前だろう。下品な下心満載のクズのような男のところに嫁ぐことになったらどうするんだ」

「その結果、エロ親父に嫁いだというわけですよ」

　ティメルの言っている『エロ親父』がデーセオであることを自覚していないわけではないが。

「デーセオ様。若くてかわいらしい奥様を手に入れて浮かれているのはわかりますが。なんのためにレーニス様と結婚したのか、もう一度お考えください」

「それは、俺の呪いを解いてもらうため、だな」

「それで。その呪いが解けなかったら？」

「俺は死ぬな」

「そうなったら、レーニス様はどうなりますか？」

「若くして未亡人……」

「そこまでは理解していらっしゃるのですね。まあ、デーセオ様がお亡くなりになられた後は、我々で奥様の面倒を見ますから、安心してあの世に逝いってください」

「冷たいな、お前……」

「でしたら。その呪いを解いて、長生きしようとしてください」

「それには、彼女に力を取り戻してもらう必要があるだろう。お前はその方法がわかるのか？」

　その問いに、ティメルは「残念ながら今は」と首を横に振る。だが何かを思い出したように目を細めた。

「デーセオ様。お忘れになったのですか。もう一つ、解呪の方法があることを」

　ティメルに指摘され、デーセオも考える。

　解呪の方法、それは聖女による聖なる力による解呪か、呪いをかけた魔術師を殺すか。方法は二つあったはず。

「あっちの魔術師を殺す、か」

「デーセオ様にはそのくらいの勢いがあった方がいいのかもしれませんね。今頃、あなた様に呪いをかけた魔術師も、いつ殺しにくるのかと、ガタガタと震え上がっているかもしれませんよ」

　ティメルはふふっと笑った。

「ただ。レーニス様を、あのようなクズの屋敷からこちらに連れ出すことをご決断なされたことだけは褒めてさしあげます。今頃、レーニス様もあなた様の奥方としての教育を熱心に受けられていることでしょうね。サンドラが鍛えがいがあると喜んでいましたから。それに、あなた様がレーニス様を奥様として迎えられたことを喜んでいるのは、我々だけではありませんよ。領民だって、やっと旦那様がご結婚なされたと、今朝方まで騒いでいたのですから」

　どうやら外堀はすっかり固められてしまったようだ。そうなると、この呪いを解いて彼女と共につくる家庭というものに思いを馳はせてしまう。

「部隊長。飛竜の準備が整いました」

　飛竜舎の中から飛び出してきた部下がデーセオを呼んだ。

「そういうことだ、ティメル。俺は北の砦に行ってくる。お前は、彼女の力を取り戻す方法でも探っていろ」

　まるでティメルからも逃げるかのようにデーセオはそう言葉を残すと、部下と共に愛馬ではなく愛飛竜の元へと向かった。




　ティメルが飛竜舎の前から立ち去ろうとしたとき、中から慌てた様子で出てきた一人の竜騎士が彼を呼んだ。

「ティメル殿」

　ティメルは竜騎士たちにも信頼されている。しかしあのデーセオの部下としてとどまっていることを、竜騎士たちから不思議に思われていた。なぜなら、魔術師としての腕はもちろんのこと、彼は人の能力を見極めることに長たけ、調査能力もあり優れているからだ。

　だが、どうやらティメル本人は人の上に立つのは好きではないらしい。デーセオの部下として彼のサポートをしながら、彼をからかうこの立場がちょうどいいと、たまに竜騎士たちに漏らしている。

　つまり、このおいしい立場を維持するためにも、ティメルとしてはデーセオに死なれては困るのだ。そのために連れてきた元聖女候補レーニスには、もう少しがんばってもらう必要がありそうだ。

「飛竜の様子がおかしいので、診てもらえないでしょうか」

　竜騎士部隊には魔術師小隊が存在する。その小隊長を務めているのがティメル。隊に属する他の魔術師たちはというと、ティメルからの命令を受け国内や国外に散っている。だから今、このフルヘルト領にいる魔術師は彼のみである。少数精鋭であるため仕方ない。

　そのため、ティメルの仕事は多岐にわたる。具合のよくない飛竜を診ては、それの原因を探り、必要な薬を与え治癒魔術を施す。

　他に、魔術で火を操ったり水を操ったりすることもできるのだが、それは主に魔獣討伐時に使用する。それに、飛竜の繁殖にも魔力が必要とされる。飛竜が産み落とした卵がかえるまで、定期的に魔力を注ぐ必要があるためだ。

「どの飛竜だ？」

「この子です」

　飛竜舎に入ると、奥でぐったりとしている飛竜がいた。怠だるそうに寝そべっている飛竜。ただ休んでいるという状態とはほど遠い。

「鱗うろこの色が変わっていないか？」

　ティメルの指摘に竜騎士も目を凝らす。この飛竜はもともと青い鱗であるはずなのに、その色が少し薄くなっているようにも見えた。

「いつからこのような調子なのか、わかるか？」

　昨日はデーセオの結婚式で、この領地のすべてが浮かれていた。もちろん、ティメルも浮かれていた人間の一人だ。だが、飛竜たちは普段と変わらずここにいたはず。飛竜舎の番をしていた竜騎士たちも、昨日の祝いムードの中、交代でその任務についていた。

　浮かれた隙をついて、隣国サライト王国の者がこの飛竜舎に忍び込んだのだろうか。いや、それはないだろう。サライト王国が攻め入ってくるのであれば、あの北の砦を突破してくる必要がある。集団でなく暗殺者のような個人であったとしても、あの砦を越えずに来ることは不可能だ。北の砦から不審者の情報は上がってきていない。

　となると――。

　病気だろうか。

　だが、優秀な魔術師であるティメルでさえその原因に心当たりはなかった。

　腕を組みティメルは目を細め考える。こういった病に詳しい人間がいただろうか。

「悪いが、一度屋敷に戻らせてもらう」

「ティメル殿？」

　竜騎士は不思議そうにティメルを見る。

「ああ、すまない。この症状は私も初めて目にした。だから、よくわからないというのが正直な意見だ。有識者に相談したいので、一度戻る」

「有識者、とは？」

　竜騎士にとって、この魔術師ティメルよりも知識に長けているような人物に心当たりはない。

「部隊長の奥様、だ」

　聖なる力を失ったとしても、レーニスは元聖女候補だ。神殿にいる間、たくさんの民と触れ合い、さまざまな悩みを聞き、さまざまな病を目にしてきただろう。それに教育だって受けてきたはずだ。知識は豊富に備えているに違いない。

「あ。そういえば、部隊長。昨日、結婚されたばかりじゃないですか。なぜ、ここにいらっしゃったんですかね。それに、飛竜に乗って、あっちの方に飛んでいっちゃいましたよ。新婚なのに？　何やってるんですかね。しかも奥様、かわいらしい方でしたよね。本当に相手があの部隊長でいいのか、っていうくらい」

　恐らく、この竜騎士も我慢していたのだろう。ティメルの言葉によって箍が外れたかのように次から次へと言葉が出てきた。

「まあ、そう言うな。あの年まで浮いた噂一つなくやってきた部隊長だ。あのような若くてかわいらしい奥方をもらって、どうしたらいいかわからないんだろう」

　もらったというよりは金で買ったというのが正解だが、それはデーセオとティメルのみが知る真実。




◇◆◇◆




　レーニスは朝から忙せわしなく動いていた。デーセオが不在であるにもかかわらず、いや、彼が不在だからなのか。

　食事を終えると、この領地について知ってほしいということで、執事のジョナサンが講師として、いろいろとレーニスに教えていた。昔から彼を知っている人たちは、彼の教えを薀うん蓄ちくと言っていたが、当のレーニスは面白そうに彼の話を聞いていた。だからジョナサンが余計に調子づく。それが終わると、ダンスやらマナーやらの予定が詰まっていた。

　そうこうするうちに両親の元で暮らしていた十五歳までの自分をなんとか思い出せるようになっていた。そもそもレーニスは十五歳までは両親の元で暮らしていたのだ。

　すっかり聖女候補としての生活が板についてしまっていたけれど、記憶を掘り起こせばなんとかできるものらしい。

　ダンスの先生も「初めてのわりにはお上手ですわね」と口にしていたが、ダンスのレッスンも社交界デビューに向けて受けていたことを思い出した。

　だが、数年ぶりにそういった本格的なレッスンを受けたレーニスは、すべての予定を終えた頃にはぐったりとしてしまう。サロンで一人、足を投げ出すようにしてソファでくつろぎながら、ゆったりとお茶を飲んでいた。

　サンドラが出してくれた焼き菓子に手を伸ばそうとしたとき、突然ティメルが現れた。無防備な姿を見られ、思わず驚いてしまう。

「レーニス様。こちらにいらっしゃると伺いましたので」

「どうかしましたか？」

「レーニス様のお知恵をお借りしたいのですが」

「私でお役に立てるのであれば」

　レーニスは「どうぞ」とティメルにソファに座るよう勧めた。それと同時に、お茶の準備を始める。サンドラあたりを呼んで淹れてもらう方がいいのかもしれないが、レーニスはまだこういったことに遠慮するところがあるのか、自分でお茶を淹れ始めた。

「このフルヘルト領には飛竜が生息しています。落ち着いてからご案内しようと思っていたのですが……。飛竜のための飛竜舎と竜騎士たちの宿舎が、この城から少し離れた場所にあります」

「ええ。その話は伺っております」

「その飛竜ですが。実は一頭、具合の悪い飛竜がおりまして」

　ティメルの言葉を耳にしたレーニスは眉の間に皺を寄せた。

「飛竜の鱗の色が、薄くなっているのです。レーニス様は聖女候補でいらしたので、何か、そういった症状に心当たりなどありますか？」

　まさかここでティメルから元聖女候補としての意見を聞かれるとは思っていなかった。

　しかしながら、レーニスは飛竜にはお目にかかったことがない。そのため、鱗の色が変わる病気など、まったく訳がわからない。

「ティメル。残念ながら私は、飛竜を見たことがありません」

「承知しております。ですが、飛竜に限らず、肌の色が変わってしまうような病を見たことがありませんか？　そのような方に祈りを捧げたことはありませんか？」

　ティメルがじっとレーニスを見つめてくるが、今のレーニスは首を横に振ることしかできなかった。それでもティメルは言葉を続ける。

「我々は、あの神殿でレーニス様が誰よりも多く祈りを捧げていたことを知っております。ですから、似たような症状の方にも祈りを捧げたことがあるのではないかと思いました」

　そう言われ、レーニスは今まで祈りを捧げてきた人たちのことを思い出す。その中で肌の色が変わったという人がいただろうか。いたかもしれない。

　レーニスに祈りを求める人は貧しい者が多かった。その貧しさゆえ、少し古くなってしまった食べ物を食べざるをえないことも多々あった。そのたびに体の不調を訴え、神殿に祈りを求めてやって来るのだ。だが、神殿ではそれを引き受けない。神殿に拒まれた彼らを受け入れていたのは、レーニスただ一人。

「食事」

　レーニスが呟いた。

「もしかして、その飛竜は、合わない食事を口にしたのではないでしょうか」

「合わない食事……」

　ティメルが呟くと、レーニスもうなずいた。

「昨日、普段と変わったことはありませんでしたか？」

　昨日は普段とは違うことばかりだ。なにしろ、あのデーセオの結婚式だったのだから。

「そうですね。昨日はお祝いでしたからね。あの飛竜舎で働いている者たちにも、豪華な食事が届けられたと思います。もちろん、お酒も」

「もしかしたら、飛竜は間違えてそれを食べてしまったのかも」

　レーニスが「まさか」と思いながらも口にしたその言葉であるが、可能性がないとも言いきれない。

「さすがレーニス様ですね。そちらの件から当たってみます」

　ティメルは満足そうにうなずくと、少し冷めかけたお茶を一気に飲み干した。

　彼はすぐにでも飛竜の様子を確認したいと思っているに違いない。しかしレーニスは少し心苦しく思いながらも、立ち上がるティメルを呼び止める。

「あの、ティメル」

　ティメルは驚いてレーニスの顔を見た。恐らくここで呼び止められるとは彼自身も思ってもいなかったのだろう。

「旦那様はいつ頃お戻りになられるか、ご存じですか？」

　ティメルは何か言いたそうに唇の脇をひくひくとさせていた。

（忙しいのに呼び止めてしまったから、もしかして怒っていらっしゃるのかしら……）

　レーニスは少し不安になった。だが、それでも気持ちは抑えられず言葉を続ける。

「北の砦に向かうことだけは伺ったのですが。いつ頃お戻りになられるかを聞くのを忘れてしまったので」

「そうですね」

　それでもティメルの声が優しかったのが、せめてもの救いだった。




　ティメルは考えるふりをした。本来ならば、今夜にでも戻ってくることができるような距離だ。なにしろ飛竜で行っているのだから。

　だが、あのデーセオは竜騎士たちが暮らしている宿舎に戻ってきたとしても、この屋敷には戻ってこないだろう。

「恐らく、書類仕事がたまった頃には戻ってくるかと。だいたい、十日くらいでしょうか」

「そうですか。旦那様もお忙しい方ですからね」

　レーニスはティメルの含みにまったく気づいていない様子。

　デーセオが新妻に会いたくないからこちらに戻ることができないと言っていたことは、伏せておくべきであるとティメルは思っていた。会いたくないと思っているのは、デーセオが自分の気持ちを制御できないからであると、ティメルは知っている。しかし、デーセオはその気持ちがなんであるのかにさえ気づいていない。

　デーセオ自身は、自分の解呪のために元聖女候補であるレーニスを金で買ったという事実にとらわれている節がある。それにもかかわらず溢れ出す彼女への特別な想いを制御できないことに戸惑っているのだ。

「あの、ティメル」

　少しエロ親父のことを考えていたティメルは、レーニスのその声でふと我に返った。

「その……。旦那様にお手紙を書いたら、迷惑でしょうか」

「手紙、ですか？」

「いえ。なんでもありません。忘れてください。十日もお会いすることができないなら、手紙で感謝の気持ちをお伝えしたいと思ったのですが。ですが、たった十日です。待ってみることにします」

「ですが、レーニス様。ここには飛竜がおります。急ぎでしたら、飛竜に頼めば一日で手紙は着きますよ？」

「そうなのですか？」

　レーニスの顔が、ぱーっと輝いたように見えた。彼女の表情は、初めて会ったときよりもだいぶ明るくなったように見える。

「ええ。竜騎士たちに頼めば、デーセオ様の元へ届けてくれるはずですが」

「ありがとうございます。ですが、少しだけ考えさせてください。どうしても気持ちが抑えられなくなったときに、お願いしたいと思います」

　レーニスのことだから、他人の手を煩わせることにためらいを感じているのだろう。

「ええ、お待ちしております」

　ティメルはレーニスに頭を下げると、部屋を出ていく。外に出ると馬に乗って飛竜舎へと戻る。このメランド城から飛竜舎だって馬で少し走ればすぐに着く。

　飛竜舎周辺をレーニスにまだ案内できていなかったことにティメルは気づいた。サンドラに彼女の予定を聞き、近く案内することにしようとティメルは考えたが、できればデーセオがいない日の方がいいなとも思っていた。

　馬の上でティメルは口元を綻ばせる。

　レーニスはさすが聖女候補だった。さまざまな人たちに祈りを捧げていただけのことはある。その症状から推測できる病と原因をいくつも知っているのだろう。聖女よりも知識があるのではないかと直感したティメルは、期待を膨らませた。

　なにしろティメル自身が優秀な魔術師だ。そのティメルがレーニスに今回の件を相談したのは、彼女の実力を確認するためでもあった。その実力とは、デーセオの命令でレーニスという女性を探っていたときに得た情報により、ティメルが認識したものだ。

　彼女の見立てが正しいかどうかは、この後確かめればすぐにわかるだろう。確信するにはまだ早いが、聖なる力を失ったとしても、彼女の知識は使えるはずだとティメルは手応えを感じていた。それと同時に、ティメルは彼女に力を取り戻してほしいとも思っていた。

　だが、残念ながら聖なる力を失った聖女候補の話は、聞いたことがない。それでも何人もの女性があの神殿から去っている。聖女としての役目を終えた者、聖女になれなかった者、理由はさまざまだ。彼女たちが神殿から去った理由。そこから調べてみる必要があるのかもしれない。

　飛竜舎に戻ったティメルは、昨日の宿直当番から話を聞いた。

　やはり、食事が原因だった。宿直当番によると、昨ゆう夜べ振る舞われた食事を飛竜舎の傍で食べていたらしい。そのとき、一頭の飛竜が変な鳴き声をあげたから、つい料理を手にしながら飛竜の様子を見に行ってしまったのだという。異変がないか確認をするため、料理から目を離した隙に食べられてしまったとか。

　ティメルは、鱗の色が変わった飛竜に異物を取り除く術と回復の術をかけた。










六、夫婦の手紙




　ティメルが驚いたのは、北の砦まで逃げていたデーセオが、夕方にはこの飛竜舎に戻ってきたことだった。

「早いお戻りですね」

　ティメルがわざとそう声をかければ、デーセオは顔をゆがませた。

「新婚なのだからさっさと帰れ、とあいつらに追い出された」

　ティメルは噴き出しそうになった。本当にこの上官の部下はいろんな意味で優秀な者たちばかりだ。

「でしたら、屋敷に戻られた方がよろしいのではないですか？」

　ティメルが言うと、デーセオはじろりと彼に視線を向ける。

「今日からここに泊まる」

　こことはすなわち竜騎士のための宿舎のことだ。

「ああ、そうだ」

　上着の一番上のボタンを緩めながら、デーセオは思い出したように口を開いた。

「北の砦の様子だが、まあ、相変わらずだ。だがな、サライト王国の動きがいつもと違うように感じた」

　ティメルも、ぴくりと眉尻を反応させる。サライト王国の動き、それは気になるところだ。

「あまり近づくこともできなかったが、どうやらサライト側の砦にいる騎士たちの数が減っているようだ」

　砦の騎士の数が減る。つまり、他の場所に人を回しているということだ。

「気になりますね」

「だろう？　行ってきた甲斐はあったということだ」

　デーセオはそう口にすることで、新妻から逃げている現状を正当化しようとしているように思える。

「ところで。レーニス様はデーセオ様に会いたがっておられましたよ」

　ティメルの言葉でデーセオの眉尻がピクリと動いた。

「会ったのか？」

　ティメルがレーニスと会って話をしたことを咎とがめるような口調だ。

「ええ。飛竜のことで少し相談にのってもらいましたので」

「飛竜？　飛竜に何かあったのか」

「ええ。そちらも報告せねばと思っていたところです」

　デーセオは上着を脱ぎながらティメルの報告を聞いた。

「なるほどな」

　着替え終わったデーセオは、使用人を呼びつけるとお茶を淹れるように指示をする。彼が本当に帰るつもりがないことを、ティメルは察した。

「まあ、昨日は特別といったら特別だからな」

　どうやらデーセオ本人も昨日は特別な日であった自覚はあるようだ。そう思っているなら帰れよと言いたいティメルだが、その言葉をぐっとのみ込んだ。

「デーセオ様。なぜ、屋敷にお戻りにならないのですか？」

　ティメルは表現を変えて、やんわりと尋ねた。するとデーセオがものすごい形相でティメルを睨みつけてくる。

「何度も聞くな。この顔を彼女の前で晒すわけにはいかないだろ」

　やはりそれが理由なのかとティメルは思ったのだが、恐らくレーニスはそのようなことを気にするような女性ではないだろうとも思っていた。

　彼女は誰にでも分け隔てなく接することができる女性であり、少なくともデーセオのことを嫌っている様子もない。だからといって、それを直接デーセオに教えるほど、ティメルもお人好しでもない。

「ですが、レーニス様はデーセオ様にお会いしたそうでしたよ。お話をされた方がいいのではないでしょうか？」

「顔を晒さずに、か？」

　呪われた当初は、その顔を晒すことに抵抗のなかったデーセオが、なぜかレーニスという女性を手に入れてから頑なに拒んでいる。気にするなと言ったら、恐らくもっと気にするだろう。

「まあ、デーセオ様がお気になされるのであれば、いつものようにフードでもかぶってお会いすればよろしいではないですか」

「会ったら、会うだけでは済まない自信がある」

　なんの自信だよとティメルは盛大にツッコミを入れたかったが、この年まで浮ついた話もなく、あのような年の離れたかわいらしい嫁を手に入れたのであれば、男の本能が疼うずくというものだろう。

「ですが。レーニス様がかわいそうですよ。お金を払って買ったのであれば、きちんとお世話をしましょう」

　ティメルはわざとそう言った。他の誰よりも高い金を払って手に入れた妻なのだ。他の者に奪われたくない一心で。

「それは、サンドラたちに頼んである。問題はない」

　いやいや、問題だらけですというティメルの心の声は届かない。そろそろ心の声を大にして伝えた方がいいだろうか。

「でしたら、一つだけ確認をさせてください」

「なんだ」

「デーセオ様は、レーニス様を愛していらっしゃるのですか？」

「なっ……」

　ティメルは、我ながら野暮なことを聞いたなと思った。解呪のために手に入れた娘であったはずなのに、たった数日で絆ほだされたなと。そして、この上官が初恋をこじらせているような感情を抱いていることもわかっている。恐らく、己の気持ちに自分自身がついていくことができないのだ。

「うるさい。お前はさっさと戻れ」

　顔半分が墨の模様で覆われていても顔色が変わるのがわかった。デーセオは顔を真っ赤にして怒り、ティメルを遠ざけようとしている。つまり、ずばり核心を突かれたということだ。そして、レーニスを好いてくれていることに、ティメル自身もなぜか顔が綻ぶような気持だった。

　あのレーニスという女性は、あの神殿の中にいる女性の中で誰よりも聖女であったのだとティメルは思っている。

「はいはい。口うるさい部下はさっさと退散いたします。ですが、もう一つだけ」

「なんだ」

　デーセオの口調は荒い。変なことを聞くなという威い嚇かくだ。

「レーニス様が、手紙を書いてもいいかとおっしゃっておりましたが。よろしいですか？」

「手紙？」

　赤く染まった顔を冷ますかのように、デーセオは目を細め冷静な表情で呟いた。

「ええ。レーニス様はデーセオ様に、いろいろとお伝えしたいことがあるのだとか」

「手紙か」と呟く上官の様子をじっと見ながらティメルは、これはいい兆候だぞとも思っている。少なくとも興味は持っている。だからダメとは言わないはずだ。

「ああ。手紙くらいなら、いいだろう」

　何を偉そうに、と思っているティメルだが、デーセオの顔が緩んでいることに気づく。

　こじらせた初恋なのか、遅れてきた思春期なのか、言いたいことはたくさんあるがティメルはそれをぐっとこらえた。

「承知しました。レーニス様にはそうお伝えしておきます」

　追い出されたティメルは、屋敷へと戻ることにした。ティメルは宿舎と屋敷の両方に部屋がある。デーセオの下で仕事を行うのが基本だが、今朝方のように飛竜に何かあったときは、竜騎士たちの宿舎で一夜を明かすこともあるのだ。




　ティメルが屋敷に戻ると、すぐサンドラに見つかってしまった。

「ティメル様。旦那様は？」

　普段から感じていることだが、この屋敷に勤めている使用人たちは優秀すぎる。というのも、サンドラは人の動きと気持ちをよく見ているのだ。他の使用人たちも同様に。

　もしかしてこの屋敷の主人が一番ぽんこつなのではないだろうかとティメルは思っていた。

「宿舎の方に泊まるとのこと」

　これ見よがしに盛大にため息をつくサンドラ。誰だってそうしたくなるだろう。

「何か、あったのか？」

「いえ、奥様が。旦那様はいつ頃お戻りになられるのかということを、何度も確認しておりましてね。どうやら、数日は戻ることができないと、旦那様は奥様にはおっしゃっていたらしく」

　その話はティメルもレーニスから聞いていたので知っているのだが。

「今、奥様に会うことは？」

「ええ。問題ありませんよ。ご案内いたします」

　自分の気持ちに素直になればいいのに、難しく考えて余計に物事を複雑化させているような上官。ただのエロ親父の方が数倍もマシだと悪態もつきたくなる。




　レーニスの部屋の扉をサンドラが叩たたいた。

「あら、ティメル」

　サンドラと共に現れたティメルに気づいたレーニスは、ソファにゆったりと座り、何をするわけでもなく休んでいた。だが、その顔には疲労の色が濃く表れているようにも見える。

「飛竜の様子は？」

　ティメルには、気にかけてくれていたのかという思いがどこかにあった。

「ええ。レーニス様がおっしゃった通り、飛竜は昨夜、何やら変な物を間違えて食べてしまっていたようです。それを取り除いたところ、鱗の色ももと通りになりました」

「まあ、よかった」

　そう言って、両手をパチンと合わせたレーニスの顔は、少し明るくなったようだ。神殿にいたときから、こうやって他の者を気にかけていたのだろう。

　サンドラが静かに二人の前にお茶を置くと、話の邪魔にならないようにと少し離れた場所に立った。

「それからレーニス様。デーセオ様から伝言を預かってまいりました」

「何かしら」

　レーニスの顔が少しずつ輝いていく。

「手紙を読む時間はあるとのことです」

「あ。確認していただけたのですね」

「デーセオ様も忙しい方ですが、レーニス様からの手紙は楽しみにしているとのことです」

　もちろんデーセオはそこまでは口にしていない。少し離れた場所で話を聞いているサンドラは気づいたことだろう。今のがティメルのつくった言葉だということに。いや、きっと彼女のことだから、心の中でこの屋敷の主人に向かって悪態をついているに違いない。

「手紙は私が預かって責任をもってデーセオ様にお届けします」

「ありがとうございます」

　レーニスの顔から疲労の色が消えたようにも見えた。そして、お茶を飲むその姿はどこかうれしそうにも見えた。




◇◆◇◆




　デーセオがサライト王国の砦の動きが気になると口にしてから三日後。他の竜騎士からもその件について情報が寄せられるようになった。そんな中、ティメルがレーニスの手紙をデーセオの元へと届けに来た。

　それを乱暴に奪い去るように受け取ったデーセオは封を開けるのももどかしそうにしていた。

　だったら、さっさと屋敷に戻れよと思うティメルなのだが、こじらせた初恋の最中にあるデーセオには行動に移すことのできない何かがあるのだろう。そもそも女性と親しい関係になったことさえないデーセオ。そんな彼が解呪のためとはいえ、急に若くて愛らしい妻を娶ったのだ。彼は間違いなくその妻に惹かれ始めている。だからこそ、どうしたらいいのかがわからない。

　手紙を読み進めていくうちに、デーセオの顔の筋肉が緩んでいく様子が見て取れた。

　便箋は二枚なのだが、デーセオはそれを何度も入れ替えて読み直している。




『デーセオ様




　夕方になると急に風が冷たくなることに驚いております。

　デーセオ様はいかがお過ごしでしょうか。

　先日、庭師のジナイと共に花壇に花を植えました。

　毎朝、その花を見るために散歩をするのが日課となっております。

　朝露に光る花びらには力強ささえ感じます。




　北の砦はこちらよりも寒いと聞きました。

　どうか風邪などひかぬよう、ご自愛くださいませ。

　こちらにはいつ頃お戻りになりますでしょうか。

　デーセオ様とお会いできる日を心から楽しみにしております。




　　　　　　　　　　　　　　　　　　レーニス』




　先ほどから何度も何度も手紙を読み直しているデーセオを、ティメルは笑いがこぼれそうになるのを必死にこらえながら見つめることしかできなかった。

　さっさと屋敷に戻ればいいのにと思うティメルだが、それを口にすることはしない。

　むしろ、これはこれで面白いからこのまま放っておこうという気持ちにもなってきた。

　デーセオはここまで異性にうつつを抜かさずに真面目に生きてきた。だからそうやって手紙のやり取りを楽しむ時間があってもいいかもしれない。

「ティメル。その、返事を書きたいのだが」

　デーセオが彼女から手紙を読んだのであれば、こうなることをティメルは予想済みだった。ティメルはもちろん、プライベートで使うような淡い菫すみれ色いろの便箋を用意していた。

「準備してあります。そちらの二段目の引き出しに」

　デーセオが言われた通りに机の引き出しを開けると、仕事用とは別の便箋を見つけた。シンプルな色合いでありながら、地味になりすぎていないし、何よりも堅苦しくない。

　机の上に便箋を広げ、そこに羽ペンを走らせようとするデーセオなのだが、そのペンは止まったままである。ティメルも不思議に思い、そのペンの行き先をついつい見守ってしまうのだが。

「おい、ティメル……」

　デーセオは不安そうに部下の名を呼ぶ。名を呼ばれたティメルは嫌な予感しかしなかった。

　そしてこの嫌な予感というものはたいてい当たるものだから不思議である。

「何を書いたらいいんだ……」

　便箋から顔を上げたデーセオがじっとティメルを見つめてくる。

　目を逸そらしたいティメルだが、この状況で目を逸らすということは非常にわざとらしい。むむむと唸りながら、ティメルもデーセオをじっと見ていた。そして、深く長くため息をつく。

「デーセオ様、屋敷に戻りましょう。それが手っ取り早いかと」

「嫌だ」

「子供のような我わが儘ままをおっしゃらないでください。デーセオ様が屋敷に戻ればすべてが解決するのです」

「嫌だ。彼女にこの顔を見せることはできない」

「でしたら、いつものようにフードをかぶっていればよろしいではないのですか？」

「それも嫌だ。かえってレーニスに気を使わせてしまうだろう。それにフードをかぶるとレーニスの顔がよく見えない」

　子供かとティメルは思った。いや、子供の方がまだマシだ。自分の気持ちに素直に行動してくれるだけ子供の方が、遅れてやってきた初恋をこじらせている図ずう体たいがでかくて怖い顔の竜騎士よりも、よっぽどマシである。

　これが、秘境やら辺境やらの竜騎士と呼ばれ竜騎士部隊をまとめている部隊長なのか、秘境ではなく卑ひ怯きょうの間違いではないのかとティメルはあきれてしまう。

「でしたら。レーニス様の手紙を読んでどう思われたかを書いてみればいいじゃないですか」

　ティメルの提案も適当だった。そもそも何を書いたらいいかわからないって、子供の宿題の絵日記ではないのだから、とツッコミを入れたい。

「もしくは。そうですね。レーニス様は飛竜にご興味をお持ちのようですから、デーセオ様の飛竜について教えてあげたらいかがですか？」

「なるほど。飛竜についてか。それなら書けそうだ」

　子供の作文かよ、と言いたいティメルだが、その言葉を飲み込んだ。デーセオがレーニスに歩み寄ろうとする姿は悪くはないことだ。ただ、その歩み寄り方がもどかしいだけで。手っ取り早くレーニスと会って、話をして、気持ちを伝えれば、このような手紙のやり取りをしなくても済むというのに。

「ああ、そうだ。ティメル」

　羽ペンをまだ一行分しか走らせていないにもかかわらず、デーセオは顔を上げた。

「やはり、サライト王国の動きがどうもおかしい。何がおかしいかと問われると、まあ、答えられないのだが。嫌な予感がするというか。まあ、なんとなくそんな感じだ」

　デーセオは、感覚的に物事を口にするときがある。理論的ではなく直感的に物事を感じる力。この力が優れているから、彼の言う『なんとなく』を放っておくこともできない。

「わかりました。探りを入れさせます」

「頼む」

　サライト王国に探りに入るのは、ティメルがまとめている魔術師小隊だ。魔術を用いて、難なくサライト王国に入り込み、そしてそこに溶け込む。そこの国民になりすまし、さりげなく情報を収集するという流れである。

「こちらは、北の砦の守りを固める」

「という言い訳をして、まだ屋敷には戻らないつもりですか？」

「言い訳ではない。事実だ」

　デーセオが声を荒らげるということは非常に怪しい。恐らく図星を突かれたのだろう。

「はいはい。わかりました。そういうことにしておいてあげます。手紙、書き上がりましたらレーニス様にお届けしますから。さっさと書いてしまってください。私が向こうに戻るまでには、書き上げてくださいよ」

「わかった。だが、ティメル」

「はい、なんでしょう？」

「飛竜のことを書いても、たった数文字にしかならなかったぞ？　他は何を書けばいいのだ？」

　ティメルは子供の作文指導をしている教官のような気持ちになってきた。なぜここまでラブレターのお膳立てをしてやる必要があるのだ。

「でしたら、飛竜の生態についてお書きになったらいかがですか？」

「飛竜の生態？」

「そうです。飛竜と竜騎士は、番つがいのようなもの。一人一体。竜騎士が亡くなれば、飛竜も亡くなると。そういうことを書いたらいかがですか？」

「なるほど」

　うなずいたデーセオのペンの走りがよくなったことにティメルは気づいた。本当に書きやがったと思っているティメルだが、こんな主を見るのも悪くはないと思っている。

　ティメルはデーセオに気づかれぬよう、そっと部屋を出た。




『レーニスへ




　不便なことはないだろうか。

　長らく不在にしていて申し訳ない。

　どうしてもこの場から離れることができず、

　戻るにはしばらく時間がかかりそうだ。

　そういえば、飛竜舎を案内していなかったことを思い出した。

　飛竜舎には、竜騎士たちの飛竜がいる。

　もちろん、俺の飛竜もそこにいる。

　飛竜は竜騎士の番とも呼ばれ、基本的には番の竜騎士にしか騎乗を許さない。

　だからこそ、竜騎士たちは対の飛竜を家族のように世話をしている。

　竜騎士が命を失えば、対の飛竜も生涯を閉じる。




　俺はできるだけ長く竜騎士を続けるつもりだ。

　飛竜と共に生涯を閉じたいとさえ思っている。

　だが、困ったことに俺の飛竜は我儘なのだ。

　食事の種類によっては、頑なに口を閉ざし食べようとしない。




　ティメルは、俺の飛竜がそうなるのは俺に似ているからだと言う。

　そうなのか？　俺にはわからない。

　だが似ていると言われればうれしいとさえ思う。




　一度、レーニスを俺の飛竜に会わせたいと思っている。

　きっと俺の飛竜なら、レーニスが騎乗することも許してくれるだろう――』

　そこまで手紙を書いたところで、デーセオはペンを置いた。

（これではもう一度彼女と会うこと前提じゃないか……）

　五枚目の便箋をクシャリと丸めたデーセオは、再びペンを取る。




『レーニスも体に気をつけて過ごしてくれ。

　困ったことがあれば、遠慮なくサンドラやジョナサンに言うように。

　我慢する必要はない。




デーセオ』




◇◆◇◆




　ティメルは、デーセオが二日かけて書き上げた手紙を持ってレーニスの元へ訪れた。

「レーニス様。こちらデーセオ様からの手紙になります」

「まあ」

　ティメルがレーニスの前に姿を現したのは、レーニスの勉強時間が終わった頃。わざわざその時間を見計らって、彼はこの学習室へと足を運んだのだ。

　ティメルから手紙を受け取ったレーニスはうれしそうにそれを開け、中の便箋を取り出した。

　どうやらデーセオは便箋五枚も何かしら書いたらしい。

　レーニスはその手紙をゆっくりと読み進める。彼女の口元が緩んでいくことにティメルは気づいた。恐らく彼女にとっては無意識の仕草だろう。

　レーニスはたった一通の手紙で喜んでいる。デーセオに会いたいという気持ちがひしひしと伝わってくるくらいに、彼女の顔は綻んでいた。

「旦那様は、本当に飛竜のことが好きなのね」

　レーニスは微笑するが、それからはデーセオを思う気持ちが溢れていた。

「レーニス様。もう少しこちらに慣れたら飛竜舎にもご案内いたします」

「まあ、うれしいわ。飛竜には私も乗ることができるのかしら？　旦那様のお手紙には基本的には番の竜騎士にしか騎乗を許さないと書かれているのですが。できるのであれば、飛竜に乗ってみたいですね」

「レーニス様一人では難しいかもしれません。ただ竜騎士が認め、さらに飛竜に認められたなら乗ることができるかもしれませんが……。私には判断できません」

「そうなのね。でもまずは、一人で馬に乗れるようにしないと」

　このフルヘルト領の移動に馬は欠かせない。だが、レーニスは馬に一人で乗ることができないので、乗馬の練習を始めたばかりだ。

「ああ、では。レーニス様が馬に乗れるようになりましたら、飛竜舎へご案内いたしましょう。それに、馬の練習にもちょうどよい距離に飛竜舎がありますし、目標があった方が練習ははかどるものです」

「そうなのですね。それは楽しみです。それでは、ますますがんばって馬に乗る練習をしなければなりませんね。飛竜に会うために、がんばります」

　彼女は飛竜に会うためにと言った。だがティメルは考えていた。レーニスが馬に乗って飛竜舎まで行けるようになるには、それほど時間はかからないだろう。だけどデーセオがこの屋敷に戻ってくる様子もないし、ならば飛竜舎を案内するという口実でデーセオがそこにいる間にレーニスを連れていけばいいのではないかと。

　何度か手紙をやり取りさせ、時期を見計らってレーニスを向こうへと連れ出す。

　我ながらいい考えだと、ティメルは一人ほくそ笑んでいた。




◇◆◇◆




　レーニスからの手紙を乱暴に受け取ったデーセオは、緩む口元を押さえながらそれを読んでいた。顔中に『幸せです』という表情を浮かべていることに、デーセオ本人は気づいていないだろう。

　そんな手紙のやり取りも四回目だ。

「そうか。レーニスが育てている花は、綺麗に咲いているのか……」

　楽しそうに口にするくらいなら帰れと、何度もティメルは心の中で叫んでいた。

「デーセオ様。こちらが書類一式です。この束が、お屋敷には十ほどでき上がっておりますが、いかがなさるつもりですか」

　どさりと両手で抱えていた書類を、ティメルはデーセオの机の上に置いた。

「頼んだ」

「デーセオ様……。そろそろお屋敷の方にお戻りください」

　幾度となくティメルは『帰れ』と叫びたくなっていたのだが、冷静に発した言葉はそれ。

　手紙から顔を上げたデーセオはさらに情けない顔をしていた。だがティメルは気づいた。その顔に施されている呪いの模様の色が濃くなり、広がってきていることに。

　ティメルは眉間に力を込めたが、情けない顔をしている主が、不安げな視線を送ってくるので、すぐに表情を和らげた。だが、デーセオはティメルの表情から読み取ったようだ。

「お前、気づいたな」

　デーセオのその一言の意味するところを察するティメル。

「そうですね」

「ここ数日で色が濃くなっている。あの聖女が進行性の呪いと言っていたからな。恐らくそれのせいだろう」

「ですが、それを止めるための祈りを捧げてもらったのでは？」

「ああ。だが、それももう効果がなくなってきたんだろうな」

　机の上に両肘をついて両手を組み合わせ、その上に顎をのせたデーセオは、深くため息をついた。

「でしたらなおのことです。レーニス様にお会いください」

「彼女とはもう、会わない方がいいだろう。俺のことを忘れてくれた方がいい。そして、新しい誰かと新しい人生をやり直すべきだ」

　ティメルは、デーセオがそこまで考えているとは思わなかった。と同時に苛いら立だちすら覚える。

「彼女の新しい人生の隣に立つ男は自分でありたいとは思わないのですか。レーニス様がどのような想いで、このような手紙を書いているのか、わかっているのですか」

　ティメルのその言葉を、唇を結んで聞いているデーセオは何を思っているのか。

「彼女に、俺のような男は似合わん。彼女は聖女だ」

　たとえ力を失ったとしてもデーセオにとっては聖女のような存在だと言いたいのだろう。

「でしたら。なぜ彼女を抱いたのですか。初めからそう思っているのなら、そこまでする必要はなかったでしょう」

　だが、ティメルは知っている。デーセオが彼女を自分のものにしたいと思っていることを。それはもちろん解呪のためだけではない。一目見た瞬間、彼女に惹かれたのだろう。それにすら、このデーセオという男は気づいていない。気づいていないからこそ言葉と行動がちぐはぐなのだ。好きだからこそ嫌われたくない。好きだからこそ忘れてほしい。好きだからこそ傍にいてほしい。その矛盾する思いが伝わってくるのだが、それを解決するためには――。

「とにかく、一度お屋敷にお戻りください。たまっている書類の山がなくなるまで、こちらに戻ってくることは許しませんよ」

　ティメルがピシャリと言う。だけど、ピシャリと口にしただけで、この主が動くとも思ってもいない。

「それでも、俺が戻らないと言ったらどうする？」

　やはりこの主はそのようなことを口にしてきた。想定通りの言葉に、ティメルは応戦する。

「私にだって考えはありますよ。いつまでもデーセオ様の言いなりにはなりません。デーセオ様が今のような生活を続けるのであれば、私はこの竜騎士部隊を辞させていただきます」

「お前……」

　それだけティメルは本気だった。

　デーセオがレーニスのことをないがしろにしているわけではないのは、ティメルだって理解している。

　恐らく怖いからなのだろう。呪われた顔を晒してレーニスに嫌われてしまうことが。

　なぜそのような気持ちになるのか、デーセオにはわからないのかもしれない。

　聖女さえ断った解呪を引き受けてくれたレーニス。その力を失いパエーズ卿に売られようとしていたレーニス。それを横取りしたデーセオに対して礼を言ったレーニス。

　そして、恥ずかしそうにデーセオを受け入れてくれたレーニス。

　すべてが愛いとおしいのだろう。彼女を愛しているのだろう。だからこそ、嫌われたくないという思いが生まれるのだ。

　ティメルはもっとデーセオに行動してほしかった。ただ避けているだけでは、その気持ちが解決しないことに彼は気づいていないのか。

　だが、ティメルは優秀な魔術師でデーセオの部下である。

　彼を失ってしまったらこの竜騎士部隊の土台が崩れ、睨み合うサライト王国と戦う前にこちら側が足元から崩れていってしまう。

　それを知っているからこそティメルは言ったのだ。

「……っち。わかった。今日の夜、戻る」

　デーセオは激しく舌打ちをした。

「本当ですか？」

　戻るという言葉が聞こえたために、ついティメルも珍しく声を張りあげてしまった。辞すると言ったのが効いたのだろう。だが今、デーセオは夜と言った。さて、夜とはどの時間帯を指すのか。

　それでも遅れてきた初恋をこじらせている彼が、レーニスの元に戻ると発言をしただけでも進歩したものだ。褒めてあげたいとティメルは思った。

「では、レーニス様にそうお伝えいたします」

「いや、レーニスには伝えるな」

「なぜ？」

「俺は、たまった仕事をするために屋敷に戻るのだ。彼女に会うためではない」

　そう言ってティメルから目を逸らすかのように、手紙に視線を戻した。

　手紙を見てニヤニヤするくらいなら、素直に彼女に会いたいと言えばいいのにとティメルは思った。




　屋敷に戻ってきたティメルであるが、一度レーニスの元に顔を出そうと思っていた。デーセオが戻ってくることを伝えるためではない。確かに彼に手紙を届けたということを伝えるために。

　レーニスは今日もデーセオの執務室にいた。彼女は不在の主にかわって、書類の仕分けを行っている。そのようなことまでできるようになったのを、恐らくデーセオは知らないだろう。

　レーニスは執事のジョナサンのあの薀蓄にも付き合えるくらいの根気のよさと、生真面目さがあり、さらに使用人や民を思う優しさにも溢れている。

「レーニス様。こちらにいらしたのですか」

「あら、ティメル。今日はこちらに戻ってきたのですね。飛竜の方は問題ないのですか？」

　レーニスはティメルの仕事の内容のことも覚えてくれている。

「ええ。基本的には竜騎士たちがそれぞれ自分の飛竜の世話をしますからね。何も問題がなければ、私は用なしなのです」

「まあ、あなたが用なしだなんて。旦那様の竜騎士たちはとても優秀なのですね」

　口元を手で押さえながらそうやって笑う姿も、様になっている。

「レーニス様。手紙はデーセオ様にきちんとお届けしました」

「わざわざそれを言うために会いにきてくれたのですか？」

「はい」

「ありがとう」

　レーニスの顔に少し影が落ちたようにも見える。

「その、旦那様は？」

「ええ、とても喜ばれていました。今は、サライト王国の動きから目が離せないとのことですが、落ち着いたらこちらに戻ってくると、そうおっしゃっていました」

　嘘である。ティメルのつくり話だ。

「そう。それでは、楽しみにしておりますと、お伝えしてもらってもよろしいですか？」

「承知しました」

　ティメルは恭うやうやしく頭を下げた。そして再び顔を上げたとき、顔中にきらきらと輝く満面の笑みを浮かべているレーニスの姿が目に入った。

　あのエロ親父めと、ティメルは悪態をつきたくなった。彼はこの後、恐らくレーニスが寝た頃に、この屋敷へと戻ってくるつもりなのだろう。

　新妻に会うわけでもない。新妻を解放するわけでもない。だからといって、手放したわけでもないし、束縛しているわけでもない。

　あのデーセオが何をしたいのかがよくわからない。わかっているのは、間違いなく彼が新妻を好いているということだけだ。

「どうかしましたか、ティメル」

　どうやら主のことを考えていたら、じっとレーニスへ視線を向けたままだったらしい。彼女が小首をかしげて、そう問うてきた。

　そのかわいらしい姿を、デーセオに自慢してやろうと思うティメルであった。










七、再会した夫婦




　闇も深まり、空に輝くのは満天の星。どうやら新月だったらしい。その分、星が綺麗に揺らめいて見える。こんな星空を彼女と見上げるのも悪くはないなと、デーセオは馬上で考えながら、飛竜舎から自身の屋敷へと向かっていた。

　レーニスを金で手に入れておきながら、いや、金で手に入れたからこそ、彼女とどのように接したらいいのかがわからない。ティメルの言う通り体の関係を持たない方がよかったのかもしれない。

　だけど彼女を一目見たとき、そして結婚式に隣で微笑んでいる彼女と誓い合ったとき、どうしても彼女を手に入れたいと己の欲が沸々と湧き起こってきた。

　結婚した当日の夜もさんざん悩んだ後、結局あの寝室へと向かった。彼女を妻にしたいと望む気持ちと、あわよくば自分との子を彼女に宿らせたいと願う気持ちを抑えきれなかったのだ。

　だからこそ会えない。会って嫌われたくない。それでも自分の手の届く範囲にいてほしい。そんな矛盾する想い。

　屋敷の厩うまやに馬を繋ぐと、しんと静まり返った屋敷の中へと足を忍ばせる。ギギッという扉の重々しい音が、異常に大きく聞こえた。

　カツン、カツンと響く自分の足音。住み慣れた屋敷であっても、一か月半も不在にしていたのであれば、懐なつかしい思いも込み上げてくるというもの。そのまま、執務室へと足を向けた。

　上着を脱いで、執務席へ腰を落ち着けると、大きくため息をつく。机の上には高く積み上げられた書類の束が十ほどもあった。ティメルが口にしていた通りではあるが、この書類を実際に目にすれば気が滅入ってしまう。

　だが、その束の前にメモがあることに気づく。メモにはそれぞれの束毎に【押おう印いん】、【返信要】、【返信不要】【急ぎ】など違う内容が記されており、分類されているらしい。

【押印】に分類されている束の一番上の書類を手にして、目を通す。どうやらこれは内容を確認した後、押印する必要がある書類のようだ。デーセオは、他の束の一番上にある書類をそれぞれ確認していく。

　誰かが仕分けをしてくれたようだ。

　思い当たる人物といったら、ティメルしかない。ここまで書類をためたことはなかったので、執務の効率に配慮したのだろう。普段は嫌みなくらい優秀な部下だが、やはり本当に優秀だったようだ。デーセオは、一本取られたような気分になる。

　悔しさを滲ませて舌打ちをしてから、デーセオは目の前の書類の【急ぎ】の束を崩すことにした。このように分類されているだけで、非常にはかどる。はかどっているから、気づかなかった。いつの間にかティメルがこの執務室に入ってきていたことに。

「デーセオ様」

　声をかけられ、デーセオははっとして顔を上げる。

「約束を守っていただけたようで、安心しました」

「お前に辞められたら困るからな。それよりも、助かった。俺が不在の間……、その、悪かったな」

　珍しく、デーセオは謝罪の言葉を口にした。

「そう思っているのなら、こちらに戻ってきてください。飛竜舎とここ、馬で通える距離ではないですか。そもそも、今までそうやっていたのですから」

「あ、ああ。だが、彼女には会えない。会う自信がない」

　いくら部隊長と呼ばれ、竜騎士部隊を取りまとめている男であっても、レーニスという一人の女性に会うとなると話は別だ。だから、デーセオは本音を口にした。

　ティメルが盛大に息を吐いた。

「そちらの書類を仕分けしてくださったのは、奥様ですよ」

　ティメルがあえて彼女の名前を出さなかったのは、彼女がデーセオの妻であることを意識させるためだろう。

「レーニスが？」

「そうです。あなた様がいつ戻ってきてもいいように、と。そうやって毎日、届いた書類を仕分けしてくださっていたのです。その中でも緊急のものを私が宿舎までお届けしていたわけです」
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「そうか」

　呟くデーセオの表情は、レーニスからの手紙を読んでいるときと同じように少し綻んでいる。

「レーニス様には会わずにあちらにお戻りになる予定ですか？」

　そのティメルの言葉に、微かに怒気と憐あわれみが含まれていることに気づく。ここでそうだと肯定してしまったら、またティメルが竜騎士部隊を辞めるとか言いかねない。

「顔だけ見たら、帰る」

「そうですね。この時間でしたらレーニス様もお休みになられていますからね。さすがのあなた様も寝込みを襲うようなことはしないでしょうね」

「おい……」

「嫌われたくないから会えないとか言っておきながら、誰よりも彼女に触れたいと欲しているのは誰ですか？」

「おい……」

「レーニス様は、あなた様のその姿を目にして、あなた様を嫌うような方ではないと思いますよ？　それに、いつまでもこのような状態で、どうやって呪いを解いてもらうおつもりなのですか？」

　相変わらずティメルの毒舌が止まらない。

「それは、あの魔術師を殺すに決まっているだろう？」

「のわりには、のんびりしているように見えますけどね」

　そこでティメルはデーセオに背を向けたまま、ゆっくりとその場を離れた。

「あ、そうそう。私の部下から連絡がありました」

「何？」

　ティメルは振り返りもせずに言葉を続ける。

「どうやら、隣国サライト王国は港に大量の船を集めているとか。それに協力しているのが、島国であるバクスタという噂です」

　それだけ言い終えると、ティメルは扉をパタンと閉めて出ていった。

　船。気になるところだ。海上の方まで飛竜を飛ばす必要があるかもしれない。そう考えながら、最後の一枚の【急ぎ】の書類に押印を終えた。

　柱時計に目を向けると、日付はとっくに変わっている。この時間であれば、彼女もぐっすりと夢の世界に行っていることだろう。

　小さく息を吐くと、デーセオは逸はやる気持ちを押し込めて、寝室へと向かった。

　一目、顔を見るだけだ。と、そう自分に言い聞かせて。




　寝室の扉を開けると、廊下のやわらかい燭しょく台だいの光がその隙間から部屋へと入り込む。急いでそれを遮るかのように、扉を閉めると奥へと進み、寝台へと向かった。

　目が慣れてきたからか、暗闇でもどこに何があるかはわかる。そっと寝台に近づき、彼女の顔を見下ろすように寝台に腰を下ろす。

（少し、ふっくらとしたか？）

　あの日、肌を合わせた夜と比べると、肉づきがよくなったような気もする。頬が以前よりも丸くなったように見える。よくわからないのは、この部屋が薄暗いから。だから、それを確かめたくて、その頬に手を寄せ彼女に触れた。

「旦那様？」

　声をかけられその手を引こうとしたが、それができなかったのは先にレーニスに手を重ねられてしまったから。愛おしそうにその手を頬にすり寄せると。

「おかえりなさいませ、遅くまで大変ですね」

「いや、気にするな。それより、起きなくていいから、寝ていろ」

　体を起こそうとする彼女を制した。

「仕事でこちらに来る必要があったからな。あちらに戻る前に君の顔を見たくなった」

　デーセオの本音がこぼれた。レーニスの顔が見たかった。だけど、見られたくはなかった。また矛盾する想いが込み上げてくる。幸い、この暗闇が気持ちを和らげてくれた。

「今日は、こちらで休まれるのですか？」

「あ、ああ、そうだな」

　本当は彼女の顔を見たら、すぐに向こうへ戻ろうとしていた。だが、こうやって見つかってしまった以上、この時間に戻ろうとしては不審がられてしまう。

「あの、旦那様……」

　彼女の表情はよく見えない。だけど、その声を聞くだけでも気持ちが昂ってしまう自分がいるのが不思議だった。

「失礼だとは思うのですが」

「なんだろうか。遠慮せずに口にしろ」

　もしかして彼女の方からのお誘いだろうかとか、そんな都合のいいことを考えていた。一目その顔を見るだけのつもりだったのに、このように彼女に触れて、このように言葉を交わしてしまったら、それだけで済むはずもない。そのことにこの新妻は気づいているのだろうか。

「あの、本当に失礼なことを口にするのですが、本当に申し訳ないのですが」

　重なっている手にレーニスが力を込めたことに、デーセオは気づいた。

「もしかして、呪われていらっしゃいますか？」

「なっ……、わかる、のか？」

「あ、はい。その、旦那様からは四つの禍々しい力を感じます。そして、恐らくそのうちの一つが進行性の呪い。あと半年ほどで、その呪いが旦那様の命を奪います」

　まさかの死の宣告。あと半年の命。いや、それよりも。

「レーニス。なぜわかる？　君が俺の呪いに気づいたのは、いつだ？」

「いつ？　今です。その、旦那様に触れられたときに」

「触れたのは今だけではないだろう。以前にも触れ合っていたはずだが」

「あ、はい。そう言われると、そうですね。ですが、そのときにはわかりませんでしたが、今ははっきりとわかります」

「どういうことだ」とデーセオは口の中で呟いた。前は気づかなかったのに、今は気づいた。この一か月半の間に何が起こったというのか。

　誰に何を確認したらいいのか悩むところだが、このようなことはティメルに相談するしかない。

「その呪いにつきましては、もう少し詳しくお話を聞かないとわからないところもありますので。もし、旦那様のお仕事の方の手が空くようであれば、私の方で視みてもよろしいでしょうか」

「ぜひ、頼みたい。俺も、君には伝えたいことがたくさんある」

「私もです。お手紙では伝えられないことがたくさんあります。今日は旦那様にお会いできてよかったです……」

　レーニスの語尾が震えていることにデーセオは気づいた。レーニスは感情を表現するのが苦手だ。もちろんデーセオも得意とは言えない。だが、レーニスの場合は感情を抑え込み、デーセオの場合は表現の仕方がわからないという違いがある。

　今、レーニスの言葉が震えているのは、感情を抑えきれなくなっているからだ。

「ああ。今日はもう遅い。だから休め」

「ですが。旦那様は朝もお早いのですよね。お話をするのであれば、今しか」

　そこでデーセオは、もう片方の手で優しく彼女の頬を包んだ。

「安心しろ。明日はゆっくりできる」

「ずっとお仕事でしたからね。お休みがもらえたのですね」

　どうやらレーニスはそう解釈したらしい。そう思ってもらえるのであれば好都合。デーセオは「そうだ」と呟いた。

「着替えてくるから、手を離してもらってもいいか？」

「はい」

　レーニスのその声は少し恥ずかしそうに、そしてどこかうれしそうに聞こえた。

　デーセオは急いで寝間着に着替えると、レーニスの隣へと潜り込む。まだ起きていたレーニスはそれに気づいて、デーセオの方に手を伸ばす。彼女の手が、デーセオの手に触れた。

　恐らく今日は、いい夢を見ることができるだろう。

　そう思ってデーセオは目を閉じた。

　デーセオは突き刺さるような視線を感じた。はっと目を開けると、目の前にはレーニスの顔がある。

「おはようございます、旦那様」

「ああ、おはよう」

　挨拶を返すと、すっとレーニスの手が伸びてきて、デーセオの頬に触れる。

「やっと、旦那様のお顔を拝見することができました」

　その言葉でデーセオは彼女に己の顔を晒してしまっていることに気づく。それでもレーニスは愛おしそうにその頬を優しく撫なでている。

「お前は、俺が怖くないのか？」

　その言葉にレーニスはキョトンとする。それからゆっくりと口元を綻ばせて。

「はい、怖くありません。旦那様がお優しいこと、存じ上げておりますので。それに、とてもかわいらしい寝顔でしたよ」

　目の前のこの妻は女神の化身ではないのかとデーセオは思った。これまで彼女はデーセオにとって聖女も同然だった。しかし今はそれ以上の存在だ。

「そうか。怖くないなら、顔を隠す必要はないな」

「もしかして、私が怖がると思っていつも顔を隠されていたのですか？」

　レーニスはその手でデーセオの髪の毛をかき上げた。顔がくっきりと見えるように。

「とてもお優しい顔立ちなのですね」

　そこでレーニスはデーセオの額に口づけた。呪いの模様がくっきりと表れているその額に。

　すると、そこがぱっと熱を帯びたように感じた。いや、デーセオ自身はこのように彼女に触れられて、全身が熱を帯びている状態ではあるのだが、特に額が他のどの部位よりも高熱になった感じがした。

　一瞬、眩しい閃せん光こうが走ったため、デーセオは思わず目を閉じる。さらに顔の半分が熱を帯びたように感じられた。

　だが、それよりも気になっていることが一つ。

「レーニス。すまないが、少し離れてもらってもいいだろうか？　その、俺も男だから、それ以上密着されると、少し困ったことになる」

　レーニスは再びキョトンとする。それから名残惜しそうに、デーセオに伸ばしていた手を引いた。

　二人は着替えると、仲良く食堂へと向かう。

「おはようございます、旦那様、奥様」

　執事のジョナサンがうれしそうに挨拶をする。

「食事の準備は整っております」

　ジョナサンの言葉にうなずくデーセオだが、レーニスと食事を共にするのは初めてだった。もちろん結婚式のパーティ会場では経験済みだが、この食堂では共に食事をしたことがなかった。

「どうかしたか、レーニス」

「いえ。旦那様とこのように食事をできることをうれしく思います」

「そうですよね、奥様。旦那様はお仕事が忙しいという言い訳をして、奥様にお会いになりませんでしたからね」

　ジョナサンが食事を運びながら、そんなことを口にする。

「今日は奥様がお好きだとおっしゃっていたスープを用意いたしました」

「まあ、うれしいわ。ありがとう」

　そんな二人のやり取りをデーセオは不満げな様子で見つめている。

「どうかされましたか、旦那様」

　レーニスは首をかしげてデーセオに尋ねるが、彼は「いや、何も」と答える。

　つまるところ、面白くないのだ。ジョナサンがレーニスの好きな物を知っていて、二人でうれしそうに話をしているところが。

「レーニス、しばらく見ないうちに、太ったか？」

　食事の最中にそうデーセオが声をかけた。

「旦那様、もう少し言葉をお選びください」

　すかさずジョナサンがデーセオの耳元で、厳しくささやく。

「これだから、女心のわからない男は」

　ぼやきがどこからともなく聞こえてきて、その声がする方に目を向けたらサンドラがいた。だが、彼女はすまし顔で何事もなかったかのように立っている。デーセオは空耳だろうと思うことにした。

「はい。こちらの皆さんがとてもよくしてくださいますので」

　レーニスはうれしそうに微笑みながら答える。その笑顔を見るだけで、デーセオの心の中も晴れてくるようだった。

　そうやって食事は和やかに進むのだが、一つだけ問題があった。

　デーセオは生の野菜が苦手である。ジョナサンはデーセオがそれを避けていることに気づくと「食べなさい」と厳しく声をかけてくる。それでもデーセオは頑なに皿の端に生野菜を避け、食べようとはしない。

　それを見ていたレーニスは思わずぷっと噴き出していた。見られていた、と思ったデーセオは顔中に熱がたまっていく感じがした。

「奥様の方から言っていただけませんか？」

　ジョナサンが困ったように声をあげている。レーニスも困った様に、目をぱちぱちと瞬しばたたかせていた。しばらくした後。

「旦那様。少しずつでいいから、苦手な物も食べるようにしましょうね」

　レーニスが慈愛に満ちた笑顔を浮かべていたため、ジョナサンもサンドラも笑いをこらえていた。

「レーニスがそう言うならば」

　ぼそりと呟いて、仕方なくフォークを動かし始めたデーセオ。このときジョナサンから「さすが奥様です」という心の声が聞こえたような気がした。




　朝食を終えたデーセオは、レーニスと共に執務室へと向かっていた。この新妻はうれしそうにニコニコと笑顔を浮かべている。あまりにも楽しそうに見えるので、「どうかしたのか」とデーセオもつい声をかけてしまった。

「いえ。ただ、このように旦那様と一緒にいることができて。うれしいと思っております」

　デーセオは危うく鼻血を噴きそうな気分になった。なんだ、この隣にいるかわいい生き物はと。

「そうか……。その、すまなかったな。仕事の方でなかなか手が空かなくて、だな」

　まぎれもなく言い訳である。むしろ、半分以上は嘘でできている。

「はい……。旦那様が竜騎士部隊をまとめていらっしゃることはお聞きしておりますので。あ、お茶でも、淹れますか？」

　二人で執務室に入ると、すぐさまレーニスがそのように提案してきたため「頼む」とだけ答えた。

　デーセオは迷った。いつもならその執務席の方に座るのだが、今、そこに座っては彼女の座る位置と離れてしまう。となれば、座る場所はその前に置いてあるソファ席だ。

　レーニスが手際よくお茶の準備をする。「君の分も淹れろ」とデーセオが口にすると、くりくりっとした目を見開いてニコリと笑う。

　デーセオの心臓は、恋する乙女のように高鳴っていて、爆発寸前だった。

　この呪われた顔を見せたら、彼女に嫌われてしまうのではないかとずっと不安だった。それでも彼女を手元に置いておきたいと思っていた。解呪のために金で手に入れた元聖女候補だったのに、いつの間にか惹かれていた。いや、一目見たときからだ。彼女がこの屋敷に来て、会った瞬間に惹かれた。

　デーセオは彼女の境遇に同情していたのかもしれない。絆されたのかもしれない。それでも自分の意思で彼女を自分のものにしたいと思って、あの夜抱いてしまった。彼女に惹かれていたからだ。しかし同時に、嫌われたくないという想いも強くなっていった。

　そんな彼女は今、微笑みながらデーセオの隣に座っている。これが彼の求めていた結婚生活だった。

「レーニス、その、すまなかったな。なかなかこちらに戻ってくることができなくて」

「いえ、お仕事ですから」

「そうか……」

　デーセオにとしては、そこはもう少し彼女に寂しがってほしいところだった。

「あの、お手紙、ありがとうございます。とても楽しみにしていました」

「そうか。俺もレーニスからの手紙を楽しみにしていた。そうそう。君は今、花を育てているんだよな？」

「はい、庭師のジナイも勧めてくださったので、庭の花壇の一角に私の好きな花を植えました。後で、旦那様にもご案内いたしますね」

「そうか、楽しみだな」

　触れているわけでもないのに、彼女が隣にいるというだけでそこから熱が伝わってくるような感覚だった。それをごまかすように、レーニスが淹れてくれたお茶を手にする。ゆっくりと口元まで運び、時間を稼ぐようにゆっくりと口に含む。

「ああ、うまいな」

　デーセオは深く感じ入り、息と共に言葉を漏らした。それくらい、自然に口から出てきた言葉。

「本当ですか？　お茶の淹れ方もサンドラに教えてもらったのです」

　褒められてうれしくなったのだろう。レーニスの頬はほんのりと色づき始めていた。

「ああ、そうだレーニス」

　彼女を前にすると、言いたいことが次から次へとたくさん浮かんできた。だが、伝えたいことはあるはずなのに、彼女を前にするとうまく言葉にすることができない。だから、じっくりと頭の中で考えてから言葉を紡ぎ出す。

「その、書類を仕分けしてくれたんだってな」

「はい。いつも旦那様がお忙しそうでしたので、少しでもお役に立てればと思っていたのですが」

「ああ、とても助かった。ありがとう」

「本当ですか？」

　ぱあっと顔を輝かせたレーニスは、さらにその顔を薄紅色に染め上げていく。

　デーセオは彼女を抱きしめたい衝動に駆られた。何よりも、隣にいる妻がかわいすぎる。

　なんだ、この生き物は。同じ人間なのだろうかと。

　やはり天使の生まれ変わりなのではないのか？　むしろ女神では？

　いや、彼女は元聖女候補だ。だが、デーセオの呪いに気づいた今は、聖女候補、むしろ聖女なのかもしれない。

　そんなふうに思いながら、デーセオは悶もん々もんと彼女を見つめていた。その熱い視線に気づいた彼女は、じっとデーセオを見上げている。

　レーニスに触れたい。触れて、その唇を塞ぎたい。と思って、デーセオが彼女の肩に手をかけたとき。

「デーセオ様、ティメルです」

　扉を叩く音と共に、優秀な部下の声が聞こえてきた。

「あ、ああ」

　デーセオが曖昧な返事をすると、カチャリと静かに扉を開けてティメルが入ってくる。

「あ、すみません。お邪魔、でしたね」

　デーセオだってティメルの声を聞いたらすぐに姿勢を正したし、レーニスだってじっと前を見つめている。だからティメルが何をもってそう判断したのか、デーセオにはわからない。

「うぉっほん。そんなことは、ない」

　わざとらしく咳せき払ばらいをしたデーセオであるが、心の中は動揺しまくりの汗をかきまくりである。

「今、お茶を淹れますから。どうぞティメルも座って」

　なんとなくぎくしゃくした空気を察したレーニスが、すっと立ち上がった。

「そんな、奥様にお茶を淹れていただくなんて恐れ多い」

　そう言いながらも、ティメルは笑いながらデーセオを見ている。

「いいから、黙って座れ」

　上司から威圧的に言われてしまえば、優秀な部下であるティメルはそれに従うしかない。

　ティメルがデーセオの前に座ると、レーニスがそっとお茶を差し出す。そして、当たり前のようにデーセオの隣に、寄り添うようにして座る。デーセオの表情が緩んだのを見て、ティメルがにんまりとする。

「それで、こんなに朝早くから人を呼び出しておいて、いったいどんなご用ですか？」

　ティメルだって、先ほど朝食を終えのんびりと優雅に食後の珈こー琲ひーでも楽しもうかとしていたところを、ジョナサンから『旦那様がお呼びです』と言われてしまったら、不本意であっても従うしかないだろう。

「ああ、レーニスのことだ」

「朝から惚のろ気けですか？　デーセオ様のそのお顔を拝見すれば、なんとなくわかりますが……。長年の初恋が実ったような、そんな顔をされていますよ」

　ティメルが口を開けば、レーニスが驚いたような表情でデーセオを見てから、ティメルを見る。さらに口元を緩めて、うふふと笑う。

「そんな話ではない。レーニスが、あれだ。気づいたのだ」

「デーセオ様の恋心にですか？　よかったですね。これで晴れて両想いとか？」

「だから、そういう話ではない。レーニスは俺の呪いに気づいたのだ。俺に四つの呪いがかけられていると、はっきりとそう言った。以前、あの聖女に言われたことと同じ内容だ」

「なるほど」

　ティメルは明るい口調で答えてから、鋭くレーニスを見つめてくる。恐らくレーニスの力を探っているのだろう。だが、何もわからなかったようだ。

「レーニス様。お手を取ってもよろしいでしょうか？」

「ダメだ。お前がレーニスに触れることは許さん。取って食いそうだからな」

「私はデーセオ様ほど女性に飢えておりませんよ。繊細な力を感知するためには、少し触れる必要があるのです。まあ、抱きしめればすぐにわかりますけれど、それはレーニス様も困りますよね」

　レーニスは戸惑っていた。それはティメルが抱きしめると言ったからだろうか。それともティメルとのやり取りを聞いていたからだろうか。首を小刻みに左右に振りながらデーセオとティメルの顔を交互に見つめている姿は、小動物のようだ。

「ちっ。仕方ないな。手だけだぞ。それ以外は絶対にダメだ。レーニス、仕方ないからその手だけを前に出してやれ」

「あ、はい」

　レーニスはデーセオの言葉に従う。恐らく彼女は、デーセオがこのように感情をあらわにしたところを見るのは初めてのことだろう。




　ティメルがレーニスの手を取り、重ねた。じんわりと触れ合った手が温かくなる。

　ピクリとティメルの口の端はしが動いた。

「どうかしたのか？」

　ティメルの微妙な反応にデーセオは気づいた。ティメルもデーセオの微妙な反応に気づいた。だから、もう少し試したいことがあった。

「レーニス様。手を握ってもよろしいですか？」

「はい」

「ダメだ」

　レーニスとデーセオが答えたのは同時だった。レーニスは困ったように首をかしげてデーセオを見上げる。もしかしたら、これがデーセオに言うことを聞かせるための最も効果的な方法なのかもしれない。

「レーニスが、いいと言うのであれば、認めてやっても、いい」

　渋々という言葉が似合うような言い方だ。

「ティメル。お願いします」

「それでは、レーニス様。失礼します」

　ティメルは指を折り、重ねただけであった彼女の手をぎゅっと握った。デーセオの顔もぎゅっとゆがむ。

　やはりとティメルは思った。

　本来、ティメルほどの魔術師であれば、相手がどれだけの術者なのかとか、聖女としてどれだけの力量を持っているのかとかは、同じ空間にいただけでわかる。

　だが、レーニスの場合、手に触れてぎゅっと握りしめるまではいっさいわからなかった。まだ彼女の力が不安定なのだろうとティメルは察した。

「レーニス様から、聖なる力を感じます。こうやって触れなければわからないので、以前のような力ではないかもしれませんが」

　ティメルが言い終わるか終わらないかのうちに、デーセオの手が伸びてきた。そしてティメルの手首を掴つかむと、レーニスの手から無理やり引き離す。

「わかったなら、もう触れる必要はないよな」

「はいはい」

　ティメルは苦笑するしかない。

　レーニスはちょっとだけ心臓がパクパクと言っていた。聖なる力を感じるとティメルが言っていたからだ。

「あの、ティメル。もしかして、その私の力は、戻ってきたということでしょうか」

「戻ってきたというよりは戻ってきているという表現の方が正しいかもしれません」

「戻ってきている……」

「泉の底から水が湧き出て、その水がたまっている途中、と言いますか。つまり、泉をつくっている最中と言いますか」

　レーニスの力が少しずつぽこぽこと湧き上がっているところ、ということをティメルは言いたかった。これからその力は次第にたまっていくことだろう。

「そうですか……」

　ふぅとレーニスが小さく息を吐くのと同時に、その二つの赤い目からはぽろぽろと涙が流れ始める。

　するとわたわたと慌て始めたのがデーセオだ。

「ど、どうした。レーニス。ティメルにいじめられたのか？」

　ティメルはため息をついた。どこをどう見たら、そうなるのか？　とあきれていた。

　レーニスもふるふると首を振る。

「違います、旦那様。その、安心したと言いますか。その、なんと言いますか。よくわかりませんが、その、この力で旦那様の呪いを解呪できるかもしれないと、そう思ったら……」

　デーセオは隣に座るレーニスを勢いよく抱きしめた。

「だ、旦那様？」

　レーニスは驚いて腕の中で彼を見上げていた。デーセオは彼女の耳元で「俺以外にその顔を見せるな」と向かい側にいるティメルに聞こえないように呟いたつもりだろうが、その言葉はしっかりとティメルの耳にも届いていた。それに驚いたのか、彼女の涙はぴたりと止まる。

「あの、取り乱してしまって……。すみません」

「落ち着いたならいい」

　デーセオがゆるりとその腕を解くと、ティメルはわざとらしくコホンという咳払いをした。

「デーセオ様は、私の存在を忘れておりませんかね？」

「忘れてはいない。邪魔なだけだ」

「邪魔って。そもそも私を呼び出したのはデーセオ様ではないですか」

「あの……」

　その場を取り繕うかのようにレーニスが声をあげる。

「解呪を行ってみてもよろしいでしょうか。その、旦那様に。できればティメルにも立ち会っていただきたいのですが」

　ティメルはレーニスが勉強熱心であったことを知っている。聖女候補であったときにデーセオの解呪を引き受けてくれた。その際、解呪には三か月ほどの時間を要すると言っていたが、それは解呪の方法を探るためだったのだろう。デーセオが神官に手渡した情報を元に、そのときの知識は間違いなく蓄積されているはずだ。

「もちろんです。とても興味深い」

「おい、ティメル。レーニスに興味を持つな」

「私が、興味があると言っているのは解呪の方法ですよ」

「レーニスには興味がないと言ってるのか」

「あると言ったら、持つなというし。ないと言っても難癖つけられるし。だったら私にどうしろと？」

　困り果てたティメルが肩をすくめると、レーニスはくすくすと笑っていた。先ほどまで泣いていたのにもう笑っている。子供のようにも見えるが、ティメルはそんな彼女の素直さや他者への思いやりの深さを実感していた。

「本当に旦那様とティメルは仲良しなのですね」

「仲良しではない」

「仲良しではありません」

　二人同時に声を荒らげると、レーニスは再び笑い、右手の人さし指で目尻にたまっていた涙を拭った。

「落ち着いたか、レーニス」

「はい。旦那様とティメルのおかげで」

　彼女の口からティメルの名が出たところで、デーセオはまた顔を曇らせた。

「まあ、ティメルのことはどうでもいい」

「ひっど」

　ティメルが呟いたが、デーセオの耳に届いたかどうかは定かではない。

「その、解呪ができるのであれば、ぜひともお願いしたい」

「あ、はい。一度にすべての呪いを解くのは難しいかもしれませんが。一つずつであれば可能かと思います」

「そうですね、レーニス様。少しずつ力を使う方がよろしいかと思います。先ほども言いました通り、レーニス様の力は今、水をためている泉のようなものですから。その水がなくなったら、また泉は枯れてしまいます」

　その言葉にレーニスはゆっくりとうなずいた。

「旦那様」

　レーニスはデーセオの方に体を向けた。デーセオもレーニスの方に向かって座り直す。二人きりの空間が再びつくり出されようとしているが、これは解呪の儀式だとティメルは自分に言い聞かせた。恐らくレーニスにとってはそうなのだが、エロ親父のデーセオが勘違いしてはたまったもんではない。

「それでは旦那様。両手を出していただいてもよろしいでしょうか。このように手のひらを上にしてください」

　デーセオは黙って彼女の言葉に従い、両手を差し出す。レーニスはそれに己の手を重ねた。

　レーニスは目を閉じている。どうやら聖なる力を流し込んでいるようだ。

　聖女が聖なる力を流し込む場合、相手に触れる必要があり、触れる面積が多ければ多いほど、流し込める力の量が変わるようだ。それは以前、ティメルがレーニスから聞いた話による。

　ティメルはデーセオがいないのをいいことに、レーニスから神殿での生活の話を聞き出していた。それは彼女の力を取り戻す方法を探るためでもあり、彼女という人間に興味があったからでもある。

「あの、旦那様」

　手を重ねたままレーニスが口を開いた。

「なんだ」

「その、もう少し旦那様に触れてもよろしいでしょうか？」

　ピクリとデーセオは右眉を動かす。

「どういう意味だ？」

「その呪いが強すぎて、こちらから十分な力を送ることができないのです。ですから、もう少し触れさせてください」

「触れるというのは、具体的にどういうことをするのだ？」

「そうですね。旦那様と触れ合っている面積が多ければ多い方が力を送りやすいのですが」

「こういうことか？」

　デーセオが再びレーニスを抱きしめる。

　ティメルは思わずコホンと、咳払いをした。わざとらしくデーセオに聞こえるように。

「デーセオ様。それではただのエロ親父です。すぐさまレーニス様から離れてください」

「自分の妻を抱きしめて何が悪い」

「時と場所をお考えください。レーニス様が嫌がっております」

「な、なんだと？　嫌がっている、だと？」

　ティメルから指摘され、デーセオは腕の中のレーニスを見下ろすが、彼女はぷるぷると震えて子犬のように首を振っている。

「俺には嫌がっているようには見えないが？」

「あ、あの旦那様。その、解呪の途中ですので。その、離れていただけると、助かります……。この状態ではうまく力を流し込めないので」

　耳の付け根まで真っ赤に染め上げたレーニスが、恥ずかしそうに言うものだから、仕方なくデーセオは彼女を解放する。するとレーニスはすっと立ち上がり、デーセオの前に立つ。それでもデーセオと視線の高さがほぼ同じ。辛うじてレーニスの方が高いかもしれない。

「ええと。私が旦那様を抱きしめます」

　勢いよく言うと、レーニスがデーセオの頭を抱きしめた。ティメルからは彼女の背しか見えないが、その腕の中でデーセオがどんな表情をしているのかというのは容易に想像がついた。

　レーニスはデーセオを抱きしめる腕に力を込めていた。

　呪いは幾重にも糸が絡み合って対象となる人物を蝕んでいくようなもの。それを解きほぐすために、聖なる力を注ぎ込む。他人の不幸を願う呪いはその絡み方が緩いのだが、デーセオにかけられている呪いは明らかな殺意。複雑な呪いの糸がデーセオを覆っている。

　彼女の額には、じんわりと玉のような汗が浮かび始める。

　バシンッと、デーセオからまばゆい光がはじけ飛んだ。

　そっとレーニスがデーセオから離れる。肩は大きく上下に揺れ、息はあがっていた。呼吸を整えてから、レーニスは尋ねた。

「終わりました。気分は、どうですか？」

「悪くはない」

　デーセオは顔中を緩めていたのは、呪いの一つが解けたことだけが理由ではないだろう。だが、レーニスは口の端を持ち上げて、安心したように微笑んだ。

「ああ、よかったです。四つの呪いのうちの一つが解呪ができたと思います。本当は進行性の呪いを最初に解呪したかったのですが、どうやら今の私の力では無理なようで。それを抑えた上で、他の呪いの一つを解呪しました。他の呪いも少し複雑ですので、もう少し旦那様からお話を聞いてからの解呪になるかと思います」

　レーニスがすっとデーセオから離れれば、ティメルからもその顔が見えるように立った。

「なんと。はぁ……さすがです……」

　ティメルはそう言葉を漏らす。

　デーセオの顔を覆っていた刺青のような模様が、先ほどよりも薄くなり、複雑な模様を形成していたうちの一つがなくなっているようにも見える。

「レーニス様。レーニス様の力を確認してもよろしいでしょうか。その、解呪によってどれだけ力を使ったのかを確認したいのですが」

　ティメルが口にするとデーセオがジロリと優秀な部下を睨んだ。その顔は、またかと言っているのだが、レーニスがそっと手を差し出したため我慢しているようだ。

「では、失礼します。……。先ほどより弱く感じますが、それでも力がなくなったという感じはしません」

　その言葉にレーニスはほっと胸を撫で下ろす。

「なぜだ？」

　デーセオが尋ねた。

「なぜ、急にレーニスの力が戻ったのだ？」

　それを望んでいたにもかかわらず、何がきっかけで戻ったのかと、デーセオは不思議に思っているようだ。

「恐らく、まあ、私の推測ですが。レーニス様は聖なる力を使いすぎていたのではないでしょうか。他の聖女や聖女候補たちよりも、多く祈りを捧げていたとお聞きしていますので。需要と供給の関係のバランスが崩れ、それで聖なる力が枯こ渇かつしてしまったのではないかと思うのです。こちらに来てから、祈りを捧げることなく暮らしていたので、それで徐々に回復したのかと。そもそも前例がないため、詳しいことはもう少し調べてみないとわかりませんが」

　足と腕を組んでいたデーセオはなるほどとうなずく。レーニスは自分でも気づかぬうちに、顔をこわばらせていたのだろう。

「どうかしたのか？」

　デーセオに声をかけられたレーニスは、はっと顔を上げた。

「あ、いえ。その。力は失われていなかったんだなと。そう思ったら、少し……」

「そうか」

　何やらデーセオも考えている様子。

「レーニス」

「はい」

「もしかして、神殿に戻りたいのか？」

　レーニスは驚いてデーセオの顔を見上げた。




　これは完全に二人きりの世界である。間違いなくティメルのことを忘れている。

「あ、いえ。そういうわけではありません。それに、私は一度聖女候補の任を解かれた身。そんな簡単にあそこへ戻れるとは思っておりませんし」

「そうか」

　彼女の言葉にデーセオも安心した様子を見せる。恐らく、レーニスのことだから民のために神殿に戻りたいと言い出すのではないかと思っていたに違いない。そうなった場合、デーセオは彼女をあきらめきれるのだろうか。

「ですが。困っている人がいるのであれば、力になりたいとは思います」

　それが彼女の本音なのだ。間違いなく。

「でしたら」

　そう言ってティメルがパンと手を叩いた。二人きりの世界に水を差すかのように、ではなく私もいますよというアピールを込めて。

「デーセオ様と共に、領地を見て回られてはいかがでしょう？」

「領地を？」

　レーニスが聞き返すと「はい」とティメルは大きくうなずく。

「フルヘルト領は広いので、ここの他にも集落が点在しているのです。そこを視察されるのはいかがでしょう。領主であるデーセオ様と共に、レーニス様にも訪ねていただけたなら、民も喜ぶと思います。それに、どうしても外れの集落は貧しく。お恥ずかしい話ですが、援助が間に合っていないという現状もあるのです。本来であれば、デーセオ様が定期的に足を運べればいいのですが、竜騎士部隊の方の任務もありますから。ですから、レーニス様のお時間があるときにはお一人でも、ぜひともさまざまな集落に足を運んでいただきたいものです」

　ティメルがそのような提案をするのは、その各々の集落では聖なる力を必要としている現状があるからである。

「ティメル。私で役に立つことがあるのであれば、喜んでそれを引き受けます」

「レーニスが行くなら、俺も行くぞ」

　ぶほっとティメルは噴き出しそうになった。お茶を飲んでいなくてよかったと思う。

「ですから、今。デーセオ様は竜騎士部隊の方のお仕事もあると申し上げたばかりですよね。二人で行けるところは二人で行ってください。ですが、デーセオ様は竜騎士部隊のお仕事を優先させてくださいという意味です」

「俺的にはレーニスを優先させたいのだが」

「そういうことを言うのはやめましょう」

　ティメルがピシャリと言うので、デーセオは渋々口を閉じた。

「さすがに私一人で赴くというのもまだ早いと思いますので、その、旦那様が視察されるときに同行するという形でお願いします」

　どうやらこの妻は、ちょっと色ボケし始めた旦那の扱いを覚えてきたようだ。自分一人では手に負えなくなりつつあるこの主を、うまく手のひらで転がしてくれたなら、非常に助かるところだと、ティメルは期待していた。

「では、スケジュールの調整は私が行いましょう」

　ティメルが立ち上がった。そろそろこの二人の空間にいるのは耐えられないという思いと、レーニスに力が戻ったことを確認できたのであればもう十分だという思いと。

「ティメル」

　部屋を出ていこうとするとレーニスに呼び止められる。その隣でデーセオがさっさと出ていけという形相で睨んでいるため、ティメルとしてはできることならばこのタイミングで呼び止めてほしくなかったという思いがある。

「その、いろいろとありがとう」

「いえ。奥様のお役に立てて何よりです」

　ティメルが頭を下げ再びレーニスに目線を戻した。すると、彼女の隣でデーセオがしっしっと犬でも追い払うかのように手を振っていたため、彼は苦笑を浮かべながらその場を去った。










八、飛竜との出会い




　やっとレーニスと二人きりになれたデーセオであるが、可能であれば先ほどの続きをという欲はあった。

「視察はいつもどのようにして行っているのですか？」

　レーニスがニコニコと顔中に笑顔を浮かべながら聞いてくるものだから、先ほどまでの甘い空気はない。デーセオも平静を装よそおう。

「そうだな、外れの集落には飛竜で行くこともある」

「まあ、飛竜ですか？　私、まだ飛竜は一度も見たことがないのです」

「そうか。なら、今日、時間があれば飛竜舎を案内しようか？」

「え、本当ですか？　うれしいです。あ、ですが……」

「どうかしたのか？」

　デーセオがレーニスの顔を覗き込むようにして、そっと顔を近づける。デーセオはだらしなく顔が綻んでいる自覚はあった。だが、レーニスには気づかれていないようだ。

「その、飛竜舎に行くには、ここから馬で向かう必要があると聞いています。私、まだ馬には一人で乗れなくて。練習はしているのですが」

「心配するな、俺と一緒に乗ればいい」

　これで堂々と新妻に触れる機会を手に入れたと思っているデーセオなのである。

　ただ、残念なことに、あの書類の山を片づけなければ飛竜舎に行くことはできないことを思い出した。




　結局、デーセオがレーニスを連れて飛竜舎に行くことができたのは、それから六日後のことである。それだけデーセオが仕事をためまくっていたのだ。それでも六日でやり終えることができたのは、優秀な部下と妻のおかげかもしれない。

　レーニスは、デーセオから呪いを受けたときの話を聞き、解呪の方法を探っていた。恐らくてこずるのは進行性の呪いだろうと彼女は考えているようだ。それでも、四つのうちの二つ目の呪いについても解呪に成功し、デーセオの顔を覆っていた刺青のような模様は次第に薄くなっている。複雑に絡み合っていた呪いの糸は、彼女が取り戻しつつある聖なる力のおかげで解くことができた。恐らく三つ目も、聖なる力によって解呪することができるだろう。

　だが、どうしても解呪方法がわからないと悩んでいるのが、最後の進行性の呪いである。

「レーニス」

　彼女の体をふわりと持ち上げて、馬に乗せると、その後ろにすぐさまデーセオも飛び乗る。レーニスはいつもの軽やかなドレス姿と異なり、動きやすいトラウザーズ姿だ。

「ほら、ここを握れ」

　デーセオが手綱をしっかり持つようにと、耳元で言えば、レーニスも少しくすぐったそうにして耳の下まで赤く染めてしまう。デーセオは彼女の後ろから手を伸ばし、彼女を抱きかかえるようにして馬に乗った。

「行くぞ」

　デーセオが馬の腹を蹴ると、馬はゆっくりと歩き始める。レーニスは恐る恐るという表現が似合う状態で体をデーセオに預けているのだが、デーセオとしては、これは願ったりかなったりだった。

「怖くはないか？」

　彼女の頭の上から声をかけてみると、ピクリとかわいらしい耳が動くのが見えてしまい思わずパクリと唇で食はみたくなったが、そこは我慢する。

「はい。大丈夫、です」

　レーニスはいろんな意味で緊張していた。馬に乗っているという事実も緊張している要因の一つだが、後ろにデーセオがいるというのもその要因の一つ。

　のんびりと馬を歩かせて三十分。飛竜舎へと着いた。




「お待ちしておりました、デーセオ様、レーニス様」

　迎えてくれたのはティメル。優秀な部下はどこまでも優秀だった。

「この飛竜舎の隣には、竜騎士たちの宿舎も併設されております。竜騎士たちは普段はそちらで寝泊まりをしているのです」

「そうなのですね。皆さんにご挨拶しなければなりませんね」

　レーニスが言うと、「しなくてもいい」とデーセオの顔が言っていたのだが、ティメルはそれを無視した。

「部隊長の奥様が来られるということで、皆、楽しみに待っております。どうぞこちらに」

「ありがとう、ティメル。旦那様、皆様のこと、紹介してくださいね」

　やはりデーセオは自分の妻に頭が上がらない。口の端を綻ばせて渋々とうなずくと、目の前のティメルが笑いをこらえながら、こちらを眺めている。

「なら、先に宿舎を案内しよう」

　デーセオが腕を差し出すと、その腕にすんなりと自分の腕を絡ませるレーニス。こういった彼女のさりげない仕草が、デーセオを喜ばせていることに彼女は気づかないのだろう。そして、周囲に与える影響力というものを。先ほどからティメルがニヤニヤしながら見ているのが気になるのだが。

「あ、部隊長。お疲れ様です」

　宿舎の談話室で休憩していた竜騎士の一人がデーセオに気づいたようだ。デーセオの姿を見た途端、すっと立ち上がって頭を下げる。

「あ、いや。そのままでいい。休憩中なら、ゆっくり休んでいろ。今日は妻が、ここを見学したいと言っていて、だな」

　動揺している気持ちを悟られないようにデーセオは言葉をかけたつもりだが、少し声が上ずってしまった。

「あ、部隊長の奥様ですか」

　ピシッと挨拶をする彼らに、レーニスも労ねぎらいの声をかけた。

「奥様からそのようなお言葉をいただけるとは、感無量であります」

　デーセオは、この部下が鼻の下を通常の二倍に伸ばしていることに気づいた。間違いなくレーニスのせいだ。彼女はかわいい、と客観的に見て思う。見た目はそれなりに整っている。さらに、長年聖女候補として慎ましく生活をしてきたからか、そこから滲み出るやわらかさが、彼女の魅力をさらに倍増させているのだ。

　恐らくそれにレーニス本人は気づいていない。なにしろ慎ましい女性だから。

「次は、飛竜舎を案内する」

　そう言ってデーセオがレーニスを連れて立ち去ろうとすると。

「っていうか、部隊長の奥様って、部隊長にはもったいないような方ですよね……」

　部下たちのだだ漏れの本音が談話室に微かに響いていた。ただし、その言葉はデーセオの耳には届いていない様子。

　デーセオは、レーニスを隣の飛竜舎へと案内しているところだった。飛竜舎にはもちろん飛竜がいる。飛竜は竜騎士の番とも言われている存在。

「あ」

　レーニスはうれしそうに声をあげると、するっとデーセオの腕を離し、飛竜の方へ駆け寄った。竜騎士でない者が飛竜に近づくことは非常に危険である。敵とみなされてしまうから。あのティメルでさえ、彼らに認められるのに一か月という時間を要した。

　それにもかかわらずレーニスがある飛竜へと引き寄せられるかのように近づいていく。

「レーニス」

「レーニス様」

　そこで止まれとデーセオは言いたかった。

　近づかないでくださいとティメルが言いかけたことにも気づいた。

　だが、彼女の名を呼んだだけでその後の言葉が続かなかったのは、飛竜が首を伸ばしてきてレーニスの頬に触れたからだ。

　レーニスが飛竜に触れたのではない。飛竜がレーニスに触れた。つまり、飛竜がレーニスを認めたということだ。

「旦那様、この子が旦那様の飛竜さんなのですね」

　飛竜がレーニスに頬に触れ、レーニスも飛竜の首を優しく撫でている。竜騎士ではない人間と飛竜が触れ合う光景を、デーセオは見たことがなかった。

「あ、ああ。そうだ」

　呆ほうけながら返事をするデーセオだが、やはりあの飛竜がレーニスに懐いているのはどこか信じられないという気持ちが勝っていた。

「レーニス。その、飛竜は怖くないのか？」

「え、えぇ。怖いという気持ちはありません、だってこんなにもかわいらしいのですから。それに、ね」

　レーニスが飛竜に声をかけると、飛竜もキューと鳴く。まるで二人で会話をしているかのようだ。

「レーニス。もしかして、飛竜と会話しているのか？」

「会話？　ええと、会話かどうかはわかりませんが。飛竜さんが先ほどから旦那様のことをいろいろと教えてくださっています」

　このように「うふふ」といたずらっ子のように笑うレーニスを、デーセオは今まで見たことがない。

「おい。お前、変なことをレーニスに言うなよ」

　キィッと飛竜は鳴く。それもいたずらっ子のような鳴き声だ。

「やはり、旦那様と飛竜さんも仲良しなんですね」

　レーニスが微笑めば、飛竜もキュゥンと鳴く。デーセオとしてはこの飛竜に言いたいことがたくさんあるのだが、それを言ってしまえば飛竜はデーセオのいないところでレーニスに告げ口をするだろうということが、目に見えていた。そのくらい、二人の仲が良さそうに見えるのだ。

　あのティメルでさえ驚いている。

「旦那様。あの、旦那様の飛竜さんが、他の飛竜にも挨拶をするようにとおっしゃっているのですが」

「飛竜が言うなら、そうした方がいいだろう。こっちだ、案内する。おい、お前。後で覚えておけよ」

　捨て台詞ぜりふを飛竜に言っているデーセオであるが、この飛竜が反省するようには見えないし、デーセオのことを恐れているようにも見えない。どちらかというと、ティメルと同じようにデーセオとレーニスの関係を楽しんでいるようだ。

　デーセオが他の飛竜たちの前にレーニスを連れていくと、他の飛竜もキュウキュウと鳴き出した。それを聞きつけた竜騎士たちも飛竜舎へとやって来る。

「何が起こったんですか」

「何が起きた」

「飛竜に何かあったのか」

　次々に非番の竜騎士たちがやって来るのだが、彼らも飛竜たちが首を伸ばしてレーニスとじゃれ合っている姿を目にして驚くしかない。

「あの、旦那様。飛竜たちに祈りを捧げてもよろしいでしょうか」

　飛竜が健やかであるように。飛竜が怪我をしないように。そういった祈りを捧げたいと彼女は言っている。

「ああ、そうだな。せっかくだから、頼む」

「ありがとうございます」

　むしろ礼を言わなければならないのはデーセオや竜騎士たちの方であるのに、祈りを捧げることができてうれしいと言わんばかりの笑顔を彼女は浮かべていた。
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　竜騎士部隊の中でもレーニスの評判はいい。彼女の人柄だけでなく、その祈りの効果も。そのような女性を妻として娶ることができたデーセオも機嫌がいい。

　だけど、なぜあのような女性が部隊長と結婚したんだろうという部下たちのささやき声はささやきになっていないから、彼の耳にもちろん届いていた。

『なぜ』ってそれは彼女を金で買ったからだ。それ以外の理由はない。

　だからってそれを堂々と胸を張って口にしたら、外道とか鬼畜とか人でなしとか、そういった言葉を部下からかけられるのがわかりきっているし、自分も彼女を金で手に入れたことをどこか恥じている部分がある。どうせなら、もっと別の出会い方をしたかったという気持ちが今になって湧き起こっていた。

「レーニス。今日は北の集落へ視察に行く。そこは地形のせいか、この領地の中でも作物の育ちが著しく悪い土地なのだ」

　それは、レーニスが飛竜舎へ足を運んでから三日後のことだった。

　デーセオがやっとこの屋敷に戻ってくるようになってから、レーニスとも毎日顔を合わせるようになった。なにしろ、妻に顔を隠す必要がなくなって、彼女と会いたくない理由がなくなったため、当然といえば当然である。むしろ、飛竜舎に行きたくないとか、もっとこちらで書類仕事を一緒にこなしたいとか、そういった邪よこしまな気持ちも湧いてくるほどだ。もちろん、ティメルにはその気持ちを見透かされており、ゆえに優秀な部下は分単位でスケジュールを入れてくる。いいことなのか悪いことなのか。

「はい、旦那様」

　レーニスのかわいらしい声で、ふと我に返るデーセオ。

　レーニスも執事のジョナサンから、この領地にある各集落についてはざっくりと薀蓄を聞いていたわけではあるが、話を聞いたのと実際に目にするのとでは違うところもあるだろう。

「そういうわけで、飛竜で行く」

「はい？」

　そういうわけの繋がりがわからなかったが、馬での移動よりも飛竜での移動の方が明らかに速いのは確かだ。

「あの、旦那様。今回は私も共に視察に向かうのですよね」

「そうだ」

「ということは、私も飛竜に、でしょうか」

「そうだ。何も問題ない。飛竜もいいと言っている」

「え、飛竜さんが」

「そうだ。むしろ、飛竜の方が楽しみにしている」

　くそったれが、とデーセオは心の中で悪態をついた。レーニスは自分の妻であって飛竜の妻ではないというのに。と、飛竜にまで嫉妬しているデーセオである。

「視察へ行ってくる」

　執事のジョナサンに告げ、おおよその帰宅時間を伝えておく。それから馬で飛竜舎へ向かい、ティメルと今日の視察内容の確認をする。

「デーセオ様」

「なんだ」

　これからレーニスとのデート、ではなく視察で楽しみにしているところを、なぜか水を差すような声色で主の名を呼ぶティメル。

「例のサライト王国の件ですが、何やら新しい船をつくり上げている話も聞こえてきます。バクスタから船と造船の技術を集めているようですね」

「そうか」

　そこから考えられることは、その船を使って海路からこのクレイデル王国へ攻め入る戦法だ。だが、ただ船を集め、そして新しい船をつくっているだけでは、デーセオとしてはどうにも動くことができない。国に伝えるとしたら国境の敵の守りが薄くなったことだけだろう。

「悪いが、引き続き情報収集を頼む」

「承知しました。デーセオ様のデートに水を差すようなことを申し上げてしまい、大変申し訳ございませんでした」

「な……。デートではないぞ。視察だろうがっ」

　なぜこのティメルという優秀な部下は、すぐに人の心を読んでくるのか。

「そうでした、視察でしたね。失礼しました」

　鈍感なデーセオでさえ、ティメルがわざとそんなことを口にしているのだと気づいた。何かしら反論をしたいと思ったのだが、先ほどからレーニスを待たせているので取り合わないことにした。

「では、お気をつけて」

　そう言ったティメルの声は少し震えていた。この男はとデーセオは心の中でだけで毒づいておくことにする。




「レーニス」

「ティメルとのお話は終わったのですか？」

「ああ、待たせてしまってすまなかった」

「いいえ。今も飛竜さんとお話をしていたので、大丈夫ですよ」

　そのレーニスの言葉に、デーセオは飛竜をじろりと睨む。飛竜は怯えたようにしてレーニスに首を伸ばすものだから質が悪い。なぜデーセオの周囲にいる者たちはこのような態度をとるのか。

「では、行くぞ。飛竜の背に乗るからな」

　もちろん、レーニスにとっては飛竜に乗るということは初めてのこと。服装もいつものドレス姿ではなくトラウザーズ姿。

　デーセオがレーニスの体をふわりと持ち上げた。その体を飛竜も首を伸ばして支える。飛竜の背にまたがったレーニスの姿を見て安心したデーセオは、自分もその背に飛び乗った。

「行くぞ、飛竜。北の集落まで頼む」

　キゥと鳴いた飛竜が大きく羽ばたくと、ふわりと浮いた。

「きゃっ」

　初めての浮遊感にレーニスは驚きの声をあげる。そして、ぐらっとバランスを崩しそうになるがそこはデーセオが後ろからがっしりと抱き留めた。

「大丈夫か？」

「あ、はい。初めての感覚で、驚きました」

　キュゥと鳴いた飛竜が、「ごめんね」と言っているようにも聞こえたが、レーニスは優しく飛竜の首元を撫でた。

「こちらこそ、驚かせてしまってごめんなさい」

「怖いなら、しっかりとこれにつかまっていろ。お前のことは俺が支えているから安心しろ」

「あ、はい」

　レーニスは安心してその背をデーセオに預ける。レーニスからは見えないけれど、デーセオの顔はだらしなくにやけていた。

　空の上では、デーセオがだらしない顔をしていても誰にも知られることはないはずだ。まあ、知られたとしても飛竜くらいだろう。

　空の旅は快適だった。快適になるように、飛竜がいつもよりゆったりと羽ばたいてくれているのだ。それに気づいているのはデーセオだけだが、あえて何も言わない。
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　飛竜に乗って二十分後、北の集落に着いた。もし早馬で駆けていたなら三時間はかかっただろう。それだけフルヘルト領は広大なのだ。

「あー、飛竜だー」

　楽しそうな子供たちの声が聞こえてきた。それを合図にしたかのように、集落の大人たちも空を見上げ、手を振っている。

　集落から少し離れた場所、いつもの着陸の場所に、飛竜で降り立つと、すでにその周りには子供たちが集まっていた。

　デーセオが飛竜から飛び降りると、レーニスに向かって両手を広げた。降り方がわからなくて困っていたレーニスだが、恐らく彼のその手に向かって体を預けろという意味であると勝手に理解する。レーニスも同じように手を広げて、デーセオに抱きつくために飛竜から降りると、すっぽりと彼の腕の中に収まってしまった。

「領主さまー、おめでとうございますー」

「領主さまー」

「おめでとう」

「お嫁さん、見せてー」

　子供たちのかわいらしい声に交ざって、大人の冷やかすような声も聞こえてきたが、デーセオはそれにいちいち腹を立てるようなことはしない。相手は大事な領民なのだから。ティメルやあの部下たちとは違うのだから。

「レーニス、ここが北の集落だ」

　言いながら、デーセオは腕の中のレーニスを解放した。

「レーニス、皆に顔を見せてやってくれ」

「あ、はい」




　レーニスは民の前に出て顔を見せた。

「皆さん、初めまして。このたびデーセオ様に嫁ぎました、レーニスと申します」

　こんな挨拶でよかったのだろうか、と思い、デーセオの方を見上げると彼は満足そうにうなずいてくれたので、少しだけ安心した。

「まず、この集落の長おさに挨拶をして、現状を確認する」

「はい」

　デーセオが差し出した手を黙って握るレーニス。そして、集まった民の方に歩み寄って、幾言か言葉を交わす。

　それを見てレーニスは、デーセオが皆から好かれていることをあらためて感じた。まだ、呪いの模様のすべては消えていないけれど、それでもだいぶうっすらとしていて近づかないとわからないくらいになっている。残っているのは進行性の呪いのみ。これは解呪方法を間違えると、解呪者に呪いが移ってきてしまうから、慎重に行う必要があった。だから、文献などを調べ、もう少し力が戻ってからと思っているところなのである。

「レーニスさまー」

　幼い声に名を呼ばれた。レーニスが声の主を探すと、それは小さな女の子だった。

「おめでとうございます」

　小さな花束をレーニスに手渡そうとしている。驚いてデーセオを見上げると、受け取りなさいとその顔が言っていたので、レーニスはそれを受け取った。

「ありがとう。あなたに、幸せが訪れますように」

　レーニスはその子の頭を優しく撫でた。




　デーセオはこの集落の長の家に向かって歩いていた。

　本当であればデーセオはレーニスと手を繋いでそこまで向かうはずだったのに、レーニスの両手は子供たちによって塞がれている。だからといって、これでいじけるような心の狭いデーセオではない。子供たちには優しいのだ、こう見えても。ちょっと心の中がモヤッとはしているけれど、それを表情に出さないようにする。

　レーニスは子供たちに囲まれて楽しそうに笑っている。

　彼女は子供が好きなのだろうか。そろそろ子を望んでもいいのだろうか。いや、まだ二人だけの生活を楽しみたい。先に呪いを解いてもらってからだとか、変なことを一人で悶々と考えてしまうのは、彼女が子供に囲まれているせいである。そういうことにしておこうと思った。なにしろ、今日はツッコミ役のティメルがいないのだから仕方ない。

「デーセオ様、お待ちしておりました」

　長は快くデーセオとレーニスを迎え入れてくれた。

「このたびはご結婚、おめでとうございます」

　これから視察に行くたびに、この言葉を贈られるのだろうなとデーセオは思ったが、悪い気はしない。むしろもっと言ってほしいという気持ちさえある。

「ああ。先日は、遠いところ結婚パーティに足を運んでくれて感謝する。今日、来たのはここの農作物の様子を確認するためだ。今年はどうだ」

「お気遣い感謝いたします。ですが、情けないことに、今年もこの冬を乗り越えられるかどうかというところでありまして」

「なるほど。食料を備蓄している倉庫を確認させてもらいたい。それから、畑を見せてもらいたい。もちろん、帳簿もだ」

「はい」

　デーセオの言葉に素直に従うからといって、この長が不正していないとは限らない。一度苦い経験をしたことのあるデーセオは必ず最初に帳簿を確認することにしている。だが、残念ながらこの集落は不正ができるほど豊かではないのだ。

　レーニスは黙ってデーセオの様子を見ている。デーセオが意見を求めればそれに応える程度で、でしゃばるようなことはしない。帳簿を二人で確認したが、やはり不正を行ったような跡はないし、そもそも不正を行えるような余裕もない。

　そして帳簿を元に備蓄倉庫を確認し、フルヘルト領として支援すべき量を見定め、最後に畑へと足を運ぶ。ここはもともと乾いた土地であったところに水路を引き、畑をつくり、そして人が集まって集落となった場所なのだ。

　広大な領地のため、たわわに実を結んでいるところと、そうではないところがくっきりと分かれていた。

「旦那様」

　珍しくレーニスの方からデーセオに声をかけた。

「どうした、何か気になることでもあるのか？」

「いえ、ただ。その、祈りを捧げてもよろしいでしょうか。こちらの土地の実りが悪いのは、恐らくこの土地の精霊のいたずら。神への感謝を忘れずにと、精霊たちが伝えてくるのです」

　レーニスが言うと、長ははっと表情を曇らせた。

「そう、ですね。日々のことで手いっぱいで、感謝の気持ちを忘れていたかもしれません」

　レーニスが長のその言葉にうなずくと、実りの悪い畑に向かって両手を合わせた。いつ見ても彼女の祈りは美しいとデーセオは思う。傲おごり高ぶることなく、ただただ相手を思う祈り。

　しばらくそうやって手を重ねて祈りを捧げていたレーニスを、デーセオと長が黙って見守る。

「終わりました。これからも精霊たちと仲良くしてください」

「ありがとうございます、奥様。奥様は聖女様でいらっしゃったのですか？」

　祈りを捧げたことでそう思ったのだろう。

「いえ、元聖女候補です」

「なるほど。だから、そのような聖なる力をお持ちなのですね。本当にデーセオ様は素敵な方と巡り会われたのですね。これはこれは、素晴らしいことです。お二人の馴なれ初そめなども聞きたいところですな」

　あはははと長が笑ったところで、このままここに長居してはまずいと、デーセオは直感的に思った。

　せっかくだから夕飯でもとなって酒の席を設けられ、根掘り葉掘り聞かれるパターンだ。レーニスを金で買ったとは、口が裂けても言えないけれど、酒が入って気分がよくなってしまってはどうなるかわからない。

「ん、う、まあ。レーニスもこう言っていることだから。日々、生きていけることに感謝をしつつ、だな。まあ、その気持ちを忘れずにってことだ」

「はい。奥様に祈っていただきましたので、我々もその気持ちを忘れずに、日々の生活を送っていきたいと思います」

「また、何かあるようなら遠慮せずに連絡をしろ」

「はい。デーセオ様からのありがたきお言葉。そして、お二人に幸多からんことを祈っております」

　長の言葉にレーニスが反応する。

「あら。それは、私の方の台詞でした。この集落に、幸多からんことを」

　レーニスが言えば、長の顔も少し綻ぶ。

「本当に、デーセオ様は素敵な方と一緒になられた。我々もうれしく思います」

　長のその言葉に満足そうにうなずいたデーセオは、夕食でもと言われる前に逃げようと思っていたので、話を終わらせようと割り込む。

「では、そろそろ戻る」

「せっかくですから、夕食をと思っていたのですが」

「夜の飛竜での移動は危険だからな」

「でしたら、泊まっていってください」

「いや、明日は、朝から部隊の方に顔を出さねばならんからな」

　今考えた当たり障さわりのない嘘である。

「そうでしたか。お忙しいところ、わざわざこうして足を運んでいただき、感謝いたします」

「いや。君たちのおかげで、皆、生活ができている。こちらこそ、礼を言わせてもらう」

「ありがたきお言葉、幸せです」

　長がゆっくりと頭を下げ、そして再び上げるのを見届けてから。

「では、レーニス。帰るぞ」

「はい、旦那様」

　レーニスはデーセオが差し出した手をためらいもせずに取った。




　レーニスは不思議な気持ちだった。お金で買われたはずの彼に、このような穏やかな気持ちを持つようになるとは。いや、初めからデーセオとなら幸せになれるかもしれないと期待していた部分はあったのだ。あの神殿で出会った下品なパエーズ卿とは真逆の温かさがあった。自分の顔を見たらレーニスが怖がるだろうからと必死で隠し、自分のことを下品な男と言いながらレーニスに優しく触れてくる。

　不器用で優しくて、そして民と飛竜を思っている男だった。そしてどことなくずれているところがあって、使用人や部下たちからもいろんな意味で慕われている。

「レーニス」

　飛竜が待っている場所に着くと、また子供たちに囲まれた。

「領主さま、またきてください」

　小さな女の子がデーセオに花束を渡す。花束といっても立派なものではない。恐らく、その辺の草花を摘んできたものだ。

「レーニスさまも」

　レーニスには花冠だった。

「まあ、うれしい。お姫様になったみたい」

　女の子から花冠を頭にかぶせてもらった彼女は、子供のようにはしゃいでいる。

「レーニスさま。ぼくね、お兄ちゃんになるんだよ」

　嬉しそうに男の子が言う。

「まあ、素敵ね。きっと赤ちゃんもお兄ちゃんに会えることを楽しみにしているわね」

　男の子の後ろには、お腹なかの大きな女性が、やわらかな瞳でたたずんでいた。レーニスはそっとその妊婦に駆け寄る。

「この子に祝福を」

　レーニスはお腹の子に優しく声をかける。

　ありがとうございますと、彼女は頭を下げた。それはレーニスの聖なる力による祝福の祈り。これから生まれてくる命が、無事に育まれますように、という祈り。

　こういった祈りは、神殿にいたときも捧げていた。

　新しい命、希望の命。これから生まれてくるすべての命が、平等に幸せになれますようにと。

「レーニス。名残惜しいところではあるが、暗くなる前に戻るぞ」

　いつもの口調でそんなことを言っているデーセオなのに、なぜかその顔が優しく見えたのがレーニスにも不思議だった。

　帰りも同じようにデーセオに抱きかかえられて飛竜に乗る。

　背中から感じる彼の体温が、じんわりとレーニスのすべてを包み込んでくれるようで、なぜか心がほっこりとした。




「レーニス、寒くはないか？」

　だいぶ日が傾いているため、空の旅も少し風が冷たく感じるようになってきた。

「はい、その……。旦那様が温かいので」

　口にしてからレーニスははっとする。今、ものすごく恥ずかしいことを口走ってしまった。

「そうか。寒くないのなら、いいんだ。少し、風が出てきたからな」

　デーセオが当たり障りのない返事をしてきたため、レーニスは彼に気づかれないようにほぅと息を吐いた。どうやら、デーセオは先ほどの言葉を気にしていないらしい。

（この顔を、旦那様に見られなくてよかったわ）

　間違いなく今、レーニスの顔は火ほ照てっている。それは、西に沈む太陽の日に染められているわけではなく、レーニス自身の熱によって染められているもの。

　彼女を包んでいるデーセオの腕に力が込められたような感じがしたので、レーニスはつい上を向いてしまった。デーセオもそれに気づいたらしい。目が、合う。

　ドキリとレーニスの心臓が高鳴った。見られてしまった、この顔を。

「どうかしたのか？　やはり、寒いのか？　もしかして熱が出てきたのか？　顔が赤いぞ」

　空の上だというのに、デーセオがあたふたし始める。

　デーセオのその言葉にかぁっと顔が熱くなったレーニスは、右手で顔を隠してしまった。

「ち、違うのです。その、恥ずかしくて」

「恥ずかしい？　何か、恥ずかしいことがあったのか？」

「いえ、旦那様が気づいていらっしゃらないのであれば、なんでもありません」

　キュウと飛竜が鳴いた。二人の会話を一番聞いていたのは、飛竜なのかもしれない。この飛竜は人の言葉をわかっているのだ。

　デーセオがもう一度彼女を抱く腕に力を込めたことにレーニスは気づいた。

　顔立ちも体の大きさも、すべてが彼女を怖がらせるのではないかと思っているようだが、レーニスはそんなデーセオのすべてを受け入れている。背中からすっぽりと覆ってくれる彼の体格が、どこか心強い。そして温かい。もしかして、レーニスが寒いのではないかと思って、風よけにでもなってくれているのだろうか。

　キュキュッと飛竜が鳴いて降下する。いつもの飛竜舎が見えてきた。




　飛竜から降り立ったデーセオとレーニスであるが、レーニスの手に触れると彼女の手が冷えきっていることにデーセオは気づいた。

「すまない、気が利かなくて」

　もう少し厚い革の手袋を彼女に与えればよかった。それでも彼女は、恥ずかしそうにはにかみながら「いえ」と答える。

「宿舎に顔を出したらすぐに屋敷に戻るから、君はここで待っていてくれ」

　飛竜舎にレーニスを残しデーセオが宿舎に足を向けようとしたとき、近づいてくる人影があった。もちろんティメルである。

「おかえりなさいませ、デーセオ様。無事にお帰りになられたこと、確認できましたのでどうぞさっさとお屋敷にお戻りください」

　いちいち引っかかる言い方をしてくる優秀な部下である。ジロリと彼を睨んで威嚇してみるが、このようなことでひるむようなティメルではない。

「本当に、デーセオ様が真面目に仕事に取り組むようになって、私としてはレーニス様に感謝しかありませんね。そのレーニス様をお待たせしているんでしょう？　だから、さっさとお戻りください」

　ぐぬぬと声にならない声を心の中であげながらも、反論できないのが悔しかった。

「わかった、今日は戻る」

　くるりと背を向けると、ティメルはわざとらしく「あ」と声をあげた。だから、なぜこの男はこうなのか。

「陛下から書簡が届いておりましたので、屋敷の方に届けておきました。お戻りになられましたら、確認をお願いいたします」

　デーセオは盛大にため息を吐いた。それはもう、わざとらしく。

「確認しないうちに破って丸めて捨てないでくださいね。執事のジョナサン殿に預けておきましたので」

　ジョナサンに預ける時点で、デーセオの行動は読まれているのだ。

「ちっ」

　デーセオは苦々しく舌打ちをしてから、レーニスの元へと戻る。

　手持ち無沙汰にさせてしまったかと思っていたが、どうやら彼女は飛竜と何かを話しているようだ。優しく飛竜のお腹を撫でている。

「待たせて悪かった」と言うと、彼女は「いえ」と言う。

「飛竜さんとお話をしていましたから、ね」

　レーニスが飛竜に向かって首をかしげると、飛竜もキゥと鳴く。

「お前。レーニスに余計なことを言うなよ」

　もちろんデーセオは飛竜への威嚇も忘れない。威嚇されても飛竜は気にしていないようだ。よっぽどレーニスのことが気にいったのだろう。首を伸ばして、レーニスの頬に顔を近づけている。

「お前はゆっくり休め」

　首を伸ばしてレーニスとじゃれ合っている飛竜の顔をデーセオが手で押さえ込むと、飛竜は渋々とその場で体を丸めてうずくまった。

「日が沈みきる前に戻ろう」

　飛竜舎を出ると、デーセオが彼女に手を差し伸べた。だがそれは彼にとっても無意識だし、彼女がその手を取るのも当たり前のことになっている。

「レーニス。今はこれしかないが、ないよりはマシだと思う。使ってくれ」

　デーセオが差し出したのは、彼が使っていた皮の手袋。飛竜や馬に乗り、その手綱をしっかりと握るために必要なものだ。

「ですが、それでは旦那様が」

「俺のことは気にするな。それよりも、君に手袋を準備しなくて申し訳なかった。手が冷えてしまっただろう」

　レーニスだって手袋はしている。ただそれが絹の薄い手袋だったというだけだ。

「あ、ありがとうございます……」

　デーセオの手袋は、もちろんレーニスには大きすぎる。それでもその手袋に手を入れれば、冷えた指を温めることくらいはできる。

「帰るぞ」

　行きと同じように、馬に乗り、レーニスはまたその背をデーセオに預けてきた。触れたところから彼女の温もりが感じられる。

「あの、旦那様」

「なんだ。どうかしたのか？」

　飛竜の背では飛竜に聞かれると思って、あまり話すことはできなかった。デーセオの飛竜は意外と人の話を聞いていて、案外おしゃべりなのだ。だが、今はおしゃべりな飛竜もいない。デーセオもレーニスとの会話を楽しみたいと思っている。

「今日は、楽しかったです。領民とも触れ合えて。旦那様は、皆様に好かれていらっしゃるのですね」

　そんなにはっきりと『好かれている』と言われてしまったとき、どのように返事をするのがいいのか。「そんなことはない」と言えば、民の思いを踏みにじっていることになるし、「そうだ」と言えば、ただの自意識過剰の男のようにも思えてくるし。

「そうかも、しれないな。皆はよくやってくれている。あそこの集落は土地柄かどうしても作物の育ちが悪かった」

「はい。土地が原因ということもありますが。ですが、あの方たちなら大丈夫だと思います。今年は十分な作物がとれますよ」

「レーニスがそう言うと、なぜか安心できるな。俺にはあのような言葉をかけることができないから、君がいてくれて助かった」

「私も、今日は一緒に連れていってくださってありがとうございます。子供たちから素敵なプレゼントもいただけて、本当にうれしかったです」

　彼女の言っている素敵なプレゼントとは、子供たちからもらった花束と花冠のことだろう。

「レーニスは、子供が好きなのか？」

　思わずデーセオはそう聞いていた。

「そうですね。子供たちと接していると、とても元気になります」

　下心満載のデーセオの言葉には、レーニスは気づいていない。

「子供は元気だからな。子供たちから元気をとったら、ただのうるさいガキだ」

　どうやらデーセオのその言い方が面白かったようだ。レーニスがふふっと笑った。

　子供たちには元気でいてほしいというのは、デーセオの願いでもある。それと同時に――。

　デーセオは彼女のお腹を支えているその手に少しだけ力を込めた。

「レーニス。その、何も今すぐでなくていいんだ。そう、そのうち……、俺の子を産んでくれるか？」

　デーセオは口にしながらも、恥ずかしくなって背中を丸め彼女の頭に額をコツンと預けた。

「その……。授かることができれば……」

　レーニスはそう答えることしかできなかった。

　デーセオはもう一度、レーニスを抱く腕に力を込める。触れたところから、彼女の心臓の音が聞こえてくるような気がした。










九、不器用な夫婦




　屋敷に戻ったデーセオは、執務室でジョナサンから受け取った手紙を握りしめていた。

「旦那様？」

　目を見開いたレーニスが声をかけてくる。彼女の前でこのように怒りを顔に出したのは、初めてのことかもしれない。

「ああ、すまない。驚かせてしまったか？」

　レーニスの言葉で表情を和らげたデーセオであるが、その手の中にはグシャグシャに潰された手紙があった。

「あの、そのお手紙は？」

　不躾に手紙を握りしめていたので、さすがにレーニスにも気づかれてしまった。デーセオの不機嫌の原因がその手の中にあるグシャグシャになった手紙であるということに。

「ああ。陛下からの手紙だな」

　ははっとデーセオは笑った。だが、その笑みがどことなくぎこちない。そもそも陛下からの手紙をそのようにぐちゃっとしていいものなのだろうか。

「何か、よくないお知らせだったのでしょうか」

　レーニスが不安げに尋ねてきた。デーセオも隠さないのだから彼女が不安に思ってしまうのは仕方のないこと。デーセオは手の中の手紙により力を込めた。彼女に不安を与えてしまったこの手紙が憎らしい。

「まあ、よくない知らせというか。面倒くさい知らせというか」

　間違いなく後者がデーセオの本音である。それを聞いて、ほっとレーニスは息を吐く。

「旦那様は、面倒くさいことがお嫌いですものね」

　レーニスの言葉を耳にした執事のジョナサンもぷっと表情を崩した。鉄仮面をかぶるようにと訓練されているジョナサンでさえも、二人が微笑ましくて、ついつい鉄仮面を落としてしまったらしい。

「それで、どのようなお知らせだったのでしょうか」

　レーニスがデーセオの扱い方に慣れてきているということはこの屋敷の使用人誰しもが思っているところでもある。

「大したことではない。レーニス、君が気にするようなことではないのだが」

「でも、その。旦那様がそうやって握りしめてしまわれるような、そういった面倒くさいお知らせなのですよね？　でしたら、やはり、その、妻としては気になります」

　妻としてと口にしたレーニスであるが、その部分だけ他よりも声が小さくなっていた。

「そうか。妻として気になるのであれば、仕方ないな」

　そう言うデーセオはうれしさに顔を綻ばせる。しかもレーニスとは真逆で「妻として」とのところで、他より一際声を大きくしている。

「いや、本当に大した内容ではないんだ。その、俺が結婚をしたから、だな。顔を見せに来いと、いうことが書かれていてだな」

「奥様。旦那様は結婚されたことを陛下に黙っておられたのです」

　表情を崩さぬままジョナサンが報告した。

「そうだったのですね」

　レーニスにはそうとしか言えなかった。

「こうなることがわかっていたから、黙っていたのに」

　呟いたデーセオは、苦々しく奥歯を噛みしめる。

「ですが、このような手紙がきてしまった以上は、やはり陛下に報告に伺った方がよろしいのではないでしょうか？」

「さすが奥様です」と言うジョナサンの声が聞こえたような気がする。

「レーニスがそこまで言うなら、そうだな、考えておくとしよう。それよりも、腹が減っただろう。夕食にするか」

　デーセオは、我ながらうまくかわすことができたと思っている。それでも「考えておく」という言葉を口にしてしまったことには気づいていない。それもこれもレーニスにさりげなく誘導されてしまったせいなのだが。そしてこの彼の言葉はしっかりとジョナサンとレーニスの耳にも届いている。

「あ、はい。着替えてまいります」

　レーニスはサンドラを呼ぶと、着替えるために一度部屋へと戻った。

　その場を後にするレーニスを見送ると、ジョナサンはデーセオに視線を移す。

「旦那様」

「なんだ」

「お変わりになられましたね」

　鉄仮面を外したジョナサンが、楽しそうに笑っていた。




　そして夕食の場。

　デーセオもこのようにレーニスと共に食事をするようになって、幾日かが過ぎている。彼女に顔を見られても恥ずかしいとは思わなくなったし、レーニスもデーセオを怖がっている様子はない。

　彼女から怖がられるかもしれないというのは、デーセオの杞き憂ゆうだった。

　食事中にもかかわらず、デーセオはじっと彼女の顔を見つめてしまっている。レーニスがデーセオに気づいて、笑顔を向けてきた。ニコリと。

　その笑顔は反則だとデーセオは思う。

　なにしろ彼女はデーセオにとっては、妻でありながら、天使なのだから。いや、女神。

　食事中でなかったら、両手で顔を覆いたかった。デーセオは頬が熱くなるのを感じ、自分の顔が真っ赤に染め上げられているはずだと思った。

　だが、残念ながら今は両手にはナイフとフォークが握られている。顔を隠す手段がない。ジョナサンもサンドラもデーセオの表情に気づいていて、彼らはその鉄仮面の下で笑っているのだ。

「旦那様、どうかされましたか？」

　ナイフとフォークを握りしめたまま、突然動きを止めてしまったデーセオを、心配そうな表情でじっとレーニスが見つめてくる。その表情もたまらなく女神だった。

「どうもしない。ちょっと、あれだ。喉に、食べ物が引っかかってしまっただけだ」

「まあ、お気をつけくださいね」

「あ、ああ。そうだな」

　もちろん喉に食べ物が引っかかったというのは嘘である。だけど、本当に喉元に何かが引っかかってしまったような気がするのは何ゆえだろうか。恐らく、それは目の前に女神がいるからで。

　ごまかすかのように、デーセオはグラスの中身をあおった。

　夕食は最高であるような最悪なような気分になってしまった。それもこれもデーセオ自身が感情の制御ができないのが原因であるのだが、彼に言わせると妻がかわいすぎるのが悪いということになる。レーニスにとってはいい迷惑だ。もちろんデーセオがそれをレーニスに伝えることはないため、結局彼女は、デーセオの気持ちに気づくはずもない。

　そんな彼女は部屋で一人静かに本を読んでいた。この屋敷の書庫にあった、古いロマンス小説らしい。もちろん、デーセオはそのような本があったことも知らなければ、読んだこともない。

　読書の時間を邪魔しては悪いなとは思いつつも、彼女の傍にいたくて、黙ってその隣に座ってみる。

　もちろんレーニスはそれに気づいて、視線をデーセオに向けてきた。

「いや、その。読書の邪魔をするつもりはないんだ。ただ、その、隣に座ってもいいか？」

「もちろんです」

「ああ、すまない。君は読書の続きをしてかまわないぞ」

「そうですか？　何か、お飲みになりますか？」

「いや、いい。俺のことは気にするな」

「ですが。やはり隣に旦那様がいらっしゃると本よりも旦那様の方が気になるのですが。それに、実のところを申し上げますと、この本、あまり面白くないのです」

　そう言いつつレーニスは、いたずらをした子供のようにペロリと舌を出して笑った。

「ですが、読み始めてしまったので結末が気になっておりまして、それでなんとか読んでいたのです。旦那様はこれをお読みになったことはありますか？」

「いや、ないな。書庫の本はずいぶん昔からあるみたいだからな。仕事で必要な本は読むが、そういった本はあまり読まない。恐らくそれは、俺の母親が読んでいた本ではないか」

「旦那様のお母様のご本ですか？　そういえば、旦那様のご両親といいますか先代のお話というのはあまりお聞きしたことがないのですが、伺ってもよろしい話なのでしょうか」

「そうだな。結婚する前もした後も、バタバタしていたからな。霊れい廟びょうを案内せねばならないな」

　バタバタしていた原因はすべてデーセオにあるのだが、それについて口にするような彼でもない。




「霊廟……」

　レーニスは口の中で呟く。

　まだレーニスが足を踏み入れたことのない厳かな建物がある。それが霊廟と呼ばれるものであるかどうかは、彼女にはわからない。

「本来であれば、君がここに来てすぐに案内すべきだった。だが、あの霊廟には、実は俺も入れなくなってしまった……」

「なぜですか？」

「恐らく呪いのせいだろうな。それもあって、君に伝えるのを忘れていた」

　霊廟はメランド城の裏にある。だがデーセオがこの呪いをかけられてからというもの、霊廟に入れなくなってしまった。霊廟はこのメランド城の城主とその家族のみが入れるように術が施してあるのだが、呪いによってデーセオは城主と認めてもらえなくなってしまったのだろう。

　だから、本来はすぐにでもレーニスを案内すべき場所であったにもかかわらず、すっかり忘れてしまっていた。

「君だけでも行ってみるか？　もしかしたら、君だけであれば、霊廟に入ることができるかもしれない。後で場所を案内しよう」

　城主であるデーセオは、恐らく呪いを解かなければ霊廟へ入ることができない。だが、家族ならどうだろうか。

　レーニスは呪いによって霊廟に入れなくなったという話が、非常に気になった。もしかしたら、そこに解呪のヒントが隠されているのではないだろうか。

　呪いと霊廟。この二つが関係あるようにも思えてきた。

　デーセオにかけられた呪いを解くことができるのはレーニス。残っている呪いはあと一つだけ。顔の上半分を覆っていた複雑な模様の刺青のような呪いは、今はうっすらと痣あざのように残っているだけだ。だから今日も、子供たちは怯えることもなく、ああやって花束を手渡してくれたのだ。

「その前に王城へ行って、陛下に挨拶せねばならんな」

「王城へは私も？」

　国王陛下からの呼び出し状が届き、それの理由が結婚したのを報告しろという内容であれば、妻となったレーニスも一緒にと考えるのが妥当だろう。

「いや。君を連れていくつもりはない。むしろ、連れていきたくない。君を陛下に紹介するのは、気が進まない」

　そんな言葉をレーニスが耳にしたとき、やはり自分はこのデーセオの妻としても不適格な人間なのではないかと思えてきた。そもそも、金で買われた女なのだから。

　あのとき、聖女様から突きつけられた言葉が思い出される。

　――あなたにはもう、聖なる力はありません。聖女候補として不適格です。

「そう、ですよね。旦那様は私によくしてくださっていますが、しょせん、金で買った女ですから……」

　普段ならもう少し言葉を選ぶところであったにもかかわらず、その本音がボロっとこぼれてしまったのは、デーセオから言われた言葉が悲しかったからだ。




　レーニスからその言葉が出たときにあたふたし始めたのはデーセオである。

「すまん、そういう意味ではないんだ。その……君を他の男に見せたくないというか。王都は華やかだから。君に興味を持つ男がいるかもしれないし……。あれだ……」

　もしかしたらレーニスには気づかれてしまったかもしれない。見知らぬ他の男性に嫉妬してしまっていることを。

「そんなことをおっしゃるのであれば。私だって、その、旦那様が王都に行かれるのであれば、もしかしたらそちらがよくなって、こちらに戻ってこないのではないかって、不安になる、かもしれません……」

「それはない。俺は、他の女にうつつを抜かすようなことはない」

「旦那様はそうかもしれませんが、他の女性が旦那様を見て、誘惑なさるかもしれませんし」

「俺は、そんな誘惑にはのらない」

「ですが。それでも、不安なのです。私は、だって。お金で買われて嫁いできたわけですから」

「それは……」

　金のことを出されてしまうと、事実であるためデーセオも反論できない。だが、出会い方はどうであれ、今は隣にいる妻を愛しているのは事実。

「それは。俺の今までの態度も悪かった。その、あれなんだ。君がかわいすぎてどうしたらいいのかがわからなかった。君に嫌われるのが怖くて、ずっと逃げていた。君を金で買ったというのは事実だが、出会い方はなんであれ、今は、君と一緒になれたことを後悔していないし、これからもずっと一緒にいてほしいと、思っている」

　ずっと伝えたかった言葉。ずっと伝えられなかった言葉。その言葉をやっとデーセオは口にすることができた。

「ありがとうございます、旦那様。私も、見知らぬ女性に嫉妬してしまい、申し訳ありませんでした。王都には華やかな女性がたくさんいらっしゃいますから」

「嫉妬。嫉妬をしてくれるのか？　この俺のことを心配して」

　力強くうなずくレーニスの目尻には、微かに涙がたまっている。

「私だって、不安です。旦那様と離れてしまうことは。ずっと不安でした。北の砦にいらっしゃるとはお聞きしていましたけれど、それでも、もう二度と会えないような、そんな気がしていたから。大事なことを伝える前に、会えなくなるのではないかって」

「大事なこと、とは？　君から感謝の言葉はたくさんもらっているぞ」

　違いますとレーニスは首を横に振った。

「旦那様。愛しています。これからも私だけを愛してくださいますか？」

「なっ……」

　不意打ちである。ちょっと潤んだ瞳で、上目遣いで、天使というか女神からそんなことを言われてしまったら。

　デーセオは思わず自分の口元を手で押さえてしまった。それくらいの衝撃があった。うれしすぎて言葉が出てこないし、この手の下の口元は今、盛大ににやけている。

「旦那様が私をお金で買ったことは、十分理解しております。ですが共にいるうちに、そのように、思い始めてしまって……。ご迷惑とは思っているのですが」

　とうとうレーニスは両手で顔を覆ってしまった。もしかしたら、その手のひらは涙で濡れているのかもしれない。

「迷惑なわけがあるか」

　がしりとデーセオは妻の細い手首を掴んだ。驚いた彼女の顔が、その手の下から現れる。

「その。俺たちの出会い方は、普通ではなかったかもしれない。だが、君を他の男から奪うためにはそうするしか方法がなかったんだ。それだけはわかってほしい。そう、俺が金を出して君を買ったのは、他の男から君を奪うためだったんだ」

　自分を正当化するかのようにデーセオは言う。

「出会い方はどうであれ、君と出会えたことを今では心からよかったと思っているし。その、俺の妻として隣にいてくれることを、誇らしいと思う」

　レーニスの赤い目が、陽炎かげろうのように揺らめいている。

「レーニス。俺と結婚してくれてありがとう。俺は、レーニス、君を愛している」

　再びその赤い目から涙がふるふるとこぼれ始めた。

「その、泣かないでくれるか。君の泣き顔を目にしたら……、どうしたらいいかわからない」

「でしたら、見ないでください」

　言うと、レーニスはその顔をデーセオの胸元に預けた。彼女の目からは、次から次へと涙が溢れ出てきて頬を濡らす。

　初めて二人の気持ちが通じ合った瞬間。

「レーニス」

　デーセオが優しく妻の名を口にする。

「君からそんなふうに想ってもらえているとは思ってもいなかったから、うれしいんだ」

「はい」とか細い声が聞こえる。まだ、涙は止まっていないのだろうか。

「レーニス。だから、泣かないでほしい」

「無理です。だって、うれしいから……。うれしすぎて、涙が止まりません」

　デーセオはレーニスの背にそっと手を回して、その背を優しく撫で始めた。レーニスはその仕草に驚いたのか、やっと顔を上げた。目が合うと、すかさずデーセオは彼女の唇に自分のそれを重ねた。

「んっ。急に、何をなさるんですか」

「ほら。驚いて、涙が止まっただろ」

　デーセオは笑いながら、彼女の目に残っていた涙を拭う。

「ずるいです、旦那様は」

「俺はずるくない。泣いている君が悪い」

「でしたら、私を泣かせた旦那様が悪いんです」

　目尻に涙をためたままレーニスが、彼を見上げた。

「ディー」

「はい？」

　突然、聞き慣れない言葉をしたデーセオを、不思議そうにレーニスが見つめてくる。

「二人きりのときは、旦那様ではなく名前で呼んでくれないか？　ディーと。俺の家族は俺のことをそう呼んでいる」

　彼女から名を呼んでほしい――。

「ディー、さま？」

　ぐはっと心の中でデーセオは呻うめき声をあげた。この一言はボディーブローのようにじわじわとお腹の底から効いてきた。

「ディー様、どうかされましたか？」

　ただの愛称ではなく、そこに『様』をつけて呼んでくれるのが、レーニスだけに許された特別な呼び名のような感じがする。それが、あまりにもかわいすぎてうれしすぎて、デーセオの顔はもちろんにやけている。だが、言葉にならない言葉を口にして悶もだえているデーセオをレーニスは心配しているのだ。

「これは、不可抗力だ。君がかわいすぎるのが悪い」

　デーセオは軽々と新妻を抱き上げてしまうと、そのまま寝室へと向かうのだった。










十、不思議な出会い




　デーセオが王都に行っている間、レーニスはフルヘルト領で留守番となった。実のところレーニス自身も王都に行くには、まだ不安があったからだ。

　王都にはあの神殿がある。今回、向かう場所が王城であったとしても、その途中でかつての仲間に会う可能性がゼロではない。彼らに対して何もやましい気持ちはないのだが、とにかく会いたくなかった。

　恐らくデーセオもその気持ちをなんとなく汲くみ取ってくれたのだろう。もともとレーニスを連れていきたくないと思っていた彼だから、彼女を伴わないことに対する言い訳を必死で考えているようだった。言い訳を考えるのは得意なようであるから、それは彼に任せようと思っているレーニス。

　さて、そのレーニスが留守番をしている間に試みようとしていることが、デーセオの呪いの解呪方法を調べることであった。

　まずは霊廟。霊廟の入り口と呼ばれる場所まで、王都へ行く前にデーセオが案内してくれた。だが、その入り口の門は固く閉ざされたままで、デーセオが押しても引いても開かなかった。レーニスもその門をじっくりと観察したが、鍵がかけられている箇所はない。ただこの門の隙間から不思議な力が漏れてきていることに気づいた。それがデーセオを拒んでいることも。

　デーセオが呪いによって霊廟に入れなくなったというのは、どうやら本当のことのようだ。その日はそこで引き返してきた。




　デーセオが王都へ行って不在となった初日。一人寂しく寝台で眠っていたレーニスは、誰かに呼ばれるような声で目が覚めた。

　耳に聞こえてくる声ではない。脳内に直接語りかけてくる声。

　――こっちへおいで。

　男とも女ともつかないような不思議な声だった。

　レーニスは寝台から下りると、厚手の上着を羽織り、手に燭台を持って部屋を出た。何時頃だろう。皆、寝静まった廊下は薄暗い。

　――こっちへおいで。

　レーニスは声に呼ばれた。声のする方へと足を向けるレーニスだが、その声は外から聞こえてくる。不思議な声であるにもかかわらず、怖いとは思わなかった。

　レーニスがたどり着いた場所は、霊廟だった。やはりという気持ちがレーニスの心の中にはあった。

　デーセオが力ずくで開けようとしても、ピクリとも動かなかったあの門が、ギギィと勝手に開く。

　ほぅほぅという鳥か虫かわからない鳴き声が聞こえてきた。こういうときに限って、空は曇っている。月が見えなければ星も見えない。暗闇を照らすのは手元にある燭台のみ。それを握る手に力を入れて、レーニスは奥へと進んだ。不安になって、きゅっと握りしめた拳を胸元に当てる。

　――こっちへおいで。

　先ほどよりもはっきりとその言葉が聞こえてきた。

（ここが、霊廟……）

　薄闇にぼんやりと浮かび上がる石造りの建物。四角い箱のような形の上に円えん錐すい状じょうの屋根がのっている。

　レーニスは燭台を掲げて、じっと見つめた。石でできているただの建物のはずなのに、目を逸らすことのできない不思議な力がある。

『こんばんは』

「ひゃっ……」

　突然声をかけられ、レーニスは小さく悲鳴をあげてしまった。月明かりも星明かりもない深夜に、この霊廟に他に人間がいるとは思っていなかったからだ。それに今、ここに入ることができる人間はレーニスのみのはず。

『やだぁ。そんなに驚かないで？』

　レーニスは悲鳴をのみ込んだ後、手にしていた燭台を声がする方に向けた。

　そこには一人の女性が立っていた。

　いつからいたのか、どこから来たのか。

　そう思いながら、同時に彼女が普通の人間ではないということにレーニスは気づいた。

『あら、さすが元聖女候補様ね。私のこと、わかった？』

　声に出さずとも、レーニスの気持ちは読まれているようだ。

　緩くウェーブのかかった白銀の髪は腰まであり、長く美しい。瞳は吸い込まれそうなほどの深い緑色。肖像画で見たメランド王女そのものである。

「メランド王女様……」

　レーニスが呟けば、目の前の女性はニコリと微笑む。

『正解』

　ふわりとメランドは浮いた。そしてそこにソファがあるかのように、空中で座る。

『でも、メリーでいいわ』

　メリー。それがメランドの愛称なのだろう。

『なぜここに呼ばれたのか、わからないっていう顔をしているわね』

　まるでレーニスの心を読んだかのようだ。実のところ、レーニスはなぜここに導かれたのか、よくわかっていない。

『あなた。あの子と結婚したのよね？』

「あの子……」

『デーセオよ。それともディーと呼んだ方がいいかしら？　私の孫の孫の孫なの』

　メランド王女とデーセオに、そのような関係があったことをレーニスは初めて知った。

『ねぇ、レーニス。あの子を助けてあげてね』

「助ける……。助けるって、どのようにしたらいいのですか？　デーセオ様の最後の呪い。どうしても、解呪の方法がわからないのです」

　このように声を張り上げるレーニスは珍しい。このメランド城に来てから、少しずつ感情が豊かになってきたレーニスではあるが、神殿では感情を抑えるようにと言われていた。

『うん。でもね、あなたはもうその答えを持っているの。だけど今は、その力がないだけ』

　ふわっと浮いたメランドがレーニスの方へすすっと寄ってくる。

『あなたは飛竜にも愛され、竜騎士にも愛された聖なる力を持つ女性なのよ。眠っている力を解放しなさい。誰よりも聖女らしい心を持つレーニス』

　メランドはレーニスの体を通り抜けていく。いや、レーニスの体の中へと消えていったのだ。

　思わずレーニスは片方の手で胸元を押さえた。ドクンと大きく心臓が跳ねた。眠っている力とはなんなのか。

　息苦しさが落ち着いてから、レーニスは来た道を戻った。霊廟を出ると、門はギギィと音を立てて勝手に閉まる。驚き、門の前にもう一度立ったが、それが再び開く様子はなかった。




　レーニスが霊廟を訪れた三日後。彼女は薄暗い書庫へ来ていた。

　この城内にいる限り、レーニスの命を狙うような者はいないのだが、それでも書庫の出入り口にはサンドラと、それから心配性のデーセオによって竜騎士部隊から選ばれた既婚者の竜騎士を護衛としてつけられていた。

　数日前に、誰にも知られずに霊廟へ入ることができたのは、恐らく時間帯が時間帯だったからだろう。あの日のことは誰にも言っていない。デーセオが戻ってきたら伝えるつもりではいる。

　このメランド城は歴史がある建物のようで、レーニスたちが暮らしている住居の部分は建て増しをした建物であるが、書庫は古くからある建物の一部にあった。あのメランド城を一目見たときに趣深いと感じた建物の方だ。その地下に書庫はある。

　そして国境という場所柄のおかげか、書庫にある書物はクレイデル王国が発行したものだけでなく、隣国サライト王国のものや周辺諸国のものも数多くあった。

　このメランド城に住んでいた者は、代々勉強熱心だったのだろう。特に魔術に関する専門書の種類が豊富であった。

　そもそもデーセオの呪いはサライトの魔術師によってかけられたものである。それが進行性の呪いということまではわかっているので、専門書で調べればその種類はある程度絞れるだろう。

　書庫に入って間もなく、不思議な力に導かれるようにして、レーニスはとある本棚の前に立っていた。

　今までも幾度となくこの書庫に足を踏み入れたことはあるが、このように特定の本が気になるというのは初めてのことだった。

　そこは隣国サライト王国の書物が並んでいる本棚である。さらに、そのうちの一冊がきらきらと光り輝き、『私を読んで』と言っているようにも思えた。レーニスはその本を手にした。

　パラパラとページをめくると、古い紙のにおいがツンと鼻についた。だが、このにおいは嫌いではない。歴史を感じさせるにおいだ。

　求めていたのはこの本だ。恐らく、いや絶対にこの本で合っている。本文中に『飛竜の鱗』という文字が見えた。

　初めて飛竜と会った日。別れ際にレーニスは飛竜に呼び止められた。鱗を一枚剥いで持って帰るようにと、デーセオの飛竜が伝えてきたのだ。鱗を剥いだら飛竜が痛みを感じるのではないかと思ったレーニスは一度それを断った。だが飛竜はデーセオの解呪に必要になるものだと伝えてきたのだ。

　飛竜は竜騎士の番のようなもの。つまり、デーセオが呪いによって命を失えば、彼の飛竜もその生涯を閉じてしまう。飛竜は恐らくそれに気づいているのだろう。

　レーニスはデーセオに知られないように、こっそりと飛竜の鱗を持ち帰ってきた。

　飛竜の鱗と解呪方法を記した本。そして、あのとき霊廟で授かった力。この三つがあれば、デーセオの進行性の呪いを解呪できるかもしれない。

　レーニスは書物を大事に両手で胸に抱えた。




◇◆◇◆




　久しぶりに王都へとやって来たデーセオ。もちろん、彼の優秀な部下であるティメルも一緒である。国王陛下から呼び出しを受けたといっても、非公式の呼び出しであるため、彼らの格好は以前、王都を訪れたときのような平服姿だ。騎士服や魔術師の格好で外を出歩けば、王都の民が、不測の事態が起こったと勘違いしてしまうためである。

　そんな二人は王城を訪れる時間まで余裕があったため、神殿に立ち寄ろうと思って近くまで足を伸ばした。

　すると神殿の前は民衆でごった返していた。

「何かあったのか？」

　デーセオが一番近くにいた男の一人に声をかければ、その男は息急せき切った様にまくしたてる。

「神官どもが俺たちのことを追い出しやがったんだ。せっかく聖女様に会いに来たっていうのによ。ここにはそうやって追い出された奴やつらが集まってんだよ。何が、等しくあれだ。結局、金持ちの貴族様にしか祈りを捧げないってことだろうが」

「このようなことは昔からか？」

「いんや。ここ数か月の話だな。追い出されるようなことはなかった。祈りを捧げてもらえなくても、話は聞いてもらえた。それがさ、突然、俺たちみたいな貧乏人を追い出すようになったんだ。だから、俺たちのような人間は、暇さえあればこうやって神殿に抗議にやって来てんだ」

「そうか。状況はわかった」

　デーセオは目を細め、神殿の方を睨みつける。今、神殿では何が起こっているのか。

「なんだい。あんちゃんは、聖女様の祈りを捧げてもらいに来たわけではないのかい？」

「俺はただの通りすがりだ。人が集まっているから、何事かと思って聞いてみただけだな」

「そうか。旅の人か。悪いことは言わないから、あまりここに長居しない方がいい。用事が済んだら、さっさと帰りな」

「ああ。そうさせてもらおう」

　デーセオは男が口にした数か月前というのが気になった。もしかしてそれは、レーニスが聖女候補としてこの神殿を追い出された日と一致しているのではないかと。

「デーセオ様……？」

　恐らくティメルも今の会話で気づいたのだろう。

「ティメル。この件は、陛下にも伝えるべき案件だと思うのだが」

「そうですね。ですが、陛下もこれに気づいていないとは思えないのですが」

「意図的に隠ぺいされている可能性もあるよな。神殿の関係者で陛下に謁見できる人物は限られている」

　その言葉にティメルはうなずいた。




　王城の門をくぐる前に、デーセオは身分証明書として金の首飾りを見せる。これは、彼が王国騎士団の竜騎士部隊の部隊長である証。実は、この門番たちはデーセオと顔見知りでもあるのだが、身分証代わりの何かを見せることが儀礼となっている。

「デーセオ様、でしたか」

　門番の男の一人が口にする。

「お変わりになられて、それがなければ気づきませんでした」

「そうか？　今日は陛下に呼び出されてきたのだが」

　不本意ながら、先日届いた国王からの書簡も見せる。

「間違いなく、陛下からのものですね。いやはや、デーセオ様、いったい何があったのですか？」

「何がだ」

「その、お顔です。竜騎士部隊がサライト王国との交戦でご活躍されたのは聞き及んでおりましたし、まあ、そのときに私も近くにおりましたが。あのときデーセオ様は負傷なされましたよね」

　負傷。つまり呪いにかけられたということ。この騎士団では有名な話である。

「ああ、そうだ」

　それは事実であるため、否定するつもりはない。

「ですが、お怪我が治っているといいますか。っていうか、あれ。治るもんなんですか？」

「聖女様がいらっしゃるだろう。その話を教えてくれたのは、お前たち王都の騎士だろうがっ」

「そうでしたか。さすが聖女様でいらっしゃいます」

　サライト王国との一戦は、デーセオ率いる竜騎士部隊だけでなく、王都からも騎士を派遣してもらっていた。そのときに、デーセオが呪いを受けたのを幾人かの王都の騎士たちにも目撃され、もしかしたらデーセオは竜騎士の部隊長を退くかもしれないという噂も駆け巡ったのだ。

「どうぞどうぞ」

　顔見知りということもあったのだろう。門番を務める騎士に軽くそう流され、王城内へと足を踏み入れる。そこで国王陛下への謁見の件を伝えると、すんなり別室へと案内された。デーセオが今日、王城に行くことは事前に伝えてあった。

「ですが、陛下もがっかりされるのでは？」

　口を開いたのはティメル。

「何が、だ」

「デーセオ様の結婚の報告にもかかわらず、奥様であるレーニス様がいらっしゃらないからです」

「ふん。報告に来いとしか書かれてなかっただろう。妻を連れてこいとは、どこにも書かれていなかった」

「まあ、そうですが」

　だが相手はあの国王陛下だ。レーニスを連れてこなかったデーセオに対して、何かしら小言を言うだろう。

「準備が整いましたので」

　デーセオたちを呼びに来た騎士に案内され、二人は謁見の間へと向かった。

　デーセオは国王とは顔馴染みである。むしろ軽口を叩くくらいの仲である。だが、一応、形式はそれなりに守る。堅苦しい決まりきった文言が、国王付きの事務官から述べられ、「面を上げよ」という言葉を待って、二人は顔を上げた。

「久しいな、デーセオ。そなたとはこのような場所で堅苦しく語りたいわけではないからな。部屋を変える」

　という国王の一言によって、恭しい空気は終了した。

　結局通された場所は応接室で、目の前にはお茶やらお菓子やらが並べられている。

「君と腹を割って話すには、こちらの方がいいだろう」

「俺には腹を割って話すような内容は何もないがな」

「いやいや、まずは、結婚おめでとう。で、花嫁はそっちか？」

　国王が言う『そっち』は、恐らくティメルのことを指しているのだろう。

「んなわけあるか。妻は置いてきた。おいそれとお前に会わせるわけにはいかないからな」

　国王に向かって言うような口調ではないのだが、それを不敬であるとかなんとかと、この国王は言わない。

　そもそも今だって、国王との謁見にふさわしい格好をしているとも言えない。

「ひどい。普通、結婚の報告といったら夫婦揃ってくるものだろ？」

「そんなこと。あれには書いてなかっただろうが」

「普通は書かなくても、なんとなくわかるよな」

　国王は視線をティメルに向け、同意を求める。

「デーセオ様にははっきり言わないとわかりません」

　ティメルははっきりと返事をした。

　自分のことでやり取りをされているデーセオは顔をゆがめるしかない。

「で、腹を割って話すような内容とはなんだ？」

　ふてぶてしく腕と足を組んだデーセオは、相手が国王であるにもかかわらずそんなことを口にする。

「結婚の馴れ初めとかかな？」

「誰が話すか」

　短く返し、顔を真っ赤にしたデーセオであるが、それだけで彼の気持ちはこの国王に知られてしまったことだろう。この件でのちほどいじられるのは目に見えている。デーセオは悔しく思い、口元をゆがめた。

「君が教えてくれなくとも、そこの君の優秀な部下から根掘り葉掘り聞くから、いいや」

「恐縮です」とティメルが頭を下げたため「お前は黙っていろ」とデーセオは威嚇する。

「それよりな、俺もお前に聞きたいことがあったんだ」

　国王は「なんだ」と左眉をピクッと反応させた。

「あの神殿の様子はなんなんだ？　ここに来るまでに、前を通ってきたが、ひどかったぞ？」

「神殿？」

　どうやら、国王は神殿の現状を知らないようだ。

「ティメル」

　とデーセオが優秀な部下の名を呼んだのは『詳しい説明はお前がしろ、というか俺にはできん、というよりも面倒くさい』という意味である。

「では、ご指名いただきましたので、私の方から説明させていただきます。今、デーセオ様の方から話がありました神殿の状況ですが、聖女様からの祈りを断られた者たちで、神殿の前の広場が埋め尽くされておりました」

　また国王の左眉がピクリと反応する。

　それを目にしたティメルは言葉を続ける。

「以前からあの神殿は、金持ちにしか……あ、失礼しました」

「いや、いい。そのまま続けてくれ」

「では、私の本音も交えながら。私が知る限りですが。三年ほど前からあの神殿は、金持ちにしか聖女様の祈りを捧げないと噂されておりました。私が調べたところ、噂ではなく事実だとわかりました。三年前、といえばちょうどあの神殿の神官長が代わった頃です。ですが、半年ほど前までは、祈りを求める者たちをそのまま帰すことは気が引けるという聖女候補様がいらっしゃり、その方が民のための祈りをすべて引き受けてくださっていました」

「一人で、か？」

「はい。差別なく祈りを捧げていた聖女候補様は一人です。その他の聖女候補を含め、神殿の者たちは、神官たちの言いなりですから」

　ふむと国王は顎をさすりながら考え込む。

「そういった情報は、こちらにまで流れてきていないな」

「ということは、誰かが情報を制限しているのでしょうね」

　なるほどなと、国王は考え込むようにして顎をさすり続けている。

「ところで。その聖女候補はどうした？　今まで一人で民の祈りを引き受けていたのだろう？　彼女がいるのであれば、そのような状況にはなっていないのではないか？」

「その聖女候補が神殿からいなくなったため、そのような状況になっているというわけです」

　聖女候補が新しい聖女様になったという話はここ最近聞いていない。それにもかかわらず、その聖女候補が神殿からいなくなったということは、いったいどういうことか。

　国王はじっと何やら考えている様子。だが、一つの答えにたどり着いたようだ。

「もしかして、力を失ったのか？　いやいやいや、それはないだろう。そんな話、聞いたことがない」

「と思いますよね？　ですが本当にそのようなのです。聖女様が彼女から聖なる力が失われたと口にしたことにより、彼女は聖女候補の任を解かれています」

　ふむぅと国王は腕を組むとソファに深く座り直す。

　ティメルが口にすると、前代未聞の話であっても信じられるような気がするのが不思議である。

「それで、その聖女候補が今、どうしているのか知っているのか？」

「はい」

　返事をするティメルが笑顔なのが恐ろしいとデーセオは思っている。その彼女が自分の妻であると知られてしまうのも時間の問題。覚悟するしかないのかとデーセオはあきらめた。

　ティメルはじっとデーセオを見つめている。デーセオは、そこから視線を逸らす。二人のやり取りにもちろん国王は気づいた。

「何をしているのだ？」

　国王の目が妖しく光った。この国王も何を考えているかがわからない。

「私の方から申し上げてもよいのですか？」

　ティメルは隣に座っているデーセオを見た。彼は口の端をヒクヒクと震わせている。

「なんだ。デーセオに関わることなのか？」

　尋ねられてもデーセオは答えるつもりはない。なので、仕方なくティメルが言葉を続ける。

「今は、フルヘルト領におります」

　腕を組んでいた国王の顔がゆがんだ。その言葉の意味をどう捉えたらいいか、と考えているのだろう。

「保護、したのか？」

　国王はとりあえず無難な言葉を口にした。

「保護といえば保護かもしれません。なにしろ、彼女は嫁ぎ先を探すという名目で、身を寄せた親戚宅から売りに出されていましたからね」

　次第にティメルの本音がだだ漏れしていることに彼は気づいているのだろうか。それとも意図的なのか。その言葉に国王はまた顔を曇らせる。

「どういうことだ？」

「どうもこうもありません。聖なる力を失ったレーニス様ですが、神殿を追い出された後は親戚宅であるフォッセ家に身を寄せたようです。ですが、そちらではやはりレーニス様が邪魔だったのでしょう。嫁ぎ先を探すと言いながら、金を払ってでも彼女を手に入れたい強欲エロ親父を、あの親戚は探していたようです」

「人身売買か？」

「名目上は嫁ぎ先を探すということになっているので、人身売買ではありません。ですが、見方を変えれば立派な人身売買です」

「なるほどな。それでフルヘルト領で匿かくまっているというわけか」

「そういう流れになるのですが。で、デーセオ様。よろしいですか？　もう、ここまできたら陛下にお伝えしてもよろしいですよね？」

　優秀な部下は、一応、主の意見を聞いてくれるようだ。

「かまわん。お前の方から伝えてくれ」

　デーセオとしては自分でこの国王に言う勇気がないのではなく、面倒くさいから言いたくないだけで。

「では。デーセオ様の許可もいただきましたので。ええと、そう。神殿を追い出された元聖女候補はレーニス様とおっしゃるのですが、このたび、デーセオ様が妻としてお迎えいたしました」

「つま？　妻、だと？　つまり、こいつの結婚相手が、その売られた元聖女候補だと？」

　国王が目を丸くして尋ねた。その目は「信じられない」と言っているようにも見える。

「はい。あのまま強欲エロ親父の元へ嫁いでしまえば、彼女の未来が潰されてしまうことは目に見えておりました。なにしろまだ、辛うじて十代」

「十代。十代って、それこそ犯罪だろうが。そのデーセオと結婚したとしても」

　国王は目を細めてデーセオを睨んだ。

「いえいえ。きちんと婚姻を結べる年齢には達しておりますから。そんな十代前半ではございませんよ。そろそろ二十に手が届くところでございます」

　ところどころ自分がけなされ、さらに不審な視線を感じていたデーセオであるが、それに反応するのも面倒くさいし、反応して藪やぶ蛇へびになったらもっと面倒くさいので、すべてをティメルに任せることにした。

「まあ。犯罪でなければいい。なんと言っていいか難しいところだが。とりあえずは、結婚おめでとう」

「あ、ああ」

　としか答えることができないデーセオ。だが、やはりいろいろと鋭い国王は気づいたようだ。

「それで、彼女を妻にしたことは、デーセオの呪いが解けていることに関係するのだな？」

「さすが陛下です」

　ティメルはパチンと指を鳴らした。もう、この場に堅苦しい礼儀作法はなくなってしまった。たいてい、三人が集まれば最終的にはこのような感じになってしまう。

「では、もう少し込み入った話をさせていただきます――」

　ティメルはサライト王国の件に話題を変えたのだが、デーセオは余計なことは言うなよという気持ちでいっぱいだった。




　無事に国王との謁見を終え、デーセオたちは宿に戻ってきた。

　デーセオは先ほど国王に報告した内容を彼なりに考えていた。

　とりあえず今、このクレイデル王国が抱えている問題は二つ。神殿のいざこざ、そして隣国サライト王国との関係。

　クレイデル王国とサライト王国は大陸の東の方に位置しており、クレイデル王国の北側にサライト王国があり、国境にあるのがフルヘルト領だ。

　このサライトの件については、国境に常駐している竜騎士部隊の方で追ってはいるが、陸路ではなく東側の海路で攻め込まれたら、竜騎士部隊も役には立たない。このクレイデルの王都ロイバルも戦火で包み込まれてしまうだろう。

「サライトの船が動いたという情報は、まだないんだよな？」

「はい、今のところは。ですが、サライトの港には続々と船が集まっているようでして。海路でこちらに攻め入るのも時間の問題かと思います」

「海路から来られたら、竜騎士部隊では押さえることができないからな。魔術師たちに食い止めてもらうしかないだろう。海の上で船をひっくり返してもらうとか、な」

　お茶をすすりながら、デーセオは冗談交じりに言ってみた。だが、その冗談がティメルにとっては考えるところの一つのきっかけにもなったようだ。

「さすがデーセオ様ですね。それは思いつきませんでした。海を荒れさせ、あちらの船がこちらに着かないようにすればいいのです」

「できるのか？」

「魔術師の力だけではできません」

「できないのかよ」

　デーセオも思わずツッコミを入れてしまった。これは驚くべき進歩である。むしろ、進化かもしれない。

「天候を操るというのは、魔術の領域ではなく、聖女様の聖なる力の領域です」

　その違いがデーセオにはよくわからないが、ティメルがそう言うのであればそうなのだろう。

「ですから、聖女様の力をお借りできれば、船をひっくり返すことは可能だということです」

「だがな、神殿はあの状況だ。大金でも払わない限り協力するとは思えないだろう？　自国を守るために聖女に金を払うっておかしくないか？」

「でしょうね。陛下がいくら命じても、どこかでそれがもみ消されそうな気がします。神殿の協力を得るにはまず、腐りきった神殿の膿うみを出しきるしかありませんね。しかもあの状況が陛下の耳にも届いていなかった。となれば、大臣たちが絡んでいる可能性も高いわけです」

「神殿と大臣が繋がっていると？」

「そもそも、レーニス様の最初の嫁ぎ先候補となった強欲エロ親父、ではなくパエーズ卿ですが、あれだって元は財務大臣を務めていた強欲エロ親父です」

　二回、言った。よっぽど大事なことだったのだろう。

「聖女になることのできなかった聖女候補たちですが。彼女たちの嫁ぎ先の多くは、そういった大臣や元大臣の伝つ手てによるものでした。まあ、全部が全部ということではありませんが。そうですね。見目がよくて、経済的な後ろ盾のない家柄出身の聖女候補と言えばわかりやすいかもしれませんね」

　ティメルの言う聖女候補には心当たりがある。いや、むしろレーニスがそれに合致する。

「神殿の協力が得られないのであれば。神殿の息のかかっていない聖なる力を持つ方に協力を頼むのも一つの方法ですが」

　ティメルの言う神殿の息のかかっていない聖なる力を持つ者には、十分すぎるほどに心当たりがあるのだが。

「レーニスに協力を頼む、のか？」

「レーニス様でしたら、間違いなく引き受けてくださるでしょうね。ただ、レーニス様だけでは心身共に負担がかかりすぎるような気もします。他にも協力してくれる方がいらっしゃるのであれば、レーニス様のご負担も減るかと思いますが」

　うぅむとデーセオは唸るしかない。

　レーニスを危険な目に合わせたくないし、こういったごたごたしたことにも巻き込みたくない。だが、騎士団の竜騎士部隊を取りまとめる立場にあるデーセオとしては、今のティメルの話を聞いてしまった以上、彼女の協力は必要不可欠なのではと思えてくる。

「俺たちだけで勝手に決められるような話ではないな。レーニスにきちんと伝えて、彼女の意思を確認した上で、協力を頼もう」

　間違いなくレーニスは引き受けてくれるだろう。

「でしたら私は、レーニス様以外にも協力してくださるような聖なる力を持つ方を探してみましょう」

「心当たりはあるのか？」

「あると言えばある、ないと言えばないのですが」

「相変わらずはっきりしない男だな」




　はっきりしない男と言われたティメルは『あなた様ほどではございませんよ』と心の中で悪態をつきつつ、以前、レーニスがデーセオと手紙のやり取りをしているときに聞いた話を思い出していた。

『私が神殿を追い出されたときに、侍女頭のマーサが、私のように力を失って神殿を去った元聖女候補たちが幸せに生きているという話をしてくださって、背中を押されたのです。本当にマーサの言う通りになったと、今ではそう思っています』

　つまり、レーニスのように力を失って神殿を去った聖女候補たちが他にもいるのだ。恐らくその事実すら、神殿は隠ぺいしていたのだろう。

　だからレーニスが力を失ったことが前代未聞であるとされているのだ。

　それよりも、侍女頭がレーニスに『幸せに』と言っていたことの方が気になっていた。

　それはつまり、力が戻ったことを神殿に知られることなく、ひっそりと生きている元聖女候補がいることを意味していたのかもしれない。マーサからレーニスへの『存在を公にできない元聖女候補と同じく、幸せな場所で、幸せに暮らしなさい』というメッセージだったのではないかと、ティメルは思った。

　そんなふうに幸せに暮らしている彼女たちを巻き込むことは気が引けるが、力を失うくらい力を使っていた聖女候補たちであれば、恐らくレーニス同様、慈愛に満ちた人たちに違いない。協力を頼んだら引き受けてくれるだろうとも思う。

　瞬まばたきもせずにじっと一点を見据えていたティメルを不安に思ったのか、デーセオが怪け訝げんそうに眉間に皺を寄せた。

「おい、ティメル。どうか、したのか？」

「いえ。その心当たりについて考えていました。レーニス様がおっしゃるには、レーニス様のように力を失って神殿を追い出された元聖女候補たちが他にもいたようだと。何人くらいいていつ追い出されたのかはわかりませんが。恐らくそれすら神殿は隠していたのでしょうね。ですが、もしかしたら、その方たちなら協力をしてくださるのではないかと、そう考えていたわけです」

「結局。真面目に祈りを捧げていた聖女や聖女候補たちが一時的に力を失って神殿を追い出され、金のために祈りを捧げている聖女や聖女候補たちが神殿に残っているということか」

「そう表現するのが、一番わかりやすいですね」

　そう、わかりやすいのだ。真面目に祈りを捧げていた聖女や聖女候補たちは、聖なる力の需要と供給のバランスが崩れ、一時的に聖なる力の枯渇を起こしてしまう。だが、金のためにそれを使っている者たちは、需要に対する供給が圧倒的に少ないのだから枯渇することもない。

「では、ティメル。悪いが、その神殿を追い出された聖女や聖女候補たちに連絡を取ってもらえるか？」

「承知いたしました」

　命じられるまでもない。こんな面白そうな話を調べないわけにはいかないだろう。神殿はいつから腐っていたのか。いつから聖女候補たちを商品にしていたのか。いずれにせよ、ティメルにとって興味深い問題だった。

　恐らくフォッセ家は力を失った聖女候補たちで金かね儲もうけを行っている人物から言い寄られたのだろう。神殿から追い出された聖女候補は、その力が偽物だと思われているからまともなところに嫁げないぞ。だったら、いくつか売り先を紹介するからそちらに嫁がせたらどうか。

　もちろん、それに対抗できる金と権力を持っていれば、そんな甘いささやきにのることもなかっただろう。だが、今のフォッセ家は――。

　これは面白くなってきたぞとティメルは思った。デーセオの解呪のためにレーニスを調べたときもそうだったが、真実を明らかにして悪い奴を懲らしめることが楽しいのだ。

「おい、ティメル。どうか、したのか？」

　ニタニタと笑みをこぼしているティメルが珍しかったのだろう。デーセオは不審者を見るような視線を投げつけてきた。

「いいえ、どうもしません。私は少しこちらに残って、いろいろと調べてから戻ります。デーセオ様はさっさと愛する奥様のところにお帰りくださいませ」

　相変わらずの減らず口だった。










十一、最後の呪い




「おかえりなさい、でぃ……、旦那様」

　恐らく彼女はデーセオの名前を呼ぼうとしてくれたのだろう。だが、他にも人がいることに気づき、普段通りに声をかけたようだ。そういった些さ細さいなことも、かわいらしいと思えて、ついデーセオの顔は綻んでしまう。

「ただいま戻った。レーニス、早速で悪いが。いろいろと報告したいことがあるのだが、俺の執務室に来てくれ」

「承知いたしました。ですが、先にお召し物を」

　いつも執事のジョナサンが受け取る上着をレーニスが先に預かろうとしているのは、デーセオをさりげなく私室に誘導しようとしているためだろう。そしてデーセオもそれに気づいた。

「そうだな。先に着替えよう」

　そんな二人のやり取りを鉄仮面の下でニコニコと眺めているのがジョナサンとサンドラの二人。この二人にかかればデーセオだって、たまったものではない。二人の目は「どうぞ。ごゆっくり」と言っている。

　だから、レーニスの言葉に素直に従うことにした。

「ええと、おかえりなさいませ。ディー様」

　恥ずかしそうに名を呼んでくれた妻を、デーセオは「ただいま」と耳元でささやきながらも、がしっと力強く抱きしめた。二人きりのときはという約束を彼女は覚えてくれていたのだろう。

「先ほども俺の名前を呼ぼうとしてくれていた、よな？」

　デーセオは気づいていたし、レーニスもそうしようとしていた。

「はい。ですが、その、ディー様には二人きりのときは、と言われておりましたから。ですが、すみません。その、うれしくてつい……」

「いや。かまわない。二人きりのときだけでなくていい。君が、呼びたいときに呼んでくれれば、俺もうれしい」

　デーセオはそこで頭でコツンと彼女の頭に触れた。レーニスは小柄だ。こうやって抱きしめるとデーセオは彼女の頭を見下ろす形になってしまう。

「レーニス。その、口づけをしてもいいか？　ずっと、君に触れたかった。会いたかった」

「私もです。その、ディー様にお会いしたかったです。あちらで、華やかな女性に声をかけられるようなことは、ありませんでしたか？」

　彼女の問いに「ない」と即答したデーセオは、たまらず彼女の唇を己のそれで塞いだ。

　レーニスは少し背伸びをしているのか、体がふるふると震えている。このようなかわいらしい反応をされてしまったら、気持ちが昂ってきてしまう。

　しかし、神殿を追われた元聖女候補のことがデーセオの頭をよぎる。己を御するために名残惜しくはあったがデーセオはそれを終わらせた。

「レーニス。君にもいろいろと相談したいことがある。悪いが、報告は執務室で行いたい。ここにいると、その、まぁ、あれ、だからな」

「承知しました」

　レーニスが事務的に頭を下げてくれたので、なんとか自制というものを取り戻したデーセオである。

　デーセオはこちらに戻る前に竜騎士部隊の宿舎の方に顔を出し、魔術師小隊の副小隊長と、竜騎士部隊の副部隊長にもこちらに来るようにと指示を出していた。ただ「すぐに」ではなく「一時間後に」と言い添えて。つまり、その一時間だけはレーニスと二人きりでいたいと思ったからだ。




　さて、そんなデーセオから呼び出された魔術師小隊の副小隊長と竜騎士部隊の副部隊長。彼らの目の前にはデーセオとレーニスがいる。ここにティメルがいたのであれば「仲がいいところを、そんなに見せびらかしたいのですか」と余計な一言を添えてくれるのだが、残念なことに彼は今、ここにいない。王都に置いてきた。いや、自ら残ると言っていた。

「ああ、突然、呼び出して悪いな。お前たちに協力してほしいことがある」

「ティメル様からは使い魔を通して、粗方のことは聞いております」

　そう声をあげたのは魔術師小隊の副小隊長を務める男、ヘッケだ。

「さすが、ティメルだな」

　残念ながら竜騎士部隊副部隊長であるフォルクにはなんのことやらさっぱりわからない。

「部隊長。申し訳ありませんが、私にはさっぱり」

「ああ、すまない。これから順を追って説明する。その上でお前たちの協力を仰ぎたい」

「協力？　ええ、喜んで協力させていただきます。このような楽しそうな話、指を咥くわえて黙って見ていることなど、できるわけがない」

　言うヘッケは楽しそうに見える。さすが、あのティメルの部下だ。

「いいか？　簡単にだが。今、このクレイデル王国と隣国のサライト王国で起こっていることを説明するぞ」

　デーセオは二人の顔を見てから言葉を続ける。隣国のサライト王国が島国バクスタの協力の元、造船に力を入れていること。港に船を集めていること。つまり、クレイデルに海路から攻め込もうとしていること。

　しかし、クレイデル王国にある今の神殿は金儲けに走っているので、協力を得られそうにないこと。

「つまり、部隊長の奥様は、神殿を追い出されたというわけなのですね」

　何か込み上げてくるものがあったのか、フォルクが目頭を押さえている。デーセオとレーニスの出会いの部分は濁したはずなのだが。

「部隊長が王都へ行っていたときに出会うことができただなんて、お二人には運命しか感じません」

「ま、まあ、わかったから。その気持ちはもう抑えておけ」

　あまり感情移入されて、あれこれと根掘り葉掘り聞かれても面倒だ。

「デーセオ様。レーニス様のお力を疑うわけではありませんが。その、聖なる力は間違いなく戻ってきているのでしょうか？」

　ヘッケが疑いたくなる気持ちもわかる。そもそもレーニスはその力を失ったとして神殿を追い出されているのだから。それに、彼にはティメルのように聖なる力や魔力を感じる力がないようだ。それだけティメルは魔術師の中でも優秀ということなのだ。

「はい、といっても言葉だけで信じられるようなものではないですよね」

　レーニスがニッコリと笑う。目の前の二人がそれを見て、思わずドキッと体を震わせてしまうほどの笑みだった。

「旦那様。その、進行性の最後の呪い。今、解呪いたします」

　唐突にレーニスに声をかけられたデーセオは驚いてしまった。

「いや、しかし。この呪いの解呪のための方法を調べるのに少し時間がかかると、そう、言っていたのではないか？」

「はい。ですから、旦那様が不在の間、そちらを調べておりました。本当にこちらの書庫にある書物は素晴らしいものばかりです」

　そこでまたレーニスはにっこりと笑う。これには思わずデーセオもドキッと体を震わせてしまった。

「よろしいですか？」

　レーニスは男三人の顔を見回した。その男三人はそれぞれ興味深そうに大きくうなずく。

「では、旦那様。まずは、これをお飲みになってください」

　レーニスが差し出した小さな黒い小瓶。この小瓶は見たことがある。薬などが入っている小瓶だ。

「薬か？　なんの薬だ？」

「いいですから。あまりお気になさらずくいっと一気にお飲みください」

　ヘッケとフォルクも固かた唾ずをのんで見守っている。デーセオは小瓶の蓋ふたを開けたが、今まで嗅いだことのないようなにおいがツンと鼻についた。

「これは、普通の薬とは違うのか？」

　デーセオの言う普通の薬とは、普段こういった小瓶に入れられている薬のことだ。滋養強壮剤が一般的である。風邪をひき、体力が失われたときに飲む薬。

「違います。これは解呪のために必要な薬です」

　解呪のために必要と言われてしまえば飲むしかないのだが、いったいどのようなものなのかわからないものを口に含むのには抵抗がある。じっとレーニスを見つめるが、彼女もじっとデーセオを見ている。早く飲め、と言わんばかりに。

　デーセオは腹をくくってその小瓶の中身を一気にあおった。

　焼けるような熱さが喉元を通り過ぎていく。

「かっ……、は……」

　喉元だけではない。腹の底からじんわりと全身へ熱が広がっていく感じがした。

「なんだ、これは……」

　胸元を押さえながら、デーセオはレーニスに尋ねた。レーニスはにこやかに微笑みながら答える。

「飛竜の鱗を粉末状にして作った薬になります。一応、本の通りに作ったのですが」

「飛竜の鱗だと？　いつの間にそんなものを……」

「初めて旦那様の飛竜さんとお会いしたとき、飛竜さんの方から鱗を持って帰るように言われました」

「くそっ。俺は、あいつから何も聞いていないぞ」

　焼けつく胸を我慢しながら、デーセオは苦々しく言葉を吐き出した。飛竜とレーニスが内緒でこそこそとやっていたということが、どこか悔しい。

「飛竜さんと旦那様は、番のようなものですよね。ですから、飛竜さんも旦那様のことを心配されていたのです」

　デーセオが呪いによって体を蝕まれ命を落とすようなことがあれば、彼の飛竜もその生涯を終える。

「もちろん、私もです。だからどうしてもこの呪いを解きたいと、そう思っていました」

　手を、とレーニスが優しく呟く。

　いつもの彼女と異なる表情。普段はあどけない顔に、どこか恥ずかしそうな笑いを浮かべている彼女であるが、今の彼女の視線は突き刺さるかのように鋭い。ふんわりとしていて優しく、そしてどこか守ってあげたくなるようなあの視線ではない。

　デーセオも彼女に言われた通りに両手を差し出す。過去三回の解呪もこのような方法で行われた。まあ、一度だけ抱きしめられたことはあったが。今は力が戻っているため、恐らく手を触れるだけで解呪を行えてしまうのだろう。いささか残念な気持ちになっているデーセオ。

「私の力だけではこの呪いを解くことはできませんでした」

　レーニスはデーセオの手を取る。

「飛竜さんも、そしてメランド王女も。旦那様の解呪のために力を貸してくれました」

「メランド王女だと？」

　メランド王女。もちろんデーセオもその名は知っている。なにしろこの城の名になっているような人物だ。だがなぜ彼女の口からその名が出てきたのか。

「旦那様はメランド王女の孫の孫の孫だそうですよ。メランド王女がそうおっしゃっていましたから、間違いないと思います」

　レーニスが信じられないようなことを口にした。そもそもメランド王女がここにいたのは今から百年以上も前のことだ。

「どこで会ったんだ？」

　だがデーセオには確信があった。レーニスがメランド王女と本当に会ったのだということに。

「霊廟で。そこで、力を分けていただきました」

「そうか……」

　にわかには信じられない話だが、レーニスが嘘をついているとも思えないし、すんなりとその話をデーセオの心が受け入れていることも不思議だった。

「あ」

　声をあげたのは魔術師のヘッケだ。恐らく彼は気づいている。だから、声を出してしまったのだろう。フォルクは黙ってじっと自分の上司を見守っている。

　デーセオは全身を何か温かいもので満たされている気分だった。レーニスと触れている手のひらからじんわりと温かい何かが注がれている。それが血流にのって、全身に流れていく感じがするのだ。それから、その温かいものがすべて顔に集中していく。頭が割れるように熱い。




　パンッ――。




　目の前が真っ暗になり、そこに閃光が走った。

「終わり、ました……」

　レーニスのやわらかい言葉でデーセオは我に返る。

「少し、喉が渇いたので、お茶をいただきますね」

　すでに湯気の立っていないお茶を、レーニスは一気に飲み干した。

「部隊長のその顔を見るのは、半年以上ぶりです」

　そう口にしたフォルクは今にも泣き出しそうな顔をしていた。

「素晴らしいものを見させていただきました」

　ヘッケは大きく息を吐き出すことしかできない。

「魔術師小隊も、喜んで聖女様にご協力いたします」

　レーニスの力は偽物などではない、本物の力であるとここにいる誰もが思った。

　本物の聖女を手放してしまったことに、あの神殿は気づいているのだろうか。




　デーセオは屋敷と飛竜舎とを往復する生活を送っていた。もともと、結婚する前はそのような生活であったため、苦ではないようだ。

　レーニスはこのフルヘルト領のために祈りを捧げていた。個人にではなく、土地に祈りを捧げるという方法もあるとわかったのは、書庫から持ってきた一冊の本がきっかけだ。このメランド城には積み重ねられた歴史がある。そうやって歴史を紐ひも解といていくことによって、聖なる力のあり方と使い方を理解していく。

　残念ながら神殿ではそのようなことを教えてくれない。

　聖女が聖なる力を持った人間を見つけると、神官たちによって彼女たちは神殿の中に閉じ込められてしまう。神殿の中と外。神殿の中に入ってしまえば、外で起きていることなどわからない。

　聖女候補となった聖なる力を持つ女性たちは、その力がどのようなことに適しているのかを聖女や神官たちによって判断される。レーニスの力はとにかく広く浅く。特化した能力はなかったが、さまざまなことに向いていた。

　成長を促し、治癒を施し、感謝を与え、幸福を願い、そして解毒と解呪を行う。

　広く浅くとは言っているが、そもそも持っている力の質と量が違う。そして解呪ができる聖女や聖女候補は少ない。そのため、レーニスが主に解呪を担当していたのだ。

　だが神殿は拒めなかったのだろう。いや、拒みたくなかったのだ。金を積んでレーニスの祈りを希望する欲にまみれた者たちを。だから、あのパエーズ卿なんかはレーニスに会うことを目的に三日に一度神殿を訪れていたのだ。

　聖女が国の平穏と民の幸せのために祈りを捧げるのではなく、神殿に金を落とさせるために祈りを捧げていたという事実。

　いつからそうだったのかはわからない。レーニスが神殿に足を踏み入れたときにはすでにそうだったのだから。

　それでも聖女に救いや心の拠より所を求める民は多い。誰だって悩むし、気持ちが沈むときもある。だからこそ、背中を押してほしい時も、静かに寄り添ってほしい時もある。誰にも平等であるはずが、いつの間にか金持ちのみが、聖女に救われるようになっていただけ。

　レーニスは、お金のない民にもささやかであったが祈りを捧げていた。そうやって背中を押された者たちは、新たな生きがいを見つけ、自分の足で立ち上がろうとした。

　――腐りきった神殿から膿を出しきりたい。

　デーセオが真面目な顔をしてレーニスに伝えた言葉はそれだった。このクレイデル王国を隣国サライト王国から守ると同時に、神殿の膿を一掃したいと。

　同時にできることなのかわからないけれど、レーニスは夫の考えに賛同した。だからこそ、この聖なる力を、国を守るために使うと決めた。

「レーニス様。手紙が届いております」

　静かに本を読んでいるレーニスの元へ手紙を届けにきたのは執事のジョナサン。彼はいつも穏やかな笑みを浮かべている。デーセオが言うには鉄仮面とのことらしいのだが、恐らく穏やかな笑みの鉄仮面なのだろう。

「ありがとう」

　レーニスが礼を言ってそれを受け取る。封が切られているのは、危険なものが同封されていないか、中身を確認したためだそう。恐らく、それを行っているのはデーセオ本人だ。使用人たちではない。夫に読まれて困るような手紙はこないはずなので、夫に文句を言うようなことはしないのだが。

「レーニス。手紙を読んだか」

　先に手紙を読み、こうやって妻を心配してくるところが彼らしいというかなんというか。

「旦那様。落ち着いてください。ジョナサン、旦那様にお茶を」

　承知しましたと穏やかな笑みのまま、ジョナサンはお茶を準備する。

「これから読むところです。私より先にお読みになったからって、そうやってすぐに興奮なさらないでください」

　ビシっとデーセオに言う姿は、犬の躾をしているように見えなくはないと思っているのはジョナサンである。

　デーセオはジョナサンが淹れたお茶を手にした。

「熱いですよ」

　とジョナサンが言うのと。

「あ、あちっ」

　とデーセオが言ったのは、ほぼ同時だった。

　ジョナサンはレーニスがいつもゆったりとお茶を嗜たしなんでいるため、少し熱めにお茶を淹れてくれる。だが、デーセオはそれを知らない。ふぅふぅと息を吹きつけるようにしながら、ゆっくりとお茶を飲んでいた。

　気がつくとジョナサンがいつの間にか部屋から消えていた。

「れ、レーニス？」

　デーセオに気づかれた。そして彼が焦るということもわかっていた。

「泣いて、いるよな……」

　レーニスの頬には涙が伝っていた。

「はい……」

「それは、悲しくて泣いているわけではないよな」

「はい……。もう、わかっていらっしゃるのでしたら、少し黙っていてください」

　レーニスが受け取った手紙。それはマーサからの手紙だったのだ。

　恐らくというか絶対にティメルの仕業だ。彼がマーサに連絡をしたのだろう。

　マーサの手紙には、レーニスと同じように聖なる力を失い神殿を去った元聖女候補たちが他にもいることが書かれていた。だがその事実は神殿によって隠ぺいされていた、とも。そして、彼女たちが今回の件に協力をしたいと言ってくれていること。最後に、レーニスには、心より愛する人と幸せになってほしい――と。

　レーニスは深く息を吐く。気持ちを落ち着けるために。

「落ち着いたか？」

　彼は優しく微笑みながら、レーニスの涙を拭う。

「はい。みっともないところをお見せして申し訳ありません」

「いや。俺たちは夫婦だからな。みっともないところも、恥ずかしいところも、変なところも。すべて見せてもらってかまわない」

「へ、変なところって……」

　デーセオなりの思いやりのつもりの言葉なのだが、それがレーニスにはうまく伝わっていないようで。そんな彼女を困らせたくなったデーセオは、耳元でこっそりとささやく。

「なっ……。な、もう、ディー様。な、そのようなことを……」

　ささやかれた言葉によって、羞恥で染まる顔を思わず手で覆ってしまうレーニス。

　まったくこれだからエロ親父は、とここにティメルがいたら、そう口にしていただろうと思うし、むしろティメルに助けてほしかった。つまり、彼がささやいた言葉はそういった内容だった。

　そんな彼は悪びれもせずに彼女が顔を見せてくれるのをじっと待っていた。だが、レーニスは顔を覆ったまま下を向き、その姿勢のままピクリとも動こうとしない。それでもデーセオはじっと待っていたのだが、これはまずいと、直感的に思ったようだ。

　やはり自分が悪かったとデーセオは反省した姿を見せる。

「すまなかった。君を困らせるつもりはないのだ。そう、励まそうと思って、だな」

「でしたら。もう、二人きりであったとしても。二度とそのようなことはおっしゃらないでください」

　残念ながらレーニスは顔を隠したまま、デーセオにその顔を見せるつもりはない。

「わかった。君を困らせるようなことは、二度と口にしない」

「絶対ですよ」

　やっと顔を上げたレーニスは頬をぷっと膨らませたままである。もちろん、完全に怒っている。

「お茶でも飲むか？　俺が淹れるぞ？」

　目の前でデーセオがあたふたと焦り始めた。

「そうですね。旦那様にお茶を淹れていただくのも、たまにはいいかもしれませんね」

　デーセオがレーニスに嫌われたくないと思っているのは、仕草から見て取れる。だが、レーニスだって怒っている。少しくらい、デーセオに反省を促しても罰は当たらないだろう。そしてレーニスは知っている。デーセオが一人でお茶を淹れたことがないことを。彼はいつも使用人やレーニスにお茶を頼んでいるのだ。

「レーニス。すまない。お茶の淹れ方がわからない」

「まぁ。お茶を淹れ方もわからないなんて、恥ずかしい旦那様ですわね」

　レーニスは笑顔でそう答えた。










十二、彼女の決意




　隣国のサライトの船が動いたとの連絡がデーセオの元に入ったのは、それから十日後のことだった。デーセオの考えていたよりも早い動きである。

「ティメル。サライトにいるお前たちの部下を、今すぐこちらに戻らせろ。下手すると関所を越えられなくなるからな」

「承知いたしました」

「それから、竜騎士部隊は明日、馬で王都に向かわせる」

「馬で、ですか？　飛竜ではなく？」

「ああ。馬で、だ」

　竜騎士部隊が馬で王都に向かうということ。それは竜騎士たちが王都に向かったことを相手に悟らせないための策。

　サライト王国の騎士たちは恐らく港から王都に侵入してくる。それを少しでも食い止めるために竜騎士部隊を使おうと考えていた。それ以外の騎士たちは、念のため王都の各地に配置し、民を逃がしてもらう手て筈はずになっているはず。だが、それも保険だ。なにしろサライト王国の騎士たちは王都ロイバルにある港に近づくことなどできないはずなのだから。

　はず、としか言えない策だから、何重にも策を重ねるしかない。

「ティメル。すぐさま陛下にも連絡を。そして、神殿を動かしてもらえ」

「そちらは終えております。今頃、陛下が神殿に乗り込んでいるかもしれませんね」

　そんな冗談を言い、ティメルは楽しそうに笑っていた。

　王都には王国魔術師団に所属している魔術師たちが何十人もいる。だから魔術を使って彼らと連絡を取り合うこともティメルにとっては造作もないこと。

　そもそもティメルだって王国魔術師団に所属していれば、団長やらそれに次ぐ地位にいてもおかしくないような力を持つ男なのだ。それでもこの不器用な竜騎士の部下で居続けるのは「こっちの方が楽しそうだから」という理由による。そんな理由で自分の子飼いの魔術師たちまで引き連れて、この国境の辺境にまでやって来てしまった。そして竜騎士部隊魔術師小隊という隊までつくり上げてしまったのである。

　それもこれもすべてティメルの「楽しそうだから」という理由によるもの。

　さらにその楽しいことがすぐ傍までやってきているのだ。

　あの神殿がどう動くか。サライト王国の騎士が船で海から攻めてくる姿を目にしたら、どうするのかが見物だ。聖女に力を使わせるのか、それとも神官たちは彼女たちを置いて逃げるか。いや、聖女たちを囮おとりに使って逃げるという最も腐った方法をとるかもしれない。

「それから。マーサ殿に紹介していただいた元聖女候補たちも、すでに王都に集まっております」

　聖女候補の任を解かれた女性たちは、昔馴染みの元へ嫁いだ者もいたし、金持ち親父の元に嫁いだ者もいたし、すでに夫は寿命を迎え気ままな未亡人よと明るく笑っている者もいた。ただ、彼女たちの共通点は「聖女候補の任を解かれたときは絶望したけれど、今は幸せ」ということだった。

　その話を聞いたティメルは、つい、レーニスのことを考えてしまった。彼女がデーセオの元に嫁いできたことは、運がよかったのかもしれない。もう少しあの情報を耳にすることが遅ければ、彼女は今頃強欲エロ親父の餌え食じきになっていただろうし、クレイデル王国はサライト王国の侵略について気づかなかっただろう。

　なにしろレーニスがここに来なければ、デーセオが北の砦にまで逃げることもなかったのだから。

　デーセオがレーニスと出会ったために、すべてはいい方向に転がっている。偶然か必然かはわからない。だが今、目の前にある結果がすべて。

「レーニス。明日、王都へ向かう。君も一緒に、だ」

　デーセオが妻に声をかければ、彼女は「承知しました」と答える。いつからだろう。彼女がこのように強い光を瞳に宿すようになったのは。

　民を守りたいというその思いが、その瞳から溢れてくるような感じがした。




　一夜明けた。

　メランド城の前に並ぶのは、デーセオが率いる竜騎士部隊の竜騎士たち。ただし、残念ながら飛竜たちはいない。

「飛竜は、俺たち竜騎士が呼べば、どこからでも飛んでくる」

　比喩的にでなく、本当に飛んでくるところが飛竜らしいところでもある。

「部隊長の留守は我々が預かります」

　デーセオは竜騎士部隊を王都に連れていく隊と、このフルヘルト領に残らせる隊、そして、北の砦を守っている竜騎士たちはそのままそこにと、それぞれ分けていた。サライトは海路から攻めてくるはずだが、万が一に備えてのことである。実は船は囮で国境側から攻めてくるという可能性もゼロではないからだ。

「ああ。フルヘルトの民を頼んだぞ」

　デーセオはレーニスと共に馬に乗る。レーニスも一人で馬に乗れるようになっていたが、ここから王都までの長距離移動には少し不安が残る力量だ。デーセオは馬車を手配しようとしてくれたが、レーニスは馬で行くと言い張った。その結果の妥協案が、デーセオと共に馬に乗ることであった。デーセオの愛馬に負担がかかることを心配したレーニスだが、馬が疲れたらレーニスが祈りを捧げればいいことに気づいた。馬には負担を強いることになるため、レーニスも少し悩んだが、むしろ馬たちがそれを受け入れてくれるようにも見えたためだ。フルヘルトにいるすべてが、クレイデルを守るために動こうとしているようにも思えた。

「レーニス。今日は速度を上げるから、しゃべるなよ。舌を噛むからな」

　以前、こうやって二人で馬に乗ったときは、ゆったりと歩くような速度だった。だが今回は違う。できるだけ早く王都入りして、サライト王国からの襲撃に備える必要がある。

　速く走る馬から振り落とされないように、レーニスは必死でしがみつくことしかできなかった。だから、日が暮れて、テントを張って休もうとしたときには、体中が痛かった。

　それでも通常なら馬車で三日かかる距離を、フルヘルト領を出て次の日に王都へ着くことができたのは、レーニスの力によるものも大きいのかもしれない。




　竜騎士部隊は目立たぬようにこっそりと王城に入っていく。デーセオが連れてきた竜騎士たちは十名ほど。彼らの格好が平服であるのは、身分や状況を悟られないようにするためだ。そのためレーニスも町娘のような格好をしている。

　それでもレーニスたちが案内された部屋は客間のような立派な部屋であった。

「レーニス。疲れただろう。今日はもうゆっくり休め」

「はい。ありがとうございます。デーセオ様は？」

「俺は、まだやることがある。サライトの船を追い払うまでは気が抜けないしな」

「でしたら、私も」

「君は移動のために力を使ってくれただろう？　だから、今はゆっくり休むのが君の仕事だ。それにサライトの船を追い払うということは、君たちにしかできないことだから」

　デーセオがそう言えば、レーニスはほんのりと笑みを浮かべた。恐らく、この不器用な夫の気遣いが素直にうれしいと思っているに違いない。

「明日、君と同じような元聖女候補だった者たちと会わせてやる。いろいろ話したいこともあるだろう」

「ありがとうございます」

　レーニスは今、あらためて幸せであると感じていた。だけど、ここに至るまではいろいろあった。聖女候補として不適格の烙印を押されたときは、絶望した。そしてあのフォッセ家は金でレーニスを売ろうと、買い手を天秤にかけていた。それでも最終的にデーセオの元に来ることができたのは、運命の巡めぐり合わせか。それともたまたま運がよかったのか。

「どうかしたのか？」

　デーセオはじっと自分の顔を見つめてくるレーニスの姿に気づいた。なんとも表現しがたい表情で、じっと見つめている。

「いえ……。その、デーセオ様と一緒になれて、幸せだなと、そう感じておりました。ですから、この幸せのためにも私ができることは精いっぱいやらせていただきます」

「レーニス」

　デーセオはつかつかと彼女に近寄ると、ぐっと力強く抱きしめる。

「ああ。俺たちの幸せのためにも、サライトにこの国の侵略を許すようなことはしない」

　レーニスもそっと彼の背に手を回したとき、扉を叩く音がした。

　くそっ、と小さくデーセオが呟いたのはレーニスの耳にもしっかりと届いた。

「デーセオの自慢の奥方に会いにきた」

　扉の向こう側に楽しそうに笑いながら立っていたのは、このクレイデル王国の国王であった。




　この日は朝から晴れ渡り、箒ほうきで掃いたような雲がうっすらと浮かんでいた。

　突然、ドーン、ドーンと空気が震えるような音が、海の方から聞こえてきた。船から放たれる砲弾。港に並ぶ船が炎をあげる。これが、サライト王国がバクスタの技術によって造った新しい船の砲撃の威力なのだろう。

「船だ。あれはサライトの船だ」

　灯台の見張り番が口にした。

「すぐさま騎士団に連絡を」

　ドーン、ドーン――。

　振動する空気が見張り番の横を通り過ぎていく。

　それから数分後。王都の街に響く声があった。

「外にいる者はすぐさま頑丈な建物の中、もしくは地下に入るように」

　王国騎士団に所属する騎士たちが声を張りあげながら、王都の中を走り回っていた。

　ドーン。

　放たれた砲弾が、港の船を燃やし始める。その炎が倉庫などに次々と燃え移っていく。

　同時に、外を歩いていた人たちが頑丈な建物や地下へと逃げ込んで姿を隠し、通りからは人けがなくなっていく。

　だが、一か所だけ人だかりができていた。それは神殿の前。頑丈な建物といえば神殿であるというのが王都の民の共通認識である。その神殿に避難しようとする人たちが、入り口に集まっていたのだ。

「何事だ」

　神官が問う。

「サライトの船が攻めてきたんだ」

「俺たちを中に入れろ」

　民衆からはそのような声があがっているが、神官たちはサライト王国の船のことなど知らない。

「聖女様を出せ」

「そうだ。聖女様なら、サライトの船を追い払える」

「聖女様、助けてください」

「聖女様」

　神殿の入り口には聖女に助けを求める民衆たちの声が響いていた。

　そこに一人の男が現れる――。




　青い空の下、吹きつける潮風が心地よい。レーニスはそっと目を細める。

　彼女たちは港に来ていた。レーニスの他には四人の女性。四人は、聖女候補と呼ばれたことのある女性たち。レーニスと同じように、役目の途中で聖なる力を失い、神殿を追い出された者たちだ。年代もさまざまで、上は五十代から下はレーニスの十代。

　肉眼でもはっきりと捉えることができるほど、船が迫ってきていた。横一列に並んでこちらに向かってくる十数隻の黒い船たち。港には炎がくすぶり、空気は震えている。

「荒波を、呼びます。民を守るために」

　レーニスの声が潮風にのって静かに響く。

　不思議なことにあれだけ青く晴れていた空に黒い雲が集まり始めていた。穏やかな波は次第に高くなっていき、港に繋がれた焼け残った船が荒々しく上下に揺れ始めた。彼女たちにできることは、あの黒い船たちをこのロイバルの港に着岸させないこと。この波でそのままあきらめて引き返してくれればいいのだが。

　キュゥ。

　飛竜たちの声が聞こえた。上空を旋回する飛竜たち。恐らく竜騎士たちが呼んだのだろう。だが、竜騎士たちが上空から船に降り立ったとしても、圧倒的に数が足りない。飛竜たちが上空を旋回しているのは、ただの威嚇にすぎないのだ。それでも、飛竜がいる事実は彼女たちを勇気づけている。恐らく飛竜は、彼女たちに何かがあれば身を挺ていして彼女たちを守るだろう。そう、番の竜騎士たちが飛竜に命じたから。

　波は高いままだ。だが、黒い船たちは荒れた海の扱い方にも慣れているのだろう。先ほどよりも、船が大きく見えるのは、こちらに近づいてきている証拠だ。着岸は困難であるはずなのに、海を荒れさせただけではサライト王国側は退ひいてくれないようだ。

（嵐を呼ばないといけないのね……）

　天候を操るとされている聖女の力であるが、操ることができる範囲はごく一部で、むしろ力の強さによってその範囲が決まる。港から船まではまだ距離があるので、力が及ぶ圏内かどうか微妙なところだ。果たしてレーニスと彼女たちの力で、ここで船を足止めさせるだけの嵐を呼ぶことができるだろうか。

「嵐を……」

　レーニスが言いかけた時、一頭の飛竜がレーニスの元へと近寄ってきた。

「レーニス」

　こうやってレーニスの名を呼ぶ男は一人しかいない。

「デーセオ様」

「俺と来い。交渉に行く」

「交渉？」

　穏やかな風でもてあそばれる髪の毛を押さえながら、レーニスは聞き返した。

「ああ。いつまでもクレイデルとサライトの関係がこれでは困るだろう。きちんと話し合いをすべきであると思っている。それには君の力が必要だ。だから俺と来い」

　レーニスは不安になって振り返り、他の元聖女候補たちに視線を向けた。

　彼女たちは「ここは任せて行ってきなさい」と言う。

　その言葉に背中を押されたレーニスは力強くうなずく。

　デーセオはレーニスを軽々と抱き上げると、共に飛竜の背に乗る。

　海は荒れているのに雨は降っていない。風も穏やか。そういった不思議な天気を生み出すことができるのも聖なる力によるもの。

　キウゥ。

　飛竜は一声鳴くと暗い空の方へと向かって飛び立った。

　船の方へと向かって羽ばたいた飛竜は、船の上で旋回する。一際大きな船が一隻。そこの上空からデーセオが声を張り上げる。

「この場の責任者は誰だ」

　下から上空を見上げていた十数人の男たちの中から一人の男が手を上げた。飛竜はゆっくりと甲板に近づき降り立った。

　船の上の男たちが見守る中、少し高いところで羽ばたく飛竜の背から、レーニスを抱きかかえたデーセオが飛び降りる。男たちは、剣の先をデーセオたちに向けていた。

　デーセオはレーニスを下ろすと、彼女を背にかばうようにして、目の前の十数人の男たちに睨みを利かせる。

　黒い雲がゴオオォと不気味な音を立て始めていた。波は荒いが雨が降っていないのは、レーニスの力によるもの。

「俺たちは争いにきたわけではない」

　落ち着きを払った声でデーセオが目の前の男たちに言う。

「俺は、クレイデル王国騎士団竜騎士部隊長デーセオ・フルヘルト」

　デーセオの名はサライト王国にも知れ渡っている。

「私は、サライト王国騎士団第一部隊長フェリクス・ニーチェ」

　フェリクスの視線の先が捉えているのは、デーセオの後ろにいるレーニスだった。

　レーニスが身につけているのは聖女の白いローブではない。薄い水色の動きやすいドレスだ。それにもかかわらず暗い空の下で輝いて見えるのは、彼女の力によるものだろう。サライト王国の騎士たちの視線がレーニスへと集まる。

「あなた様は聖女様でいらっしゃいますか？」

　フェリクスが問う。レーニスは大きく息を吸い込み、デーセオの隣に並んだ。

「聖女とは、いったいどのような者を指すのでしょう。神殿に仕えて神殿のために聖なる力を使う女性を指すのであれば、私は聖女ではありません」

　次第に強くなる風に乗り、凛としたレーニスの声が響く。

「ですが。この天候を呼び、操っているのはあなた様でいらっしゃいますよね？」

　どうやらフェリクスには、確信があるようだ。それだけレーニスからは、ここにいる他の者たちとは違う力が溢れ出ているのだろう。

　レーニスはゆっくりとうなずいた。

「はい。クレイデル王国の民を守るために」

「クレイデル王国は、聖女様の力を囲い込み、サライトを助けてはくれない。だから我々はクレイデル王国から聖女の力を借りるためにやって来た」

　これだけの船と騎士を集めて、聖女の力を『借りる』つもりとは言いがたいだろう。だがレーニスたちはその言葉を受け入れるしかない。

「聖なる力を持つ尊き女性よ。名を伺ってもよろしいでしょうか」

　風が吹きつけ、レーニスの金色の髪がふわりと広がった。

「私はレーニス・フルヘルト。クレイデル王国騎士団竜騎士部隊長デーセオ・フルヘルトの妻です」

　サライトの騎士たちがざわめき立つ。

「レーニス様。お名前を呼ぶことをお許しください」

　レーニスはフェリクスを見据える。フェリクスもレーニスを見る。

「どうかレーニス様の聖なる力を、我らサライトにもお貸しいただけないでしょうか」

　デーセオが一歩踏み出し、レーニスを背でかばおうとするのだが、彼女は首を横に振ってそれをやんわりと断った。

「今すぐこの船をクレイデル王国から退けてくれるのであれば、私たちは喜んでこの力をお貸しします。ですが、このまま船をクレイデルへ進めるというのであれば、私はクレイデルの民を守るために、この船を一隻も残らず沈めることになります」

　レーニスの言葉にデーセオもゴクリと喉を鳴らす。

　フェリクスはこちらを見つめたまま、動かない。彼の後ろに控えている他の騎士たちの剣先はレーニスに向けられている。どうやら彼らに、その剣を下げるつもりはなさそうだ。それに、先ほどよりも彼らとの距離が縮められているようにも見えた。じりじりとゆっくり横に動きながら、男たちはレーニスを取り囲もうとしているのだ。

　すっとレーニスが右手を上げた。この船を中心として嵐を呼べばいい。

　上空には厚くて黒い雲が残っている。港に残っている元聖女候補たちの力が助けてくれているからだ。きっとあそこの港で、この大きな船たちを近づけないようにと、海を荒れさせているのだろう。一人が祈れば高波を呼び、もう一人が祈れば強風が吹きつける。また別の者が祈れば黒い雲を呼び寄せ、最後の一人が祈れば雷雨を呼ぶ。

　だが、それも彼女たちの力によって及ぶ範囲が決まっている。あの港から、この船までは距離がある。彼女たちは港に船を近づけないように祈り続けているのだ。

　だからレーニスはその力を利用して、ここに嵐を呼び寄せるために、右手に祈りを込め天を仰ぐ。

　レーニスの顔が少し苦しそうにゆがんだ。いつの間にか額には玉のような汗がびっちりと浮かび上がっている。

　それでもレーニスは、彼女の背中を押してくれた仲間たちの力強い眼差しが忘れられない。

　上空には飛竜もいて、レーニスを見守ってくれている。そして何よりも隣にいる夫。

　レーニスは歯を食いしばった。

　すると、黒い雲が船の上空に集まり、時折強い風が吹きつけた。ポツポツと冷たい雨が降ってきて、ゴォーゴォーと空が唸り波はうねる。次第に荒くなった波にもまれ、そのたびに船が激しく揺れた。

　これから何が起ころうとしているのか、ここにいる誰もが予想できた。

　彼女は本当に船を沈める気だ――。

　フェリクスの顔はこわばっていた。

「おやめください。レーニス様」

　雨風の音に負けないように、彼は声を張り上げた。そして周囲の騎士を集めると、何やら指示を出し始める。それを受けた騎士たちは甲板の上を走り回り、船内へ消えていったりマストへ登ったりと動きだす。

　レーニスは右手を下げ、雨に濡れた顔を拭おうともせずにサライト王国側の動きを見つめる。デーセオも黙って彼らの動きを見守っていた。上空では飛竜がキゥゥゥと声をあげながら飛び回っている。二人に何かあったら、すぐにこの飛竜が助けに来ることだろう。

　飛竜がキィッと今までよりも高い声で鳴いた。クレイデル王国へと船首を向けていた船が一斉に向きを変えたのだ。

（よかった……）

　去り行く他の船を目にしたレーニスは、体中から力が抜けそうになった。だがここで倒れ込むわけにはいかない。足元にぐっと力を入れ、フェリクスを見据える。

「これで、約束を守っていただけるだろうか」

　空にある厚くて黒い雲の動きは速く、その厚みが少しずつ薄くなっていくようにも見えた。

「はい」

　レーニスが周囲によく響くような芯のある声で返事をする。

「交渉の場を設けよう」

　声を張り上げたのはデーセオだ。

「クレイデルとサライト。この二国が共に歩み寄るために」

　フェリクスが大きくうなずき、一歩前に出る。デーセオも彼の元へとゆっくり歩み寄り、右手を差し出す。それをためらわずに取った。二人の男は熱く握手を交わした。

　その様子をレーニスはやわらかな眼差しで見つめていた。

　空の雲の切れ目から、眩しい日差しが降り注いだ。




◇◆◇◆




　クレイデル王国の王城に、隣国のサライト王国の使者たちがやって来た。不可侵条約と友好条約を結ぶために。

　サライト王国は、幾度となくクレイデル王国の聖女の力で度重なる不作を助けてほしいと書簡を送っていたらしい。だが、それは外交を主に担当する大臣が握りつぶしていた。聖女の聖なる力はクレイデル王国だけのものであると突っぱねていたらしい。この大臣が神殿と繋がっており、聖女の祈りを金儲けのために利用していたようだ。

　聖女に助けを求め民衆たちが神殿の入り口に集まったとき、そこに現れた男はもちろんティメル。彼は、民を神殿で受け入れるように要求した。魔術師がそう言うのであればと聖女や聖女候補たちは戸惑いながらも民を受け入れた。

　受け入れた者たちの中に、怪我をした者がいた。神殿に逃げるときに派手に転んでしまったのだろう。それに気づいた聖女候補の一人がその民に治癒を施せば、民は聖女候補に涙を流しながら礼を伝えたらしい。そのとき、その民の行動が聖女候補の心を動かした。

　本来、聖なる力は民に平等に与えられるものではないかと。

　高い金を払って祈りを捧げてもらっていた金持ちたちは、それが当たり前だと思って彼女たちに礼を口にしたことがなかったのだ。

　感謝の言葉――些細なことかもしれない。だけど、彼女たちの心を変えるきっかけとしては十分なものだった。

　そして神殿に乗り込んだティメルが見つけ出したのは神官たちの悪事の数々、そして金の行方を示す証拠たち。彼は、それをこっそりと懐ふところに忍ばせ、神殿を後にした。




　今、クレイデル王国とサライト王国の間に条約が結ばれる。それを見守る人々の中に、デーセオとレーニスの姿もあった。

　神殿の代表としてこの場にいるのは、ティメルだった。今までの神殿の組織は解体された。大臣と繋がっていた神官たちは当然辞めさせられた。そのうちの一人が神殿の代表であったため、新しい代表を立てなければならない。




『知っているか、ティメル。世の中には言い出しっぺの法則というものがあるらしい』

　そんなことを言い出したのは、もちろんティメルの元上司であるデーセオだ。そして彼はティメルに一冊の古そうな本を差し出した。その本は、クレイデル王国の本ではないように見える。

『この本に言い出しっぺの法則について書いてある。優秀なお前なら読んで理解できるよな』

　つまり、神殿の悪事を暴いた張本人なのだから、責任を持って代表を務めろと言いたいらしい。

『レーニス様』

　ティメルは助けを呼んだ。しかし、助けは来なかった。

　なにしろレーニスこそが、ティメルを神殿の代表にと、推薦した一人であったからだ。

『ティメル。あなたになら安心して神殿を任せることができます。どうか聖女様たちのために、そして民のために、神殿の代表を務めてくださいませんか？』

『しかし。私がここを離れたら誰が飛竜の世話を』

『レーニスがいるから問題ない。レーニスも飛竜と会話することができるし、飛竜の病気だって診ることができる。何より飛竜がお前よりレーニスがいいと言っている。つまり、だ。もう、お前はもう用済みだ』

『用済みって。ひっど……』

『ティメル。もしお前がどうしても神殿の代表に就きたくないと言うのであれば、もう一つ選択肢はある』

　そもそもデーセオが楽しそうに言っている時点で、もう一つの選択肢と言われても嫌な予感しかしない。

『もう期待はしていないのですが。その、もう一つの選択肢とやらを聞かせていただいてもよろしいでしょうか』

　そうかそうか、そんなに聞きたいのかと笑っているデーセオを目にしたら、やはり嫌な予感しかしない。

『今回、ティメルは大活躍だからな。やはり、竜騎士部隊の魔術師小隊長ではもったいないという話になってだな。お前には魔術師団長はどうかとの話もきている。どうだ、いい話だろ？』

『ええ。最悪な話ですね』

『お前の親父さんも年なんだから、そろそろ引退させてやれ』

『嫌ですよ。あの父ひとのことですから、私をこき使って自分は悠々自適の引退生活を送るのが目に見えている。年と言ってもまだ四十代。デーセオ様とそんなに変わりませんよね？』

『おい。俺はまだ三十代だ』

　そんな彼の妻はまだ辛うじて十代。国王に言わせれば犯罪じゃないのかという年の差らしいのだが、二人が好き合っていて法律的に問題がなければ、周りがとやかく言う問題ではない。

『当分、あの父ひとを引退させる気はありませんよ。仕方ないですね。そういうことなら神殿の代表の方を選びます。それに、神殿の方がレーニス様との関わりがありそうですからね。魔術師団よりもこちらの方が楽しそうだ』

　そう、ティメルは楽しいことが大好きだ。神殿の代表ならば、デーセオの大事な妻を介して、デーセオを困らせることができる、かもしれない。

　だが、いがみ合うよりは助け合った方がいい。それが些細なことであっても。だからティメルはレーニスに助けを求めるつもりだ。特に、隣国との関係については。

　こうして、クレイデル王国とサライト王国に新しい歴史が刻まれた。










十三、輝かしい未来へ




　王都を去る前に、レーニスは神殿を訪れていた。今さら、また聖女になるためではない。あのとき、レーニスの背中を押してくれた侍女頭のマーサに会うために。

「マーサ。忙しいところ、時間を割いてくれてありがとう」

「いいえ、レーニス様。本当に、ご立派になられて」

　マーサはやわらかく微笑んでいたが、彼女の目尻には涙がたまっている。

「マーサ。私、あなたに恩返しをしたくて」

「ええ。確かに受け取りました。レーニス様、今、幸せですね」

「はい」

　そしてレーニスは隣に立つ夫を見上げた。

「マーサ。こちらが私の夫です」

　デーセオは女性二人の会話を黙って聞いていた。だから、レーニスに紹介されたときに、簡単に名乗った程度。

「辺境の竜騎士様と呼ばれているデーセオ様ですね。存じ上げております。レーニス様。本当に素敵な方と一緒になられて……」

　それ以上、マーサの言葉が続かなかったのは、彼女の目から涙が溢れてしまったからだ。

「マーサ。私、あのときあなたに言われた言葉を信じていました。ありがとうございます」

「いいえ。こちらこそ、この神殿を救ってくださってありがとうございます。新しい代表のティメル様は、本当に民のことを思ってくださっています。これから、神殿も変わることでしょう」

　ティメルを代表にしたレーニスやデーセオの考えは間違っていなかったようだ。

　マーサに別れを告げ、フルヘルト領へと戻るのだが、今回は条約の調印式のために竜騎士部隊長として参加したので、そのような場合は飛竜で移動ができるらしい。この辺の仕組みはレーニスにはよくわからないが、竜騎士部隊長としてという肩書がある場合は、飛竜で移動してもいいとのことのようだ。




「おかえりなさいませ」

　屋敷で二人を出迎えてくれたのは、執事のジョナサン。

「旦那様。お疲れのところ申し訳ありませんが、お客様がお見えになっております」

　デーセオが不在にもかかわらず、屋敷内に通したということは客人もそれなりの身分の持ち主なのだろうと推測される。そしてどうやらデーセオにはその客人に心当たりがあるらしい。

「わかった。すぐに会う。レーニス、お前も紹介するから、共に来い」

「ですが、あの、着替えは」

「まあ、向こうもわかっていて来ているのだから、気にするな」

「はあ」

　としかレーニスは答えようがない。わかっていて来ているという相手はどのような人物なのか。

「ただいま戻った」

「おかえり、ディー」

「おかえりなさい」

　見るからに夫婦という男女二人が寄り添ってソファに座っていた。

「レーニス、紹介が遅くなったが、俺の両親だ」

「え」

　生きていたんですかという言葉をレーニスはのみ込んだ。

「俺の両親は職業柄か、世界各地を旅していてな。それで、お前への紹介が遅れた」

「あ、はい……」

　ソファに座っていた二人がすっと立ち上がった。

「初めまして、デーセオの父、ノーティオです。こちらが妻のカリダ」

「初めまして、カリダよ」

　ノーティオと名乗った男性は、デーセオによく似た白銀の髪を短く刈り上げ、目尻には皺を刻んでいる。どこからどう見てもデーセオと血縁関係があることがよくわかる。カリダは豊かな金髪を一つにまとめているが、瞳の色がデーセオと同じ深緑であった。

　彼の両親なので、恐らく二人とも五十代だろうが、そう感じさせないほどの若々しさがみなぎっている。

「ディー……」

　ノーティオが口を開いた。

「結婚、おめでとう。と言いたいのだが、彼女のその驚きぶりから推測すると、だ。君は私たちのことを彼女にいっさい伝えていなかっただろう」

「そう、だったか？」

　どうやらデーセオは伝えたつもりでいたらしい。レーニスは大きくうなずくことしかできなかった。

　そもそもデーセオの両親は結婚式にも現れなかったし、レーニスが先代の話を聞きたいと言って、彼から『霊廟を案内せねば――』と返されたら、彼の両親がこの世にいないものと思ってしまっても、仕方ないではないか。

「ディーは相変わらずだな」

　ははっとノーティオは笑っている。

「それよりもディー。早く彼女のことを紹介しなさい。ジョナサンからあなたが結婚するという手紙を受け取ったときは驚いたけれど、大きな商談の最中で戻ることもできなかったのよ」

　デーセオを急かしているのはカリダだ。

「俺の両親は商売人なんだ。世界各地を歩き回ってさまざまな商売を行っているらしいのだが、俺も詳しくはわからん」

「ディーは昔から私たちに興味がなかったからね。私の父親似だから仕方ない」

　デーセオの父親の父親似ということは、つまり祖父似ということか。

「デーセオ様。つまり、先代というのは」

「ああ、俺の祖父だ。父は商売の方に才があったようでな。ここを継がないと言ったそうなんだ。だから、祖父の跡を俺が継いだ」

　だからか。レーニスが先代の話を聞きたいと口にしたときに霊廟に案内すると言われたのは。つまりデーセオにとって先代とは彼の祖父のことを指すのだ。

「もう。そんなことはどうでもいいから、さっさと彼女を紹介しなさい」

　どうやらそろそろカリダは痺れを切らしそうだ。紹介されないことにはレーニスとの会話を楽しむことができないとでも思っているらしい。

「こちらが、妻のレーニスだ」

「お初にお目にかかります。レーニスです。このような格好で申し訳ありません」

　レーニスは慌てて淑女の礼の形をとる。これはここに来てから、みっちりとサンドラと共に練習を重ねた挨拶でもある。

「まあまあ、レーニス。そのようなことは気にしなくていいのよ」

　カリダはレーニスの前に立つ。

「どうか、息子のことを頼みます」

　がしっと両手を握られた。

「はい」

　レーニスは義理の母であるカリダの熱い気持ちにそう返事をすることしかできなかった。

「母上。離れてください。もう、彼女を紹介したからいいですね」

「いいってどういう意味かな？　せっかく息子夫婦と会うことができたんだ。少しくらい、私たちに付き合ってくれてもいいのではないか？」

　いつの間にかソファに座り直したノーティオがグラスを掲げている。付き合うとはつまり、酒に付き合えとのことか。

「俺たちは今、王都から戻ってきたばかりです」

「ああ。知っている。サライトとの条約の調印式に立ち会ってきたのだろう？　これで私たちの商売もやりやすくなったということだ」

　ノーティオは楽しそうにグラスを傾けている。

「私はあなたたちの馴れ初めを聞きたいわ」

　カリダはレーニスの顔を覗き込んでいる。

「母上。着替えてまいりますので、もう少しお待ちいただけないですかね」

　母親から妻を守るかのように、デーセオはレーニスの肩を抱き寄せた。

「まあ、あのディーがね。仲なか睦むつまじいようでうれしいわ。もう、年のせいか、最近、涙もろくて」

　なぜかカリダが目頭を押さえている。

　優秀な部下であったティメルがいれば、恐らくカリダの気持ちに寄り添ってくれていただろう。だが、残念なことに彼はもう、ここにはいない。




　その日は、デーセオの両親を交えての夕食となった。カリダは二人の馴れ初めについて根掘り葉掘り聞こうとしていたようなのだが、そこはレーニスがうまく話をまとめてくれた。

　デーセオの両親は二十日ほど屋敷に滞在した。その間、霊廟へと足を運んだ。デーセオの祖父母が眠る場所。歴代の城主たちが静かに眠る場所。そこで静かに四人で祈りを捧げた。




◇◆◇◆




「もう、行ってしまわれるのですか？」

「次の商談があるからね」

　レーニスが寂しそうに問えば、ノーティオからはそう戻ってきた。

「次はいつ頃こちらに来られますか？」

「なんだろう。こうやって次に訪れる予定を聞かれるというのは、うれしいことだな。なあ？」

「ええ、そうね。ディーは私たちがいようがいまいが、思ったことを素直に口にするようなタイプの子ではなかったから」

　この両親の会話をずっと聞いていると、昔の夫がどのような人物だったのかということもわかるし、彼らが自分たちの息子に愛情を注いでいるということもわかるような気がした。離れていても心が繋がっているような、そんな感じがするのだ。

「そうだな。かわいい孫が生まれる頃には、またここにお邪魔させてもらおうかな。じゃ、またな」

　去り行く馬車を見送る夫婦。

「行ってしまったな。嵐のような両親なんだ」

　どことなく夫の顔が寂しそうに見えた。いくつになっても親は親で、子は子なのだろう。

「ですが、ディー様。すぐにまたお義と父う様たちには会えるかと思いますよ」

「どういう意味だ？」

　そう言って考え込むデーセオ。だが、すぐに彼はレーニスが先ほどからお腹に右手を当てていることに気づいた。

「ま、まさか……」

　顔を綻ばせる夫に、レーニスは優しく微笑むのだった。

【完】
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特別書き下ろし番外編










新しい命




　レーニスは目の前のテーブルの上に、次から次へと出されるお土産という名の赤ちゃん用品に目を丸くしていた。いつ生まれてもおかしくない、と産婆から言われたのは三日前。そして、夫の両親がやって来たのが今日、むしろ今。

　このタイミングのよさは何ゆえなのだろう。

「あぁ、間に合ってよかったわ」

　一通り土産を出しきった義母のカリダは満足そうに微笑んだ。

「そうだな。あいつは何も教えてくれないからな。ジョナサンに手紙を出してよかったよ。まさか、これほど早く孫に会えるとは思ってもみなかった」

　ふぅと一息ついた義父のノーティオは、サンドラが淹れたお茶を、喉を鳴らしながら飲んでいた。

　急いで駆けつけてくれたのだろう。その気持ちだけでもレーニスは十分うれしかった。

「ところで、あいつはどうした？」

　産み月の妻を放っておくとは何事か、と言わんばかりに、ノーティオは目を細めている。

「飛竜舎の方に行っております。実は、飛竜の方も……」

　飛竜舎には今、飛竜の卵が一つある。




　卵を腹に抱えた飛竜は、飛竜の生息域とされているフェーリー山に帰される。そこで、卵を産み落とすのだ。山は聖なる領域で、飛竜に認められた竜騎士しか足を踏み入れることが許されていない。

　そもそも飛竜がフェーリー山に帰るのは、番になっていた竜騎士が竜騎士でなくなったとき。卵を産み落とした飛竜はそののちにそっとその生涯を閉じるのだ。

　同行した他の竜騎士たちがそれを看み取とり、飛竜が産み落とした卵を持って飛竜舎へと戻ってくる。その卵の世話をするのが、これから竜騎士となる騎士と魔術師たちである。産み落とす卵は一つとは限らないし、必ず産み落とすとも限らない。だが、飛竜には番になる竜騎士がわかっているのだろう。竜騎士にふさわしい人物に合わせた数だけ、その卵を産み落とすのだ。

　これもまた、メランド王女のおかげと言われている。そもそも何百年か前は、飛竜の卵をかえすのが至難の業だった。飛竜が命をかけて産み落とした卵がかえらないことなどがざらにあった。飛竜が絶滅の危機と言われたのはそれが原因だ。その危機を救ったのがメランド王女というわけだ。




　飛竜舎の卵がかえりそうだと連絡があったのは、今朝方。満足に朝食も取らずにデーセオは飛竜舎へと向かっていった。今日、新たな飛竜と竜騎士が生まれる。その瞬間に、立ち会うために。

「あら、あの子も大変なのね」

　まるで他ひ人と事ごとのように、のんびりとした口調でカリダは言う。

「そうですね」

　レーニスにはそう答えることしかできなかった。

　飛竜の卵が飛竜舎に持ち込まれてから、デーセオが忙しそうに行ったり来たりしているのは事実。それでも夜はこちらの屋敷に戻ってくるし、できるだけ夕飯を共に取ろうと息を弾ませながら戻ってくることが多かった。

「責任ある立場にある方ですから」

　レーニスはいつも自分にそう言い聞かせていた。部屋に一人でいるときなど、訳もなく不安が襲いかかってくるときもある。夫であるデーセオには傍にいてほしいと思うときもある。

　だけど、彼の立場を考えるとそれを口にすることすらはばかれた。デーセオにとって今が一番忙しい時期だということは、十分に理解しているつもりだ。

「だけどねぇ？」

　カリダは何かしら言いたげだった。もしかしたら彼女にはレーニスの心の内がわかるのかもしれない。

「レーニス。何も遠慮する必要はないのよ。私たちは家族なのだから」

　家族――。その言葉がじんわりとレーニスの心の中に広がっていく

　両親を事故で失い、神殿を追い出され、これからの生活に希望を見いだせなかったときに、手を差し伸べてくれたのがデーセオだった。彼はレーニスの新しい家族になってくれた。そして義両親も家族だと言ってくれる。さらにお腹の中には新しい家族が宿っている。

　目頭が熱くなるのをごまかすように、レーニスはうつむいた。




　デーセオが屋敷に戻ってきたのは、昼食の時間もとうに過ぎた頃。どうやら無事に飛竜の卵はかえり、新たな竜騎士が誕生したとのこと。

　少し遅い昼食なのか、ものすごく遅い朝食なのかわからない食事を取っているデーセオの隣にレーニスはいた。

「レーニスは食べたのか？」

　自分だけが食事していることを悪いと思っているのか、デーセオがそう声をかけてきた。

「はい、いただきました」

「でもねぇ？　レーニスったら、相変わらず食事の量が少ないのよ」

　夫婦の会話に口を挟んできたのは、もちろんデーセオの母親のカリダである。

「ところで、あなたたちはなぜここにいるのですか？」

「それが実の親にかける言葉か」

　そう言ったノーティオは、怒っているわけではなさそうだ。恐らく、この状況を楽しんでいる。

「素直にそう思ったから尋ねただけです」

「そりゃ、そろそろ孫に会えると知ったなら、普通は駆けつけるだろう」

　ニコニコとしているノーティオのジロリと睨みつけるのは、もちろんデーセオなのだが。

「デーセオ様。お義父様とお義母様から、たくさんお土産をいただきました。後でお見せしますね」

「また、くだらない物を持ってきたわけではないですよね？」

「くだらないとは、なんだ。かわいい孫のために、かわいい服や玩具おもちゃを買ってきただけだ」

「そうなのよ。東の方ではね」

　どうやら土産話が始まってしまったらしい。先ほどレーニスも、義両親からたくさんの土産話を聞いた。十五で聖女候補となった彼女は、この国以外に足を伸ばしたことがない。だから義両親の話はとても興味深いものだった。

「やっぱりダメね。ディーに話をしても反応がイマイチだもの。ねえ、レーニス。サロンでお茶を飲みながら、話の続きでもどう？」

　カリダに誘われたら断ることのできないレーニスだが、今日はちょっと不安な気持ちがあった。その不安な気持ちがなんであるのか、原因がどこにあるのか、さっぱりわからない。だからデーセオがいないと気持ちが落ち着かないのだ。

「デーセオ様もご一緒でしたら」

「あら、女性同士の話に男性は不要でしょう？　男は男同士、女は女同士、積もる話に花を咲かせましょう」

「母上、レーニスを無理やり誘うのはおやめください。彼女が俺の傍にいたいと言っているとわからないのですか」

　ものすごく遠回しに言ったつもりだったのに、デーセオには伝わっていたようだ。彼といたいという気持ちが。

「あら、そうなの？」

　まるで気づきませんでした、という返事が戻ってきた。だがすぐにカリダは言葉を続ける。

「ねえ、レーニス。もしかして、お腹が痛いのではないの？　先ほどから、苦しそうに顔をしかめているけど」

「はい。実は、昨日の夜から」

　レーニスは昨夜から不規則な痛みに襲われていた。チリチリと痛んだかと思えば、痛みは退く。そして、忘れた頃にまた痛みだす。それの繰り返しだった。

「あのね。レーニス。それ、そろそろ生まれるわよ？」

「なんだと？　ならば、呑のん気きに食事を取っている場合ではないだろう」

　食事の途中であったにもかかわらず、フォークとナイフを置いたデーセオをカリダは制した。

「だからって、五分後に生まれるわけでもありません。まだまだ時間はかかります。いいからあなたはさっさと食事を終えて、レーニスの傍にいてあげなさい。私はサンドラに伝えてくるわ。ほら、あなたも」

　カリダはノーティオと連れ立って食堂を出ていく。食堂に残されたのはレーニスとデーセオの二人きり。中途半端な食事の時間ということもあり、食事の準備をしてくれた使用人たちを下がらせた。

「レーニス、具合は大丈夫なのか？　腹は痛むのか？」

　食事を再開させたデーセオが尋ねる。

「少しだけです。お義母様がおっしゃった通り、生まれるまでまだまだ時間がかかると思います」

「そうか。だが、そろそろ家族が増えるのか。不思議な気持ちだ。まだ君と二人きりでいたいという気持ちと、早く子に会いたいという気持ちがある。食事を終えたら、残り少ない二人だけの時間を共に過ごしてもいいだろうか」

　デーセオの言葉に、レーニスはゆっくりとうなずいた。

　不安な気持ちの原因がわかったような気がした。この子が生まれるときに、デーセオに傍にいてほしかったのだ。仕事で不在のときではなく、彼がここにいるときに生まれてきてほしかった。それは家族が増えた喜びを共に分かち合いたいから。




　新たな飛竜と竜騎士が生まれたその日の夜。

　日付が変わる少し前に、元気な赤ん坊の産うぶ声ごえがメランド城内に響いたのだった――。







【完】










あとがき




　このたびはこの本をお手に取ってくださり、厚く御礼を申し上げます。澤谷 弥と申します。本作品が書籍デビュー作となります。




　本作品は投稿小説サイト『ベリーズカフェ』にて連載していた作品になります。ウェブサイト連載時から読んでくださり応援してくださった皆様のおかげで、このように一冊の本という形にすることができました。本当に感謝しかありません。

　書籍化にあたりまして、ウェブ掲載時からは大幅に加筆・修正を行っております。ウェブ版との違いも楽しんでいただけたら幸いです。




　いつもヒーローとヒロインの設定には頭を悩ませます。今回、ヒーローの設定を考えるにあたり「普通に国王や王太子のスパダリじゃおもしろくないよな」「顔が怖い男がいいな」「やっぱり、ちょっと不憫さと不器用さも足してやろう」とそんな理由でできあがったのがヒーローのデーセオです。デーセオは「願い事」という意味のデセーオからとった名前です。




　ヒロインのレーニスは、ウェブ版ではしたたかなイメージを持たせていたのですが、書籍化作業にあたり、そこをばっさりと削除しました。運命を運命と受け入れながらも、手に入れた幸せを守りたいという心の強さを追加してみました。彼女の名前には「優しい」という意味があります。




　最後となりましたが、御礼を。

　本作品を見つけてお声がけしてくださり、初めての改稿作業で悩みながらも最後まで温かい言葉をかけてくださった担当者様、書籍化作業に携わってくださったすべての関係者様に御礼を申し上げます。

　また本作に素敵なイラストをつけてくださった萩原凛様、初めてラフ絵を見た時には感動して泣きました。本当にありがとうございます。

　それから、執筆中にくじけそうになっていた私を励ましてくれた友人Ａ。あなたの支えがなければこの作品は形になりませんでした。いつも声をかけてくれてありがとう。




　またベリーズファンタジーで、皆様とお会いできるような機会がありますように……。




澤さわ谷たに 弥わたる
















この物語はフィクションです。

実在の人物、団体等とは一切関係がありません。
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クビになった聖女ですが、嫁ぎ先で真の力が目覚めたので第二の人生は幸せですなぜか辺境竜騎士様の溺愛が止まらないのですが！
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